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はじめに

r禾ムの『キ申芹テ・り」 との俎息い蕊らたに
｀一冥災ボランテイアの活動をふりかえって

大阪YWCA会長／こころのケア・プUジェクト長

辻加代

亡き母の生まれ育った神戸，神戸は私にとって特別のひびきをもつ。ものごごろついた時から

のなっかしい思い出の場面が母と共に焼きついている。両親を 2オと 5オで亡くした母19、祖父

母と叔父夫婦に育てられた。戦争で焼失した山手の家で、初めて見たライティングピュロ。 9支後

母の叔父の家族の中に、たった一人で過ごした夏体みは、少し大人になった様な気持を味わった。

塩屋の高台から透きとおる様な脊い海を画いて、舟の従妹（画家）に手ほどきを受け乍ら、夏休

みの宿題を仕上げた充実した日々へとスリ 9プさせてくれる。 1995年1月17 8、千里山

のマンション4階でぐっすり眠っていた私は、突然地がえぐられ、建物ごとくずれ落ちるのでは

ないかと思う程強いショックを感じた。テレビから徐々に被害の現実が知らされ、激察地に住む

人逹のショックは想像を絶する事なんだと感じたュ竜車が動いたよ 8日、夫と息子はそれぞれ蜘

務地神戸に向かった，夫は阪神甲子園駅から歩いて音木へ。あまりの悲惨な光景にショックを受

けた。息子は阪急西宮北口駅から歩いてパイクの置いてある六甲遵へ。かろうじて助かった自分

のパイク（ヘルメットは紛失）を見つけ出しそれ以後救援の大事な足となる？

1月2L 日、心理士のケリー，レモン~キシさんのお申し出で、災害により内面にたまった心

理的りアクションを吐き出す為のアメリカでの心理療法の技術を教えて匝き、大阪YWCAのこ

ころのケアネットワークを立ちあげるきっかけとなった。

ごころのケアネットワークのポランティア募集に対し、沢山の方々がボランテイアの決心をし

て下さった。同時に専門の先生方の協力のお申し出を頂き、スーパーパイザーとして多くのボラ

ンテイアとスタップを支えて頂いなそれぞれの『神戸』への想いが結集されたのではないかと

想儀し、感謝の思いで一杯になる。

1月27日、音木駅近くの国道2号線ぞいで、湯茶サービスに参加した時｀第1回の仮設申込

日で、掃りに一服された方々と避端に座り込んでお話を聴いた，即に怪我をされた若いお母さん

には一週間後、神戸YWCAの救援センターで偶然にもお会いした。神に感謝せずにおれない

出来半は何度かあった。芦屋西牧会の建物が大丈夫だった事。小原前総幹革がマンションの全壊

で芦展西教会にお母様と避難されていた車芦歴西教会のお部屋をこころのケアに開放して下さ

った事・…·~°

1 9 9 6年4月13日、被害者相談室開設記念湖演会で「被害からの回復」と冦して小西浬子

先生が、冒頭、被害を受けた方の失ったものの大きさから、どう声をかけていいかとまどうが、

聴く事の作業なしに声をかける学は出来ないと話された。 99く享から始まる峯を強く感じた。

被災されたj;々 の儡ついた気持と、 「私の『神戸』」の[§I複を切に祈ります口私たち一人ひと

りの思いと行ないとが、神に用いられる串を頴いつつ u

湯茶サービスの設営・片付けを全面的に引き受けて下さった福田重坦さんが、 8月1'95)に天

に召された。その働きを憶え心から感謝いたしますコ
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感謝と祈りをこめて

大阪YWCA総幹事鹿野幸技

先日 ある会合で臨床心理士の思木緊ーさんにお会いした。黒木さんには、私たちがこころの

ケア活動を始めたばかりの頃、芹屋西教会でのポランティア・ミーティングに来ていただいて

芦屋や東瀕地区で訪問活動をするに当たっての留意点などをお話いただいた u 芦屋9こ心療オブイ

人を構え、東翌区に件んでいらした黒木さんは、ご白宅マンションは半摂で住めなくなり、被害

の少なかった仕挙場に寝泊まりしながら、被災地を文字通り駈9すずり廻って救援活勁にあたって

いらしたり日頃、柔和な彼の顔が、言いようのない怒りと悲しみでひきっっていたのを、今も93

っきりと思い出す。その当時の心境を「地奨直後は、ただならぬ出来哀9こ茫然とし、リアリティ

がもてず、離人的な無感党状怨ですべてが『夢のような現実』であった。人も街も混乱した中で、

家族の安否を確認したのちサパイプしていくのに数日かかったu （中略）傷ついた街を見ている

と自然に涙が溢れ出てきたり、大阪に出ると「私たちはこんなひどい目にあっているのに」と怒

りの感情が出てきた 1）、突然落ち込んだりもした，」 （屋和書店発行『こごろの臨床a~La~carte』

1995年6月§よ！）と記していらっしゃる，

「被害の少なかった大阪の人間には｀被災した人たちのほんとうの苦しみや悲しみはわからな

い」との思いが、ずいぶん長い間、私を悩ませた。実際、神戸に住んでいる友人から「こころの

ケアなんて言うてるけど、なんか違うのよね］と言われもした。

しかしャ 「よそもの」の私たちにも~ 「9社<jこと、 「共感する」ことはできる。そして実際~

ひとりひとりのボランティアが、まさに「聴くこと jに撤することによって受け入れられ、ごこ

ろの通いあう関係を築いてきたからこそ、この活助を今日まで続けて来ることができたのだと思

、
9

日本では初めてといわれな災害時のボランティアによる「こごろのケ7」活動は一高い意識

を将ったポランティアと、指導に当たってくださった多くの寺門家と、コーディネートにあたっ

た大阪YWCAの、三者の力がうまくかみあって生み出され、続けられてきた。ここに、活歯Jの

記録を小誌に残すことができ、熔しく思う。あってはならないことだが、今後の同稗の活勁の一

助になればと願っていか一部のポランティアの方々に1ま、早くに原栢を依頼しておきながら、

忙しさにかまけて作業が進まず、出来上がりがこんなに遅くなってしまったごと、また、すべて

の記録を網巡するものではなく~あくまでも中間の「さしあたり」の記録であることをお許し願

いたい，

多くのボランティア勺専門家の方々の．身を徹しての働きによって続けられた活勁であるが．

特に、ボランテイア芽焦の初めから晩けつけてくださった小酉個子先生をはじめとする東京医科

歯科大学犯罪被害者相談窒の皆さん．芦屋西教会に毀災後のほぼ2ヵ月間泊まり込んで指導に当

たってくださった自殺防止センター所良の西原由記子さん、ユニークなキャラクターで常に私た

ちの気持ちをリラックスさせてくださる西澤哲さん、そして、活勁の拠点を提供してくださった

芦屋四教会、神戸YWCAの皆さんに．この場を借りて、心からのお礼を申し上げたいまた．

物心両唖で有形・無形のお支えをいただいた多くの皆さんに感謝の庶を表したい。

非日常が日常となってしまった被災地に住む人たちにとって、安心して生きることのできる日

が一日も早く来ることを祈りながら。
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こころのケア・プロジェクト撲要

＝＝ろのケア・プロジ＝ク 1-

-—大阪YWCA こころのケア・ネットワーク

阪神大冥災の後、救援物資を中心にした支援が緊急に行われたが， 「心jに関する支援

にはあまり目が向けられなかった。今回のような極度の災害を受けた後には、特別な緊急

時のさまざまな「心の傷j を稚すことが慈要であるとのケリー，レモン・キシさん（心理

カウンセラー）の提案を受けて、 「被災者」から「生存者（サパイバ-)」として、立ち

逍っていかれることをお手伝いする活動を始めた，（19 9 5年1月～3月）

今年度は、時間の経過とともに「心9そのものへのサポートからソーシャルウークやコ

ミュニティづくりに関わるサポートヘと移行した。また並行して、 '9 5年3月から子ど

ものためのケア活勁［こうベキッズピタミン Iプログラム」を企画し、子どもに関わる新

たなポランティアを募集して活動を開始し、一年を通じてプログラムを行った。

1．こころのケア活動

（1) 設立の経過

1/18 （水）・緊急救援活動開始（詳しくは大阪YWCA緊急救援活動の項苓照）

1/'9（木）・ケリー・レモン・キシさんから連絡あり

大阪YWCAに会湯提供他の協力要請

1/21（土）・カウンセリング関係者が袋り、呼び掛けと学習会（約40人）

・学習リーダー（ケリー）．通訳と資料翻訳（小森芽棋美）

・大阪YWCAからの資料提供（現地状況組織化のポイント）と企両案

の発表

1/22 (O) •大阪YWCAで活動計画害の作成とプレス・リリース、ボランティア

の募築開始

1/23（月） ・ポランティア応寡竃話殺9,1（ごの日より続く）

、北海道教育大学の藤森立男助教授より北海道嗅尻島の災客後ケアの情

報と資料の提供の申し出が99いる

l/24（火I.夜／ポランティアヘの勉強と説明、打ち合わせ（約 100人）

鴇師：小西聖子（精神私医．犯罪被宅者相談室I
1/25 （水） ・昼／ポランティアヘの勉強と説明．打ち合わせ（約50人）

講師：岡田幸之（精神科医、犯罪被害者相淡室I
・夜／芦屋生活心理研究所で打合せ

黒木賢一（臨床心理士）．高橋哲（臨床心理七）、西原由記子、

金香百合

1/27（金） ・活動直前ミーティングとトレーニング（ロールブレイ）

1/2!（土） ・活動開始日

芦屋方面と東灘区方面とに分かれて避難所の訪問
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(2)活動の経過

こころのケア活動（巡回訪問）

▼第1期 (l/28~2/28)

「大阪YWCAこころのケア・ネットワーク」の名のもとに募集したポランティア

と専門家など約 100名が、 2泊3日毎の泊り込みで｀毎日各地の避難所を巡回訪

問した。顧問とスーパーパイザーが現地でポランティアのスーパーパイズとケアに

あたった。

現地基地（第 1 期•第 2 期）を日本キリスト教団芦屋西教会にお願いし、 4 月 28

までの活動の拠点とした．

訪問地域 ：芦屋市、東湿区、漏区、中央区｀兵産区、長田区

▼第2期 (3/1~4/2)

活動のさらなる継続が必要と判断し、第2期の活動を決定。現地リーダー5人を委

啜し、活動体制を強化した。関西地域のポランティアに加えて、関東地域の r心の

サポートミッション」からポランティア約70人が新たに参加し、第1期に続いて

巡回訪問を実施。現地基地で宿泊しての毎日の活動はこの期で終了．

▼第3期 (4/10~6/30)

継続しての訪問活動が望まれている避難所を中心に、日帰リでの定点活動を始めた。

そのためのボランティアチームを新たに組織し、再研修を実施した（ポランティア

は2~3月の活動経験者から選抜）． 5月からは一部に仮設住宅の訪問を開始し、

5グループが定期的な訪問を地道に統けた。個人ケースも継統．

▼充電・及び仮設住宅調査期間 (7/1~9/30)

避難所・待機所などへの継続的な訪問を行った。また同時に仮設住宅の状況を詞ペ

るための活動も随時に実施した。

▼第4期 (10/1~'96年1/31)

地域型仮設住宅個別訪問（週 2~3回）とコミュニケーションを支援するためのあ

らゆる活動を行った。同時に、地元の市民ポランティアを養成する講座を実施した．

▼第5期 (2/1~)

県外での仮設住宅訪問ポランティア（週1回）の育成と訪問活動に力を入れている。

自〖直息さ 1 ＆長！
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（3) 活助内容

①被災地 9避難所や仮設住宅）において対面力式で話を荘く

＠被災者の方々の「心のケア」に閑する情報を提供、パンフレットや資料の配在

＠特に子・どもや高齢者、揮害者の f心のケア］を支援する

④「心のケ7」を助けるための物質的、人的援助、研修の実施

R「心のケア」に関わる団体のネ J トワークづく U

(4)組練

V第 1期('%年1(28~2128)

顧 問：匝原由記子（自殺防止センター所長1

デイレクター：鹿野幸枝（大阪YWCA稔幹車I2期以降継続

1汀紅ぷ／り 9ー：金香百合（大阪9WCA幹革） 2期以降継湖

マネージメント：早坂美恵子（大阪YWCA会貝I1期～ 3期

▽第 2期 (3/1~41')

現地，）ーダー：木村泰子、河野直子、涵野好美、矢野ひとみー山口恵理子

スーパーパイザー：小西聖子（東京医科保科大被害者相談室），岡出幸之（東京医

科常科大被害者相談室）、西澤哲（大阪府立こころの健康総合

センター） ｀西原由記子（自殺防止センター）

▼第3期以降 (4/10~）

ス--パーパイザー：小西聖子（凍京医科歯科大被害者相談室）、岡田幸之（東京医

科歯科大被者者相談室）、西澤哲（口本社会事業大学 4/1~）

▼こころのケア~ブロジェクト

プロジェクト長：辻加代

顧 問：小西聖子（東京医科●科大被害者相淡室）、岡田幸之（東京医

科歯科大被害者相淡室）、西澤哲（日本社会事業大学 4/)~)

('95年4月～＇ 96年3月）

小西聖子（東京医科紫科大被害者相談室）、西澤哲（日本社会

奉業大学） ('95年4月～）

メ ン バ ー：河野直子、鹿野幸枝，西原由記子、早坂美窓子、平木負契子

('95年4月～9月）

秋山佳子，岸岡孝昭、鹿野幸技，平木貨美子、堀河岱子

('95年10月～＇ 96年3月）

秋山佳子，岸岡孝昭、金香百合、楠本節子、鹿野幸枝、東和、

平木負美子、堀河昌子 ('g6年4月～）

担当幹専：金香臼台 ('95年4月～’96年3月）

坂上信子 ('96年4月～）

(5) ボランティア

●第 1期開始にあたって募集し、説明会を 2回実施 (15 0人中約80人が登録）

［望む経験］カウンセリング基礎知識、竜話相談、教育学~心理学専攻等
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［条 件］ ①毎週火曜日の勉強会に参加可

③心身とも健康な人 (20歳以上の男女）

R期間中に 3日間 (2泊3日）以上活勁できること

V第2期開始にあたって．東京の「ここる0)サポートミッション」からポランティア

（大阪YWCAを参考にした研條を受けた）を受人 (60人）これに 1期ボランテ

ィア継続者を加えて実施。

V第3期は従来のポランティアの中から継続登録した者で実施，

▽第 4 期~第 5 期は継続者に加えて、地元市民ポランティアを育成すべく「実戦的ポ

ランティア芙成講座」を実施し、祈しいポランティアの獲得に努めた a

(6)主な研修会

1/24 ポランティア向け勉強会・説明会（夜 約90人）

;/25 ボランデイア向け勉強会・説明会（昼 約60人）

2/8 こころのケアに関する関係者／団体ネットワークの会合 1約20人）

2/14 自治体職貝、数師のための講習会（約15人）

2/15 音少年団体関係者・育少年リーダーのための溝習会（約 1」.0人）

4/9 長期ボランティアのための研條 器師：小西、岡田、西濡

6/10~1i 一泊研修（於：神戸市いこいの家）

6/Zl~7/; アメリカの「災害時の子どものごころのケア」に学ぷ

NCC （日本キリスト教教会協議会）を通じてアメリカから 2人のファ

シリテーター（パーパラ・ウィーパー、ドリス・ウィリス）が来日。

計4回のワークショップを実施，

10~11月／ 2~3月

市民ポランティア奨成実践講座 ～地元のやる気を咲かせよう～

▼仮設住宅訪問ポランティアコース

溝師：前田圭子（柑戸mA).金香百合他

11/10~12/8 9t5回

•神戸市内の仮設住宅にかかわる新しいグループにつながる (1 0人余り）

2/17, 24 9t2回

・大阪市内の仮設住宅にかかわるポランティアを育成

▼チャイルドケアポランティアユース

共催：阪神涙路大震災被災こども支援の会

講節：岡田幸之、 石原順子（憬柑喩9大郎9足こども支9峠）．南降子(999ル大訳9』こども支9峠）

1~0/28~11/26 9t3回

・被災地域に住む背年たちが参加，ピタミン Iリーダー等につながった。

3/4, 11 9+2回

・芦屋市女性センターとの協力で実施

▼仮設住宅訪問ポランティア経験者研修

4/12 講師：加藤克（兵嵐県精神保促協会こころのケアセンクー）

※他団体への講師派遺（多数）
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（7) シンボジウム

(j)国際ポランティア・シンポジウム ('96年 3月 読完新聞社主催）

シンポジストとして金香百合参加．

②活勁報告会 (,95年 7月）

・東京（会場：東京YWCA／こころのサポートミッションのボランティア向けに）

・大阪（会場：大阪YWCA／ポランティア、関係者向けに）

R地域に生きるポランティア ー震災から学ぷ～ （＇96年3月2日）

請 師：神田裕司（神戸カトリック鷹取教会司祭）

シンポジスト：秋山佳子、岸岡孝昭、北山祥子．大同敬子

④心のケアワークショップ ('96年 3月23日）

シンポジウム「心のケアとポランティアj

共催：朝日新聞厚生文化事業団

講師：謀森和美、岡田幸之．西繹哲．益田悦子．哉香百合

（8) 配布パンフ

①こころのケア ～災害のあとに～ （大阪YWCA作成） 45, 000部

②災害を体験した子どもたち 一こころの理解とケ7-

（北海道教育大学人間科学教室／藤森和美•藤森立男作成） 1 0, 0 0 0部

＜協力／大日本インキ化学工業株式会社＞

(9)主な協力団体・支援団体・企業・個人（順不同）

日本キリスト教団吉渥西教会、東京医科歯科大学犯罪被害者相談室（山上皓．小西迎子、

岡田幸之．穴用宮美子）、西澤哲（日本社会享業大学）．西原由記子（自殺防」f~センター）

黒木賢ー（吉屋心療オフィス）．高橋哲（芦屋生活心理学研究所）．藻森立男・燐森和美

（北油沼薮育大学）、長谷／,,浩一（背山学院大学）、小森芽惧美．アメリカ・メソジスト

教会連合（ドリス・ウィリス、バーバラ・ウィーバー）、市）Il佳津代（泰正会理卓長］．

大分出会いの村里親協力会（安東静夫）、朝日新聞大阪厚生文化事業団、閲西テレビ音少

年育成事業団、毎日新聞大阪社会事業団、ユースサービス大阪、大日本インキ化学工業株

式会社、日本建設廂業醸貝労働組合協議会、建設広報協議会、建設産業労働組合同盟、 E[

本モトローラー、アメリカ商工会議所． ASTリサーチ・ジャパン、横河ヒューレット・

パッカード、松下竃器産業労働組合、 NCC（日本キリスト教協議会）、神戸YWCA、

神戸YWCA救援センター、関西いのちの電話、京都いのちの電話、神戸いのちの電話、

女性とライフサイクル研究所~心のサポート・ミッション、京都生協労組「被災地に口紅

をおくる会」、くるみ幼稚箇、兵庫県将神保健協会こころのケアセンター他

(<O)報遊

以下の番組、新聞~雑誌等で取上げられた

ニュースステーション（朝日）言発信基地 (NHK). おはよう朝日です（朝日）、

朝日新聞、毎日新閲読売新聞、産経新聞、東京新聞、週刊朝日、北海道新聞、ジ

ャパンタイムス、ボランティア元年（朝日ソノラマ）、世界（岩波書店）等
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2.ビタミン I（恥）プログラム（子どもの活勁）

く「ピタミン I」の名称の意味〉

ビタミンは体外からしか補給できない栄餐素．人と人とが関わる中で元気の栄養素を

補給し合うことと、 「私（ Iらい）」と「愛（あい）J両方の回復を願って名付けられた。

(1)プレプログラム

福池小学校子どもカーニパル (3/13 180人）

避難所内外に住む子どもたちに、遊びの場と感情を発散する機会を提供．心のケア

をサポートするためのプログラムが工夫された。

(2) リーダーの募集とトレーニング

子どもの心のケアに関わるための新たなポランティアを募集． 100人を超える応募

のうち、書類選考と面接選考会を経て12人を決定．

リーダー会（週1回）、研修会、仕事会を実施．

(3)こうベキッズ・ピタミン I（ら1ヽ）キャンプ

時： 5月3~5日

所 ：兵庫県立三室高原野外活動センター

共催 ：朝日新聞大阪厄生文化事業団

参加者総数： ll 0人

（被災地域に住む小学生70人）

組織：キャンプれ”'―

1aりうムティしりり一

た1!-1({ が•

〖農夏チー 1

キャン11)-f-

金香百合

早坂美恵子

西澤哲

岡田幸之

H戸YWCA・大蚤匹CMJ

1)-ダーと今訟9した1)-ダー 葛賃8ばり(-Aひとりoglヽt9＼リJitbたす

ー•一•-J)----- ．ー・ —·”ー・・・一ー・ :i.••.i:.·- -:- ・・:...・一..-... .. ..一・・・・... -・．．．如--・....ー ・・
--みば” ごうた．っ衣．f迄豆＿．．-一 魯 oeべ）・-o＂ .. --・・・・-・ 

＝仁神西声声謬二ぅた —• --------

ニ翌ミ這立—ーみんな.... 一

の

めてぬくむ）一
ぢやって屯 i 
：にならないフ
土咬

↑こ配品
.:_ 江・ーやる
止送ふュt
2 
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①プログラム 第1日目 オリエンテーリング、インド紺踊棟習

三室シアター｛アメリカンゲーム．インド舞踊、パペット

ショー（テーマ／地震）、テディペアのプレゼント｝

第 2日目 仮面づく＇）．嗚物づくり．うどんパンづくり

キャンプファイアー（地震おばけと神様をテーマに）

第3日目 グループタイム

②特に工夫したこと

•千どもの森槃に際して．第 1 段階では避難所を個9り訪問し、よ 1J 状況の蝦しい子

どもたちに参加してもらおうとした。しかし結果的は．避薙所からの参加者は 2

人にとどまった・

．とーリング・プログラムの開発に努め、専門家やスーパーパイザーの協力のもと

で．効果的なプログラムが実施された．

（例）インド鰈踊、デデイベ7.仮面づくり、うどんづく ＇J．など

・ポランティア希望者の多い社会的状況を考えて．ポランティアリーダーを公募し、

新たにトレーニングを実應して租緻づくりを行った。その結果、被災していた音

年9)ーダー白身の意しにもつながった。

・保護者のためのヒーリングを考え、説明会や思い出会では専門家からの「こころ

のケア」に閑するお話や相淡の時間を設けた。

R評価・検討

。ヒーリング・キャンプの名にふさわしい内容が迩i9でき、その結果．係護者の7

ンケートから読み取れるように、子どもの心の癒しに効果があった．

（例） 蕗ち若きが取り戻された

妹や弟にやさしくで送るようになった

家での台所の手伝いを積極的にするようになった

夜尿症がなおった

どもることが減った など

このキャンプの準傭段階から、被災地域の否年を巻き込んでいくことによって、

子ども（小学生）以外の人々の癒しにも効果があった。

・保護者会の企画でも、保護者の不安や悩みを専門家が聴（ことにより．安心を与

え、心の療しに効果があった．

もちろIs、キャンプ中の 3日閲が保護者のリフレッシュになったことはいうまで

もない。

・準備期間が短いにもかかわらず、リーダーを公募したことで主管者・単務局は大

変であったが、上記②の効果を考えると、そのことの労苦は報われた。

・公募リーダーが今後も継続して被災地域の子どもの活勁（月 1回1を実施してい

くことになり．キャンプの広がりは若実に実を紹んでいる，

• 1906年1月の阪神大震災 1周年の時まで、子どものための活動は続けていくこと

になった。月例会・一泊キャンプ・一周年メモりアル プログラムなど
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(4) こうペキッズ・ピタミン I座く夏キャンブ〉

・ちびっこ芸人を養成し、仮設住宅を訪問・公演活動するという構想のもとにピタミ

ンI座(11らざ）を旗あげした．

• I座のモットーは r元気、勇気、やる気、笑い、そしてまごころJ.

・目標は、子ども達がパフォーマンスの練習を通して元気を回復することと．公濱を

通して被災地の大人達に元気を回復してもらうこと．

時： 8月18~20日

キャンプ地：くるみ幼稚園（西宮市／園長・大阪Y会員所佳子）

公演地：王子南仮設住宅（神戸市中央区）

参加者：キャンプ32人（子ども l7人）、公演約110人

(5) こうペキッズ・ピタミン I座く秋冬キャンプ〉

夏と同様の目標をもって、新し<I座を結成．

①練習 10/29, 11/ ll, 11/23, 12/9, 1/13(＜粒輯I)、1/14(11戸YWCA)

②クリスマス公演

12/23 神戸平安教会

（神戸市瀾区） 11 6人

③地震 1周年追悼公演

「じしんがきても、春くるもんJ

1 /15 神戸YWCA

1 1 0人

• 特別出濱／南京玉すだれ（馬場たかし）

12/24 御旅仮設住宅

（神戸市兵庫区） 64人

12/25 くるみ幼稚園

（西宮市） 65人

•夏よりも長期にわたったのでリーダーの準傭は大変であった。しかし、子どもたち

の成長や心の療しという点では目をみはる効果があった。加えて、リーダー自身

（被災体験をもっている人も多い）の癒しと成長がはかられた。

・報道関係取材／日経新聞.NHK週間こどもニュース、 NHK衛星放送｀ CATV

(6)子どもの活動への助成団体

朝日新聞大阪厚生文化事業団、毎日新聞大阪社会事業団、 NCC教育部（日本キリ

スト教協議会）
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3. こどものためのためのプログラム

(1) こうベキッズ・ピタミン 1プログラム

期 El ＇ プログラム名 湯 所 参加数

3月13日 子どもカーニパル 福池小学校 l 8 0名

5月 3日～ 5日 ピタミン Iキャンプ ー室高原 1 1 0名

7月16日 好好水ギョウザ大作戦 神pYWCA 40名

8月18日～20El パフォーマンスキャンプ くるみ幼稚菌 1 2 0名

9月17日 叙卜•9わが切J..ギャガ雌 くるみ幼稚図 31名

10月 8日 tlJたい・が的•いもほり隊 t』Iピク石9tンク鳴 2 8名~-
11月26日 染色ワークショップ 大阪YWCA 29名

12月23日～25日 ビタミン I座 クリスマ詮覆 禅旅仮設住宅他 245名

1月15日 ビクミン I座雌1絆践頌 神戸YWCA 11 0名

3月1?E ビタミン 1座 '95注ゾーヤ籍 咽雌良巖蒻他祖削鮨媒 2a名

6月 9日 ピタミン Iプログラム ポート7 イう 3 ド喜 6 妍〗広息 予 定

7月14日 ビタミン Iプログフム 点—),71999善 6難誼崖 予 定

8月5日～ 9日 ピタミン lサマースクール 神戸YWCA 予 定

9月8日 ピタミン 1プログラム 点-卜7イうンド農6屈閉応贔 予 定

9月22日～23日 ピタミン Iキャンプ 予 定

毎月第2日曜日 ピタミン Iプログラム 点ート7イう}ド96仮屈広且 予 定

（2)わいわい神戸っ子（大阪YWCA千里センター育少年部活動として実施）

期 E! 月例会内容 湯 所 参加数

2月18日 もちつき他 くるみ幼稚國 150名

3月 5日 ひなまつり くるみ幼稚國 6 4 名名
4月 8日 花見 万博公園 48 

6月10日 手品に挑戦 くるみ幼稚菌 49名

7月 7E 七夕まつり 生田神社境内 3000名

8月26日 7ドベンチャ-・研・ブィー北ド7りHi子，り 六甲？イ→ルド？砂和う 51名

10月 1B わいわいウォークラリー 神戸・芦屋市一帯 6 0 名名
11月26B 秋のスポーツ大会 」グリンピア・＝-＊ 31 

：神戸子どもク TJ~マス 73名12月 9日 神戸YWCA

1月27日 たごあげ大会 兵崖県咋秀肩切'-他 59名

2月24El のどじまん大会 くるみ幼稚園 38名

4月随28日～29日 わいわいトリップ 淡路烏育年の家 9 6名

時実施 1 

"• 
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4~ 被害者相談室の開設

災害時の「心のケア」にかかわって発足した 9大阪YWCA こころのケア~ネットワ

ーク」の今回の働きが高く評価され、東京医科歯科大学曹被害者相談室の指導のもとに

大阪YWCAに恒常的な 9被害者相淡室」（電話相談）を開設することになり、そのため

の研脩と準備が始まった、

開設に向けて顧問の先生方への依頼~大阪府警への挨拶とポスター・パンフレットの

配布依較、電話相談やカウンセリングの経験者を対象にポランティアを苺集し、 5回の

研修を行なった。 25人の認定者を筈、総勢 31人が"1日2人体制で月曜から金曜の

i 0時から 16時まで竜話相談を受けることとなった．犯罪災害、亭故に還った被害者

のための心の相談室として用いられるようにと願う。

4月13日、 「被害からの回後」と開しての開設記念講演の中で、小西先生は一人ひ

とりの被害を大事にして、本当に言いたいことが言える安心できる揚の提供の意蕊と、

答がないとごろで聴いていくボランティア側のメンタルヘルスの大切さを話された口顕

問の先生方の継続研修とスーパーバイズを受け合う仲間づくりを心がけたいと思う。

5．全体をふリかえって

金香百合

災害時の「心のケア」が今9まど取りざたされることになるとは予想もせず，焦我夢中

で活動してきたこの 1年紙面に紹介しきれないほどたくさんの、実にたくさんの人々

の実跛と協力と支援があってごこまできた。感謝の思いと、なお祭いている被災地域で

の復1日復興への戟いを胸に刻んで、思いを新たにしたいと思う。

令l目の活勁にみられる大きな特徴をポランティア活勁の視点に絞って挙げてみる。

(1)常にポランティアを葉成しながらの取り組み

募集とともに必ず研修を継続実施して常にポランティアの質の向上をはかったこと

ばポランティア団体の老舗として大阪YWCAが誇れることである，

（9)意識の尚いポランティアが焦まった。

（3)ポランティアをサポートするのに最もふさわしい寄門家が多数得られた。また、非

常に労力を注いで関わってくださり、実に恵まれていた。

(4)活動の発足時に数名の既存の大阪YWCAの若いポランティアの有能かつ桔力的な

働きがあったからこそこの活勁は生まむ継続した。

(5)災客発生時に大阪YWCAはすで1,、9ヽ ード（建物、電話、 FAXなど）とソフト

（スタソフ下ポランティア會ノウハウ）の両面をもっていたので他団体に先駆けて

活動を起こすことができ、継続することができた。
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スーパーパイザーおよびコーデイネーター

-ころのケア・ネットワーク

—ー大阪YWCAの皆様との出会いの日々

東京医科歯科大学難冶疾患研究所教授

犯罪被害者相談室代表山上皓

人生に19色々な出会いがありますが、大阪YWCAの皆様との l年間を振り返ってみま

すと、組織にもまた幸せな出会いがあるのだとつくずく思います。大震災の混乱のさなか

でめぐり会った二つの組織が、手を携えてこの春「大阪被害者相談室j を開設するまでに

至リました。この 1年間の逍のりを今思うと感慨もひとしおです。

震災の匝後、私たちは多くの人々と同様の撫力感にとらわれました． 4年間の犯罪被害

者相談室の活動で培った心のケアについての知識と経験があるとはいっても、現地は混乱

を極めている上、遠隔の地でもあります。私たちの小さな組織だけでは責任ある援助活動

は出来ないので、援助に関わる資格は、需いのだと自らに言い聞かせておりました．

治療的な援助とは、本来、愛任を伴うものです。援助者として自ら罠わろうとする者99,

自ら開始する治療的援助が一応の終結を迎えるまで、必要に応じて、援助活勒の一貰性、

継続性を保証出来るような体制を整える責任が当然あると、私は思います．

大阪YWCAが「ごごろ，サパイパル・ネットワーク」を立ち上げるということを私1こ

最初に知らせてくれたのは、神戸市須磨区在住の桑原和子さん（教室の元秘帯Jです。震

災直後の重話で無事であったごとを知ってから．桑原さんには．その後私がNOVA（全

米被害者援助機構JからCRT(Jaイ以 ’J1点以 t-A)派遣への協力を求められたときに、

現地の状況などについて助言をいただいておりましたが、その中で、新聞に載った記事の

ことを知らせてくれたのです．

初めてこの知らせを聞いたとき，私は、その活動の主体が「大阪」の「ポランデイア組

織」であるということに、強く心を引かれました．私は以前から日本の社会もポランティ

ア活動をもっと大切］にしなければならないと思っておりましたが、欧米諸国での被害者授

助活動におけるポランティアの活躍ぷりを見てから、その思いを一層強くしておりました．

いつかは、ボランティアの方々と一緒に被害者援助活動をしたいと強く願っておりました

が．一方で、もし実現するとしても、日本の現状を思えばそれはまだまだ先のこととも思

っておりました．それだけにこの知らせを聞いたときには．一条の希望の灯を見る思い

がいたしました．

じきにケり一・レモン・キシさんから詳しい資料が小西さんのところに送られてきまし

迄拝見して、大阪YWCAの優れた企画・組織力が類われ、ごの方達と一緒なら、私た

ちも一定の役割を責任をもって巣たせるかも知れないと思いました．，」ヽ西さんも同じ気持

ちでしたので、 NOVAの件で神戸に赴く際に大阪YWCAを訪ねてもらうことにしたの

です．突然の訪問9ま、大阪YWCAの方々を驚かせ．また警戒もさせたようですが．幸い

なことに、私たちはじきに相互信頼の関係を築いて行くことが出来ました。

「こころのケア・ネットワーク！の皆様に初めてお会いできた日のことは、今も鮮明に

私の記憶に残っております．初めての神戸訪問の帰途．私は大阪YWCAに立ち寄り、タ
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刻、ポランティアの方々の研修の湯面に立ち会いましな大勁のポランティアの方々が手

を携えて真剣1こ学びあう熱気の中で，私の胸には，深い感動とともに，ふっと「ポランテ

ィア元年」という言葉が浮かんで来ました口そのときの情素がその感勁とともに、今もと

きおり，まるで昨日のことにように腸に浮かびます。

あれから 1年、 「こころのケア・ネットワーク」の地道で渚実な活動ぷりをお知らせい

ただくたびに、皆様にお会いできて良かったと息います。私自身直接この活勒に関わるご

とはあまり出来ませんでしたが、相談室のスタッフが協力を求められたときには可能な限

りそれに応えられるよう、教室の体制を整えてまいりました。大変な 1年でしたが、辻さ

ん，鹿野さん，金さん、そして大阪YWCAに槃われる皆様にお会いするたびに、こころ

洗われる思いで，新たな勇気を与えられてきました。

「こころのケア」の活動の中で、犯罪被害者相談室のスタッフはアドパイザーとしての

役割を務めることが多かったのですが、私たち自身も皆様との●わりの中で、とても多く

の負垂なことを学1ませていただきましたa それを大切にし、私たちはこれから、東京でも

ポランティアの方々と一緒に被客者援助活動を行える体制を整えようとしております U

この 1年間で、組織としての犯罪被害者相談室も大きく成長し、 4月には研究室内に

「被害行勁学(t；ム）研究部門、指導教官，小西聖子助教授」が新殺されました。同時に誕

生した「大阪被害者相談室」とともに、健やかに育ってほしいと願っております。

1年間を思いかえしてみますと、震災の直後より、私たちは活勲の中で本当に多くの方

々の善意に出会い、励まされ、支えられてまいりました。私たちがここまで来られたのも、

省様のご文援のおかげだと~あらためて思います。慌ただしさの中で、御礼申し上げ今機

会を失したことも多々あったように思います。最後になリましたが、ここに、これまでお

世話になった皆様に、あらためて、心より深く感謝申し上げます。
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東京医科歯科大学難治疾患研究所助教授

被害行動学研究部門 小西聖子

日に日に濃くなる街路樹の緑、つつじの赤．忙しい都会の生活をしていても、この季節

になると、毎年何回かは身近な風景のみずみずしさに、感情を動かされるごとがある。 91

れど去年の記憶には桜も新緑も出てこない。それを感じる余裕を私は持っていなかった．

いや、ちょうど去年の今ごろ、被害者カウンセリングの講習をしに行った神戸のK女学院

の、人の気99のない少し環れた庭に、色とりどりに春の花が咲いていた光景だけが思い出

されな静かで自然で、その時の私の心とはあまりにも対照的な光景だったロ

私 9ことって昨年の 1 月 24 日以来の「心のケア~ネットワーク」での活動は、自分自身

にも大きな影響をもたらした。災害時のサポートの方法、ポランティアの力、コーディネ

ートの蛍要性、メディアの影響力、専門家という枠の限界と、またその効用、多くのごと

を考え学んだと思う。そしてサポートに関する知識も飛躍的に増えたが、疑問もまた同し

くらい増えた。

そして何よりも「心のケア・ネットワーク」に関わった多くの人と出会ったごとは何に

もかえがたい価値ある体験だった．

私は大阪YWCAが好きだ．そこに集まる女性（少ないながらも男性も）のエネルギー

や自由さや優しさに触れるのぱ震災後の厳しい状況の中でも私の喜びだった。深刻な状

況にある披災者の援助セするの 9し~喜びなんてと言われるかもしれないが、むしろそのよ

うな感情が失われた、使命感だけに支えられるポランティア活動は長続きしないと思う。

ポランティアによるメンタルな被害者援助活動は~餓初はなばなしく宣伝され、続いて

批判ざれ、今ようやく等身大の評価がなされつつある、と思う。このような活勤の有効性

をきちんと評衝しておくことが、私たち活動に開わった専門家の藻務であると思う．私の

総括に変えて、避難所訪問活動の内容についての分析を行った論文を載せていただくこと

にする。まだ分析途中で不十分なところもあるがお許し願いたい。正直言って震災以来の

仕事の押し寄せ方は尋常でなく、すぺきごともできないでいる状況である J

最後に 「心のケア~ネットワーク J から生まれた赤ん坊言大阪被害者相談室について

ちょっと紹介したい。この4月にポランティアによる被害者の電話相談がスタートした」

震災だけではなく、さまざまな被害について援助を行う相談室である。三木善彦先生とい

うすばらしいスーパーバイザーを得て、相談室の力もだんだんあがってくるだろがただ

し、東京で被害者相談を始めた経験から言っても、活勤が軌道9こ乗るまでにはかなり時間

がかかる。あせらず気長9こ下可愛がっていただければと思う．
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はじめに

阪神大畏災において「心のケア・ネットワーク」 （大版YWCA主催）は非苺門家ポラ／ティアによる粁神

保淀分安におけるさまざまな対象、方法を投定した披災者援助活勁を行ってきた 91) （2) ［3）。若者ら

もこの活勤に●加し、ボランティアの釈蒻スーパーパイズ、活勁迎宝にたずさわってきた。

活吏の特色は次の二つの点にあな一つは、災宅後の心理的な分野における指幼活動であるということであ

り、今一つは専門家でないポランティアを中心とした活動であるということであるc

わが国の災客史上、阪押大震災l9と大きな規撲でのポランティア活動がおこなわれたことはなかった，また

粒神保淀に関する翌助活歎についても、わずかに藤●らの貴●な取り距み (4｝が見られる程度でその歴史は

洩い C いずれにおいても、このような授助活動はわが国にとっては新しい試みであり、それ故にその評価も定

まっていないといえようc

心のケア~ネットワータのボランティア活勁は避難所訪問を主起こ蛉められ、当初は地簾 9こよる喪失や心理

的外傷9こ焦点を合わせたものであった。 しかし避煕所のニーズの変化に基づき 1月宋から始めた危機介入の

方式は4月初旬から変更された，すなわち震災宦後には有効だった一回限りの，'ラウマヘの対処を中心とした

危摂介入が困皇こなってきたことが、ポランティアの報告から明らかになったからである C 第二期には活歎対

象9土数力所の避難所に限定し、週一回の定期的訪問を行うようになった。

それでけこのよう，，ニーズの変化沿いへ起きたのだろうか． 「心 99 ケア・ネ••トウーク」 0j うな非寧門念

のポランティア活勤においてはどのような閤題を取り上げることができたのだろうか。それは客観的にとらえ

ることが可能だろうか。本論では避難所訪問活動記録に蒼づきこれらの問題について分祈を秤いたい。阪神大

摂災におけるボランティアの詑録を分析することで、今後の捩災者翌助の実践的な指針を得たいと思う。

闊東大震災9こおける援助活動

わが国における災害援助の民間団体の救穫活動99、古くは関東大震災時にも記録されている 95) c 各県よ

り裟捐金が送られ、日本赤十字社は地震当日より天幕を張って牧護所をもうけている。●國婦人會9ま,~部内

に苓務所を置いて活駆を閣始し、先づ九段郵便局の避難所として箋供せる事務室以外を●放して一般罹災者を

収容し、更に精藍女学校.牛ガ淵公的・佛匡大使館跡に避甦せる約二千名の罹災者に到して本部と東京支部と

炉協力して炊出を行ひ、尚ほ罹災者中の小兒．掃｝、・老人を救潰する為に、結ネル●衣用の材料を臆入し｀本

部内の漁｝、殿業紹介所及賞践女學校の職艮・生街こ裁縫を●●した。 IS/」また、災客後の精神障●（こつい

ても、警視庁大正大震火災誌（6} には、直後は興●爽快となる精神病者多く、災答後日がたつにつれ沈うつ

となる型が増加すると述ぺられて為り、また公費入院患者534名のうちその他5；精神病が36名を数え「その19i糀
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神病と言える項目を設けしが●火災に餃る精神市にして未だ特殊の1月名なく• ・恐怖性精神病、限勤性拷神病、

症弊性桔神病など氾載セルモ99如キは・ ・平時入院スルニト距めて稀ナルモ9ナリ．と、 PTSDないし●

速症状と思われる詑載も存在する。

しかし、これらの大災害の後の知見は、我が図の桔神医学0中に位沿づ9られることなく●過されてきたc

災害時のボランティアによる投助活勁も研究の対象となることはまれであったc この意味で我々は「経験のな

いJ事態に突然放り出されたのであるc

本研究の視点

従天災客時における援助は衣食生の確保、伝染病のコE防など、物質面について行われてきた。 しかし、近年

の精神医学的深査は災害後に柑や臨客の発生が瓦率となることを示していか Raphae】ら")は、自然災客に

おける精神医学的な研究は以下のような問●点を含むとしているc

1~ その災害はどのような次元を持つものか。

2・ 災客の諸次元はどの程裳ストンスフルであると知覚されたか。

3~ 災客の間の行動。

4~ 災室宦後にはどんな反応がおこるかc

5・ どんな変数が災菩後の有病率に影響を与えるか。

ら 災客後0疾病はどの上うに予防され治療されるか，

7~ 災害以勅の精神科の病歴はポストトラウマの有病率1こどのように影響を及ぽすか。

8~ 器からのどのような援助を被客者は求めているのかc

今回、主に8について我々は検討することになるC ポランティアの記録は、そのまま被災者における庶●

を反映するわけではない口①ポランテ9アが対象とした被災者、②ポランティアに被災者が話したテーマ、③

ポランテ9Tが詑録すべきだと感じた内容ばそれぞれ、①技災者全体、②被災者の抱えるすべての問鹿、③

被災者のすべての亮話に対し、パイアスを持って達択されている。ここで取り上げるのは、 「こころのケア~

ネットワーク」ポランティアは、どのよ）な被災者と会い、どのような内容1こついて間くことが可能であった

か、何を問題点として感じたか、ということである。

心のケア・ネットワークの選難所訪問活動

本踪の分析の対象となる「心のケア・ネットワータ」の活動について簡単に述べる。

平成7年1F1 9日に起こった阪神大震災の後、 1月22ヨに大阪YWCAからなされたポランティア活動

「心のケT・ネットワーク」の呼びかけに応じて、'-般の被災者を対象とした心理的援助を中心とする援助活
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動を行ったc

））活勤目的

被災地におけるポランティアの特性を生かした危機介入及び、メンタル・ヘルスに関速する援助を行う。

21活勤方法

多岐（こわたる活動のうちここでは避難所訪閑活動について述べる．

0被災名（こ可能な範囲内での危様介入を行う C またサポーティプ（こ話を問くことにより、被災によるストレ

ス反応の経祓をはかる。必要な品合は適切な他擬関を紹介する。

〇按災者（こメ／クルヘルスその他のサービスに関する情報を援供する，

3)活動内容（一部他のグ凡9ープとの共倍等を含む）

活動の内容｀祖庶携成等（こより筆者らは活動を三期に分けている。

第一閉()月 25日から 4月2ピまで） 芦歴西数会（芦屋市西山町9-）9）を基地として、 2、3人のク凡9--
プに分かれ、徒歩、自転車で避難所を回り、被災者の方に声をかけ、話をきく。一回の参加は二泊三日とする

が｀絵り返しは可能である，活勁終了後、ポランティアのメンタルヘルスを考慮して，参加者のグループセッ

ションを毎月行った。また還9こ一回大阪でミーティング、 トレーニングを行い、随時必要に応じて葉干トレー

ニングの機会を持った。第一期はボランティアの携成によって前後半二翔に分かれる。前半期 (1月25日か

ら3月9Eまで））こはポランティア登録者95名、筏半期 (3月8Eから 4月2日まで）の梵母者80名であ

るc

第二党 (4月I3日から 6月末） 当活動に対し要望のあった革日可数力所を、メンバーを決めて少人数で

定期的（遇一回）に訪問した。交通の復活（こ伴い現地での集合触散で活●を行った。

第三期 (9月以降I '、 8月は活動を休止し、仮殻住宅へのサポート活動の親査期間とした。 8月2O S 

の避難所閉●にともない、活動の対象を仮骰住宅とし、定期、定点への訪問をおこなっている，また 11児か

らは神戸においてポランティアの寡●と研●をおこない、新たに活動を開始している，

対象，

上記三期のうち本除の対象となるのは第一期である，第一期避惹所訪問活勤の氾録 総36 6 3件0内、ラ

ンダムサンプリングを行った 10 24仁を評価の対象と丁る，

この記録は，按災者と接●したポランティアによって、防閉当日、芦屋西教会において、所定の様式に従っ

て記録されたものである，表lにその項月を示す，

また中心となる祀録は自由記述であり、在録の長さは一件あたり平均 10 0 3字 (4文字ー 51 9字）で
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ある。

方法・

1 0 2 4件の記録を 3人の評価者がランダムに 3分の Iずつ分桂し、 39項目について内容を箆筏を許して

レイチィ／グした。記録評定の順序もランゲムとし、時期場所が特定されることによる評定の歪みを回避し

迄評価者は精神科医 2名｀臨床心理1名であり、いずれも、桔神保健の臨床経●を持ち「心のケア曹ネット

ワーク」の活岱こ幸加し、 トレーニ/グ｀スーパーバイズを行い~寂災者に面接した経験を持っている。

結果・

I)項巨の選択について

記醗は遼毎~に変動している。各遼間の比較を行うために、

栢対頻度＝レイティングされた各項目数／その週の稔記録数

とし、 39項目のうち第9'］0●のいずれかの一週問において、頻度°・ 1以上を記俸した 1B項目を選び出し

に表2はその項目を示している。すなわち、ある適において少なくとも被災者の記録の19lがこれらの項巨

を含んでいることになな

a)性別、年齢

1 0 24件のうち、被災者の性別が記録されているものが9e g 件~女心が 6 6 4件 男性が 30 5伸であっ

紀年齢●は7←79協を最多としてかI2歳から90歳以上までの記母があるc

3}活馳記録の経過

活勤の最初である 1月22日からの各週毎に詑録された被災者の数はグラフ 1の通りである。 2月 26日ー 3

月4日の期閉はボランティアの交代期間に当たっており、前後の遵に比べて投入ポランディア数は少なくなっ

ている C

9)記録の内容

A)祀録された項目の頻度

全期問を通じて詑録された項目の集計はグラフ 2のようである。 「今後の住届の閲●9 「家屋の喪失」とい

う住居の閉睦が最も多くを占めている。糀いて「税在の状況9こ対処できている」という項目、 「地整体験の

内容」すなわち地震の時（こどういう体験をしたかを99す項目が多く｀ついで不安、怒りの感性、瞑耀膝痛

などの身体症状、不眠疲労、避難所における家族以外の人との人間関係の問題があげられていふ

R)項目の分類

分荻は以下の方法で行った。その結果、 1 8項目が3グループに分烹さ孔たc 詑録数の少ない4、99-（2人）

-22 -



は分析から除いた。

考•

（1) ピータの垢所：多くの項目は最初の第 1遠において丑瓦緑度を祀録している。第"囮こ●度のピ

ークがある項目は18項目のうち 16項目であったc

位）全体的な堵減傾向＄り半5速と後半5速に分け＼それぞれの領度の平均を比較した。第 1週ピー

クを持つ項巨は前半の平均個が高いが｀このうち前半が後半の平均の 2倍以上であるかないかに

よって分類した。

(i)、 （2）により 18項目は表3 0ABCD4群のいずれかに分迂される.D群に分森される項

目はなかったログラフ 3はA群（坦繋体験への感情、家族の死、知人の死、絶望拒否、 PTSRの症

状、恐怖）グラフ 4はB群のうち最高値がり 15以上0項目（怒り、地震体験の内容、不安、家屋の

火災、全芸、キ壊、法的社会的閑窟）、グラ75は最高値が 0 9 -0 1 5の項目（避難所、社会に

おける人間梵係の問題経済的問題心身症的な身体症状、不眠疲労）、グラ76はC群（対処できて

いる、今後の住居の問題）の項目を示す，

貸だの特徴

本研究が対象とした姿料は被災抒から直接得たものではなく、避難所でポランティアが披災者に接触し、その

荏録を分析したものである、訪閉活動は援助のみを目的として行われてきた。したがつて避菜所における被災

者の問題をこの記録がそのままあらわしているわけではないことは先にも述べたc

ただし、遊藍所において多く行われたメンタルヘルスに関する質問矩による開査（こもさまざまなバイアヌがあ

るのであり、質問紙籾査のすぺての対象が正しく避難所の被災者の葉団を代表しその心理のすべてを捉えて

いるかすではないと~のような顎査にせよ、そ九が明らかにできるのは遵筵所被災者の限られた惰報にすぎず、

むしろその限界と視点を明確にすることこそ必要である。

その窓味では本研究の深料は実践活勤の記録として独自性をもち、静的に被災者の精拝保偉的問題を捉えるの

でなく、実践｝こつながる援助の分析として低値あるものと考えるe

甜象扱炭者の年齢について

ダラフ 9に示されるように年齢は 10段階に分かれているが全記録の 10分の 1を起える段階i90-I2歳とso-

59、60-68、70-79歳の4段殴である。記録の対象となったのは低年齢の子供と高齢者が多いということになるc

この理由としては第一に活鮎が昼間に行われたため、生校ないし直呑に行く人は避難所におらず、学齢前の子

供と主婦と年寄りが残っていることがあげられる，これらの対象となったグループはいずれもトラウマに弱い

とされている (ii群であることは輿味深い。

-23 -



Terr (8）は子どもが衝撃を受けたときの反応9てついて述べているが、子どもに対するこれらの記録の約 3

分のーがポストトラウマの反応を含む、喪失や地震9こ●する感情を述ぺている。学齢前の子供との接触は多く

は一緒iこ遊ぶという形で行われており、｛中間との殺蝕や遊び塩、遊具に欠ける子どもたちのニーズを満たすも

のとなっている，

オ本人を残して家族以外の人は片づけに出ているC 一人で遊んでいる，友逹9こ会いたい，外で遊びたい＝ずい

ぷん怖かった，今でもガラガラ音がするたびに怖い，怖い夢をよく見る， （lI28 9歳女）」

高飴者には一人●らしないし面齢夫婦だけの荘らしであることを訴えたものも多い。また生活に必要な情毅

を発信，受信すること、サーピス資源を利用することが不1号手なために起こってくる問担も多い，

「夫がねたきりで、迄しつこをとる，しびんがなくて困つている，早くほしいc 洗面器てやっているがとて

も大変，すぐほしい， 灯立さながら訴える） 92/8 60代女性） J 

「交互に入退院を繰り返す老失姐二人暮し、家は全苺，老後は食ぺることが唯一の楽しみだったc 『しんど

い』のくりかえし。昼の配給が始まるが「こんなもん食ぺれん」といって買ってきた胆，し身やおにぎりを食ペ

ていか多々ぐちをきいていると， 『こんなこといってもしかたない』と話す。 (3/2 9 80代夫拾）」

これらの高齢者は喪失感や孤立感をボランチィアに対して訴えることが多く、ポランティアの来9料を心待ち

にする）、もある，高齢者の観独は災客0後にだけあるわけではなく、日常的な地域精神保隧の諜庭の一つであ

るが，避筵所という特殊な環境において、この問珪が表面化し、弦躙されたと考えられる。これは現在の仮訳

生宅にも縮絞して存在する問陛である。

R叩hae119）は老齢層に関しては，災●後の貶好な立ち直じを示唆する研究も布るが，問題点を指摘した研

究の方が多いとしており、老齢層は身内からの援助も含めて大切な援助の利用度が低いと指摘している。本結

染における高齢者の占める高い比率は、サーどス姿源の情●を積極的に収集し、サーピス賓源を利用する事0

不待手な孤立した高齢者9ことっては訪問活動のような積極的なアウトリーチが効呆的であることを示している，

三群

三群の項目の内容は、比較的明確に分かれている，

A群に属する項目はいずれも地震の体●というトラウマティックなス9・レスに対する反応を示している，恐

性、喪失、絶望、拒否「硬い衷情でとりつくしまがないJ トラウマ後の反応である記憮の脱失「地煩後2、3

日の記憶がない」などがあげられる。これらの項目は 1月 28日まで、すなわち地震後約二週問までにピーク

を記録し以後急激に減少し、低値となる，

B群に属する項目は、やはり最初が置1,となるが、以後A群よりゆるやかに減少はするものの増減を粒り遼

しながら後半期にはほぼ横這いで第 10週まで、すなわち 4月1日まで保たれている，グラフ 3にお9うる項目
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は変化が激しいが、この変化は標本数が少ないため意味を存たないと思われる。

C999i 9対処できている」と「今後の住居の問翫であり、 「対処できている」,,,,月 28 Eまでには頻度が

0であるものが、 2月半ば9こは急速に増加している。 「今後の住居」は i月末から高頻度で話陛にされており、

3月には更に高まる傾向にある，

以上のように地震そのものの打繋についての感情、喪失の表現などは地震後2速までがピークとなりその後は

少なくなな地域住民へのトラウマヘの対処を目的として掲げるならばこのあたりまでに介入は開始された方

がよい，

自然現象としての地震が社会的な大災害として成立する過程のなかでのストレス反応は慨ねB群に示されてい

る。これらの項目は災客のより社会的な側面を示すも0である C 長引く避難所の生活上のストレ9を示すto

もある。避●所における人問●保9こついての記録の詳しい内容については小西 910）に具体的に述べたよう

に、差し迫る住宅の問超を核として不安、気兼ねと不浪が共存する状鰤である，室蒟 911）によれば災害に

よる避甦生活の時期は危険回避期、混乱期、応急対応期、彼9日期、復興期と、大きく 5つの時期に区分される，

避●所にお9する生活はこのうちの混乱期を中心とした時期に当たり、これまでの多く 0自然災客において被災

直後から2、30日、目安はほ99一ヶ月と見ることができるというe 三原山噴火において経験された一ヶ月の避惹

所生活は例外的に長いものとされ、避雄者に疲れが見られると斡告されてきた 912）。最大時31万人超、

9カ月に及ふ（平成9年 8月20日避難所は閉●された。しかし実際には旧避難所にはエ成8年 1月現在でも 8

0 0人を超える人たちが生浩している）阪神大震災の避韮所生活はその翔閲、規模において如代99こ例外的な大

きさであったかが分かる。 追難所における生活上のス）しスが3月以降の記録に＊きな9(I合を占めていること

は今回の震災におけるメンタルヘルスの問●の特徴であると思われる。

c群の「対処できている」はAB二群と対照的な変化を示していも対処の内容はさまざまであなもちろん

ボランチィアに対して「私99大丈夫です」という彼災者が何0心理的問題も持っていないということではない。

しかし、災脊直後には見ず知らずのポランティアにも被災者はトラウマティックな出来事や感恰について記っ

ているわけであり、少なくとも 3週を過ぎるとかなりの人たちは跨らなくても対処することができる程度にな

るとはいえよかむしる問蕗は「住むこと」であり、避難所に生活しているという状況からば生活上のスト

レスヘの反応、今後の住居；こ対すろ不安が強く現れるのは当然のことであるe

アク"-チの宋ランティア活動は有炒か。

r心のケア・ネットワーク」の精神的援助のためのポランティア活●は避難所訪問9ご中心をおくアウトリー

チであるが、米●全米被害者援助機椿NOVAにおける災害援助ポランティア活歎「クライシス・リスポンス・

チーム」のマニュアル 913）から多くを参考9こしてきた，
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このような活動に兌して初期から「再門家の領域へ素人が踏み込む危険性」 「一回限りの危槻介入の焦カ

さ」等が指摘されてきた，前者について、ここでくわ,く議論する余裕はないが、このようなボランティア活

．の意図するところは治療ではなく、予防と適切な愕報〇紹介であり、 C却lac(1 4）のいう一次予防および

二次予防の一部、すなわもpreventionおよびintervcntionの一部に相当することを強顎しておきたい。

また今回、当初多くの「志門家」が被災のトラウマに院する適切な知裁を欠いていたこと専門家の数は対

象となる捜災者の数に対して常に不足すること、臨床の専門家にとっても、岐災者と直接接することだけが援

耽ではないことも指摘しておきたい口我々 0ホラ 活動内部には専門家の存在

が必要であったaオーガナイザー、 トレーナー、あるいはデプリ-,ァー (.S)といったそれぞraの仕苓を

行う写肥家があってはじめて長期の活動は成り立っていくのである。そのような●門家の数は「心のケア・ネ

ッf9-9」においても不足していたと筆者は考えている。

Quarantel]9 11 6）は、災害のメンタルヘルスヘの影誓に関する研究には、影響は広鯰で深刻であるとする

ものと、一時的には広範な影誓があるが長期的には問●がなく積極的な影雫もあるとする二派に別れていると

いう，彼は多くの研究を比較して、災客の性質の差、対象の定義0違い、サンプリン99涸●、方法論の達い、

仁苓を見つけたがる亭Pり家、歪療モデルに準拠するか、社会問題のモデルに準拠するかの違いなどによると詰

じていなこれはどちらが正しいという問題ではないC メンタルヘルスサーピスr洪‘ら.として活勁していた者

が社会問題としてのアプローチを行うこともあると彼は指摘しているが、 9 ，迅のケア・ネットワータ•におい

てもまったく同楳の変化が、避筵所訪問という限定された槻会のなかでおこっていると考えられる，当初から

●者らは社会的援助も含めた毎助活歎ー「カウンセリングをしに行くのではなく役に立ちに行く」ことを且橙と

していたが、避難所生活の長期化、仮骰住宅への問煙の移行のなかで ；I；幸的丘助へ9叶甜とはますます明確にな

ってきた。ヽ月からの訪問形式の疫更仮設生宅における取り組みのあり方は、●者らの事態の変化への招識を

踏まえたものであったが、今回0分析はこのような選択が必然的であったことを哀付けていな

訪問に限らずどのようなアウトリーチがどのような対象を拾い出し、どのように影響を与えるかということに

ついてもわれわれはさらに1禽Fする必要があふ援助の実践に関してLiudy(1 7）のアウトリーチに関する研

究は示唆に宮むものである。メディア、地談社会との接触、特定グループとの按•｀直接の電話による呼びか,,

の4つの方法が試されている。

阪神大●災に関して当初行われたメンタルヘルスに戌する●論が、精神科医療と心理的援助、専門家による治

療と非専門的な援助活動の混同によって溌乱したことを考えても（3)、有効な援助を行うたがこば 「被災

者のメ 9タルヘ｝レスの向上を図る」といった晒味な目標を括げるだけでなく、少なくとも、危機介入の対象、

目的、方法を明確に定めることが必翌であろう e
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結玲

0ポランティアによる心理的被客者援助の対象は桔対的に忘齢者が多く．嵩齢孝をターゲットとした訪問によ

る介入は短期拒期；こわたって有効であると考えられた，

0避難所訪閉ポラ/ティアと被災者の問でに住居の問●迅住居の●失を軸に妊も頻度の高い話壼となってい

たい

0ボランティアによって兒録された話竪は3群に分類され、時閤経過と共に変化した。

0災客そのものに対する直接の心理的反応が災吾後二返贔1は話題として多く取り上げられ、記知されている。

その後この話題は急激に祓少する。惑愕では恐怖．絶望がこの型9沼変化をした。かわりに埋加するのは「自

分は対処できている」とする記録であった。住宅問題に●する不安ぱ袖続していた。

0避賠所の生活に基づくストレス、経済問題、などは災呑直後に最高を記録するが、その後もうlき続き問題と

なる。感情で 9士怒りがこの型の変化をした，

0災害時におけるメンタルヘルスの援耽活動については、災宅径の柑神保饂に閑する•一般的知諒を持つだけで

は十分でない，災客固有の特徴，祓災者の特徴を把●し．投助の目的、対象、方法を明渡にしながら有効性

についての議論を進める必要がある．

おわりに

災呑における被客者援助の研究の絃果は次に生かされてこそ意院がある。しかし kaphこelが述ぺているように．

自然災容9エそれぞれ固有の諸次元を持ち、心理的にも屍なった次元をもって被災宅の前に立ち現れる．阪神大

摸災におけるメンクルヘルスと危襟介入における問庭がモのまま次の災客に適用できるわけではないこれま

での日本における自然災客の記録からは、阪神大案災の特殊性もまた見えてくるのである。

ここでは今後の日本に担けるメンタルヘルスの領域での災客謡耽活動について詳しく検Fする余裕はないが、

筆者らは本誼における分析、その他のデークの分析を元にモデルを提出したいと考えている。
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到辞 混乱の中で、世酉な記鉄を残された「心のケア~ネ 9 トワーク J のポラ/チィアの方々、膨大な記録の熙

理に●わってくださった犯罪被害者相哉室穴田富芙子、金田ユリ子氏に忌酎します。また「心のケア・ネット

9ータ」への総力99について犯罪被沓者相談室に対し経済的な授耽を楼供していただいた日本逹段産●駈貝労働

紐合協議会、逹投産業労拗組合同盟、逹設産●広報協議会に恐謝いたします。
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表1ポランティアによって記紐された項目

記録を取った場所造仕9加
日付
午前午後
被災者の性別
被災者の推定年齢
被災者の健康状態
話の内容の自由記述

記録者名
9年齢の段蕗はじ訟13-18.19-29曹30盆以上l本10年即lみの段階とした。

表2項目とその内容

否死
可
火災、全壊、半壊

PTSRの症吠

9 8 

表3 項目の分類

経済的問題

法的問題

芦

前半半平干均1直＞二後倍
均値の

ご一ー週クにがあ第る A 

ピ一ー週クlこがな第い D* 

煎半半平1均直Iの●<函
平均 一倍

B 

C 

（記憶障客、離人惑侵入的思考な
I 

ホランティアと詰をしたくない
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ク•97 l 

週別記録人数
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グう74時間による変化(2)
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0.14 

,

3

5

 

っ玉繹 g:r9・とが；匹rl≪‘‘← 心砂¢•ヽ・ ・ し・ 9 ぷ••心 I麟蛉闊醤苔辟認疇
0.12 ~ヽ →三塁誓疇雲襲< -平---匹砥函癖氏ふ喝和

な知：雰吋1：：ヽご咋＇）な・，..,・>
..-ぶ：忍砂ふゞ ふ諷翌：
疇＄；頑鬱誓・・’'亨闘彎疇毒鬱忍’~．u
・ぶ女9、9.．． :;,, Kれ，

藍`箸噂羞
塁‘t・三；；；硲：疇二麟皐疇疇鴫認甚

: 9Jふ．． 
,., 
＾ マ• •べ疇`4』 .,·.•ct.-.,;c,↑ ・や. ..... .. .',"'·:-':'+?>"f~l!:.} ．ぷ,:

；叫•'祁、：•＇ヤ"’· •t:.• ：べ.・jr.下曹、 ．．姐；
屈i＜ •ゞ 、（..心・ぶ‘9 ．只、•:．沢；．．

．．：iぇゃ•••• • :.-‘=iぷ；嚢 9

謀••::，:：グ‘.：憂．` ・： .. !，． 
• r. ̀，ふ．．．笠品恥？―；¢.:． ． 
.．．、 ：．． ;；曇ン忠深墨齊疇疇和4翌姐炉唸

六 §̀’;t芯ぅ；：yrし元、at＼託心ii聾疇釘寧零讐
賢'- ご竺喜謡；，i． •9•巽冨尋’t"賛翫‘芦．叫霞·,熔

04 ̀ 口I．ャ．i二．． 賛疇麟
0.0... 

. ． 9•”翌5こ： 麟磁峰極極91譴競琴．．；，翠鈷

」ご汀 ― /鴫彎璽霞隠讐置璽言警喜I
10 

週

8
 
0~ ゜頻度

面

一

題問
状

労

的

症

疲

済

体

経

身

-



口
函

［翌〗→I
 

p
 e
!
 

澤
叫

甘
゜
．
 

゜0
3
 

攣
尋
彎
摩
.5
茫
窯
芍
年
9.-．氾
廷
泊＇芯・ベ
紹

造
-
泣
祐
匹
炉
・切
'
~.'.・;.、

1ふ
吋

疇
睾
疇

疇
；~＼嘉
給
尋
疇
疇
響
疇
認

s
 
麟
喜
窒聟翌`
疇
鴫
麟
：瓢
．`
,...

［
 忙・年；翠鼠·C．⇔汝•2号で5年．で如3

-·；；←l!-a
o
 

詣“
 
瞑
涵
麟
羞
姿
翠
蓋
黎
善
霰
瞑
齊
度
諮
翠
裟
妥
男
器
毯
提
病
I.
頸

足
賢麗翼

．3t；;•'；｀え會賣
遠疇

慶··：麟
疇

゜
託賛彎』且
］
囀
璽
言
彗璽
]
..,.゜

.
.
j
.
 s
,ぇ
::t
し
1

..．： ：，iヽ
i
1
 • • 

炉
K
ぶ
c河
咋
，
・ヽ
d

,.'~;;c ;'. 
i
、•
9
 

ふ．又：；
．疑
溶
碍
饂
．i.i：

爆
鬱

云
戸

4ふ
渥
翰
麟

；•
c
u
 

土
l"i.11〗令t·，~胃；會

三
□

一
U
)
 
’^
°
 
-

0
 

0
 

~
。
—
.

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

寝
述

-
36 -



忘涵5
~

ogV 

編叶e柚潔拒L4E.6 

•-.'’ 

•
•
 

•.• 
, •• 
，;．5.,9.̀.＇: ． ．  r.,．,•すえ、ヽ’●‘

,

5;＇/,9ヽ・＂＂社、．9，．、‘

.9,..，＂＂："'‘'，h¢? ．．． し
f:．辺，＂宕ぶ．．． 、名．i｀＞＇、附詞r ., •..•. 

‘,＇ ．．． 

・~

し・・

9,.,.1●*．9 •• 

..f.r
し・’•••• 

: •.• 
,t.it;` ． ．  ら＇音，ぎ＇
旦舌てi翌完．；．i．

9 ..
.

•. 

9 ‘  •. 

. , ．9 

999 •. 
＇  •1

, 

．．． ， ．,.;2.f •. 
，

．

人，i？•9..• 
”`亀．，‘．． ．．．．ゞ‘.g.，冗'f,.Jt.-~•べ．．．，．，．、‘．弄｀r ．．．． 9r̀‘↓ .•. 
，1ー・・・ヽ・ヽ{s•••. 
t.ei,＇59、9.. 

8.

， ． ．  ＂， ．．． ••.• 

-．， •. 
-．，ぶ炉星拭．

9.....“・、•. 
g．りや．豆芯．rぃ●ざ．．．． ， ． ．  ..• 

9Z[； ． ．  立＇z.ぷ痘・：い．名，1こえ図予翠，9；．”ふi.J.t‘:、＂

f’え・？了．＂丸恣だ”心’‘菜・i'竺宕，左忍翌五望母汀．． 

..."＼5r •.. 

＂  •• 

' 

,．， ． ．  

｀ i .•••.
• 
↑ード・・・・・・

・ ．．．．，5．ぢ'i •..•. 

gこ．a．．． g.{＂”ざぞ'.↑.＾r.4g.R'•E、 ,
9
呈・｝J．豆左：，． ．  “Trg •• 

•
5
,
 

． ．  

•
6
 

.. 

＇-.‘.I •
•
.

.•. 

<9-9t1‘．へな．9 .9.'...9 ヽ・9,99.-.

．．．， 

'̀  -t.iい，9i`
●

i".？かふ・‘4i認＂． ．  くと'r`5f窒‘

.. 、」、、苓姿．；．t＂＇レ9•..• 

、

.-

．． 

'）．
9. 

..t,

．， 9 

...

 ， .
•
 

•
•
•
.
 

5

、ヽ ••• 
•99 

•ヽ·,
,＇`ヽ ． ，  ,＇ 
． •• 
9'，．,． .^， .•••. 

',•V
 

. •••. 
• 
,., 

•.
•
•
•
•
 

t. 

．． ， 

會．，

． ．． ， ． 

．．

 

ぐ

r•••
•• 
9, ..

... . 

．．．．．．． •
•
 

'55 •
•
 

‘ , ．  ＂ 一．ご ， い． ．  』．． ＇  

.”．ベ

・・ ・

9 

... 

, ．-. ． ．  ＇  ． ． ．  ゞ”
.....9i●▲

・い

f3s..i.｝．．t.,.'

．．

 

_ ．．． 

.“.{ 

ーり
．．． 

． ， ．  

, 
.. 9,

． ‘. •• 
•
•
.
•
•
 

;:[.g‘,

；.；妥

・
~ぷ窮

5 •
.
 

f／口寄‘r1'， 9口．ロ・rぷ＂；9：字‘召〗 ．． ぶ．＂らtt •• 
iけ・へ．
3

．．冶亨・勺"・',.. g,、し臼~ふぇ緊磨．忍 2．ぶt．．究、t心，｀ー＂凡＇・・ロ "ft. 、 •9
.
.
.
.
.
.
.
.
 

↓....... ...., 

:＇・字
：；＼．＂‘.ぢ芯颯翠塁望喜5"ヵ奏汝弓ぃ翠菜ぇ‘‘

•• 
•• 
•‘. 

．．

 

， ．． ".~
 

.. 9.4 い．． i 
．．

 

なぺ．＂：．． 合",:... •• 

i •
.
•
 

.,．．．．．，
P 
.
..

 

c....9..ti.｀".t •
..•

 

” •
.•
 

r9

 .. 9

.

， •..• 

、•• 

1・‘、'i
•• 

, .•••• 

， ． ．． 

oov OS£ ooc og~ 

ベ

00~ OSl 0Ol OS ゜
人）6

68-08 

6L,OL 

6L1OL 

6C1oc 

69,09 

6SーOS

迩

6VIOt
編
叶

61:-0G 

6IO 

ggに

-
37 -



阪神・淡路大霰災におけるメンタルヘルス・ポランチィアについて

日本社会ギ業大学 西滓哲

I ~ポランティア全般について

今回の阪神・淡路大震災で活動したホランティアの歎について、正確な統計は存在しな

いものの、 l日約 6万人とも（ l)延ぺ100万人以上とも (2)言われている。これらのポ

ランティアは、その活勁王体の類別9こよって、また、その専門性によって分類される。

a 活動主体による分類

今回のポランティアは、各社会福祉協譲会やポランティア・センターなどの行政補完型

の団体や、四CAや 9訳ぷなどといった既存のポランティア団体を活劾主体としたものと、

新たに形成された（その多くは自然発生的に生まれたものである）団体とに大99される c
本稿のテーマとなるメンタルヘルスに関わる活勁を行ったポランティア団1本の多くは、新
たに形成されたものであったa

b・ 海門性による分類

ボランディアは、さらにその専門性によって再門ポランティアと非専門ポランティ了 9こ

大別される。

存門ポランティアとは、戦業などに閲連した自己の技術や存門性を捉供するポランティ

アであり、今回の需災では、医療、建築、福祉関係、臨床心理士、弁護士、税理士、救命

救急士、災害救助大の9lI練・上などの専門家がポランティアとして参加している。また、本
詮のテーマであるメンタルヘルスに胆わるポランティアとしては、精神科l尽梢神科呑護
琺貝、ソーシャルワーカー、臨床心理士なとが活動した c

これら専門家ボランティアは、病院や保健所、児堂相敢所などの公的な機関や避91所に
投入され、災者によってプレイク・ダウンした種々の機関を、 99完・強化することがその
活動〇中心となった。

非専門ボランティアとは、職業などの自己の専門性と基本的に偏関係な領域でポランテ

ィア活動に参加するものであり、今回参加したポランティアの大半がこのタイプのもので

あった。こうした非専I',1ポラン子ィアの大半は、被災者の生活点 9被災した住居、コミ

ュニティ、避難所、仮設住宅など）に投入され、甚本的には行政級織とは無関係に機能

した。その活動は、被災者のライフ・サポートを中心とし、被災者のコーピング・スキル

の補償を行った r

本蹄の考察の対象であるメンタルヘルス・ボランティアには、専門ポランティアと、上

述のいずれにのカテゴリーにも属さない、いわば「半専門ポランティア』とがあった。ポ

ランティアの活動領域の拡大にともない、現在、一般0ボランティア活動に関しても、単

なる菩意や情熱だけではなく、ある程度の教育や訓練を受け、紐織的な方針のもとに活動

することが必要Iことされてきている (3)。今回の歴災では、竜話相談ボランティアの経験
者や心理学、社会涸祉学などの関連領域の学生などによる、半●門ポランティアがメンタ

ルヘルスの領域で活勁したのである。

辱門ポランティアとしてのメンタルヘルス・ポランティアの活助は、前述のようにイノ

フラストラクチャーの補完・強化が中心であり、その輪郭はほぼ明らかであると言えるの

で、本治ではこの半恵~門ポランティアの活勁 9こついて、以下に若干の考察を試みることと

する，なお、専門ポランティアが抱える諜悶については、囚のAの活動報告⑲9などを参

照顧いたい。

江・ 「こころのケア』ポランティアについて

阪神大袋災地元 "so救援速絡会詰か実施したアンケート誤査｛いは、ポランティアが
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携わった援助の内容を口わい、 「物質l、 廿与報9に分け、その活勁内容の継時的変化

の分析を行っている。それによると、震災直後の緊念時には、物釜の搬送や仕分けなど、

被災者の俵低恨の生活ニーズを涜たすための 4祖資」関速のi舌動が、活動内容全1本の509

弱を占めていたが、時間とともにそのウエイトは次第9こ滅り、霰災祓 4週閻が経過した頃

には40ら～38ら程度にまで減少した。一方．話し相手や、高齢者や子どもの世話など、人

あるいいは心を対象としたサービスが全体に占める割合が、荏災直後には30S弱であった

ものが、 4週目には40も程度にまで増加している，このように、災害直後の緊急宰態にお

ける物質的援助から、ポラノティア活動のニーズも次第に、被災者の心のケアや、高齢者

や隅害者のケア、仮設住宅入居者への支援などに移っていったことがわかる。

こうしたニーズの変化に応じて、 9こころのケアjという名称で、メンタルヘルスに関
するポランディアの活動が展開された。こうしたタイプのポランティ了活動は、わが国も

の試みであったと思われる c 今回、こころのケアが注目された背崇1こは、河合が指摘する

ように 959、日本人が心の問題に目を向ける余裕ができてきたことや、蔀仙や奥尻におけ

る臨床家・研究者の活励があると考えられるが、こうした要因が存門家のみならず、従来

精神保健に関わっていなかった人々をも動かす結果となったようである。

今回活動したこころのケア・ポランティアには、例えば「心のケア99戸』 9l995年2月7

日発足｝のよう 9こ、カウンセ＇) ／グ未経験者による電話相談や避難所訪問活動を行った

ポランティア団体もあったが'"、こうした団体の活動がどのような成果を挙げることが

できたかについては、今のところ資料が不足しており検討を加えることができないしこう

した非専門家によるこころのケアの動きに対して、たとえば河合｛的などのようにきわ

めて否定的な見解を示す専門家もいるが、こうした批判も自分たちが経験したことの印象

の域を出ず、何らかのデータに基づいた検討は今のところなされていない。

ここでは、前述の大阪”に'lこころのケア・ネットワータ』の活勁の分折を通して、
半専門家によるメンタルヘルス・ポランティアの活助について検討する。

皿 『半専門家』ポランティアによるメンタルヘルス活動

..大阪四o rこころのケア・ネットワーク」の活動
大阪匹CAの主催で始まった「こころのケア・ネ・y トワーク jは、被災者のメンタルヘ

ルス・ケアを目的に、カウンセリンゲや箆話相談などの経験者を券焦し、ポランティア活

勁を行った。

活動時期はその活動内容に従って 3期に分類される。第 1期 9I995.l. 25~4. 29 1こは、

2~3人のグループに分かれて各遼難所を訪問し、被災者の話を聞くことを中心に活動し

た。第 2期 14.13~6.30,には、数力所の避難所に定点を定め、定期的訪問を行うことで

継続的な援助を行った。それ以降、我在に至る第 3期では、仮殺住宅へ0訪問活動を継続

して行っている。この活動は前述のように半専門家を中心とし、第 1期の前半には75名、

後半には 80名のポランティアが参加した。彼らの約半数は、これまでにカウンセリング•

係のセミナーなどを受講していた c また、いのちの霞話などの電話相談ポランティアの経

験者、ソーシャルウーカーや呑護などの医療●係者、心理学などの関連領域の学生がそれ

ぞれ約i0％含まれていた，
「こころのケア・ネットワーク」は、こうした現地での活勁と平行して、ポランティア

に対するトレーニングを実施した。特に第口期においては、毎日、活動終了後にデプリー

フのためのミーティングを実施し、週に 1固は、大阪四CA1こおいてミーティングおよび

トレーニング・セッションを行った口また、全期間を通して、必製に応じた集中トレーニ

ンダやスーパーヴィジョンを実施したしなお、笙者は、東京医科詣科大学難治性疾患研究

所の小西聖子医師、罰田孝之医師らとともに、この活動のスーパーヴィジョンにあたったc
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o.活動内容の分析
ここでは第 l期の活動 1こついて述ぺる。前迩のように、ボランティアは 2~ 3人のグル
ープで1l-避難所を訪問し被災者の話を問いたc ポランティアは、話の内容をすぺて自由記
載で記録に残しており、第 l期の記緑総数は3,863件であった c 9)ヽ 西らは、この3『 663件の

うち、ランダムサンプリンダによる 1.024件を分析している f7}c 以下にその結果を述ぺ

るc

））ポランティアによる訪問活動の対象は相対的に高齢者が多かった。 =ph••'f8) が

指摘するように、老年層は種々の扱助の利用度が低く、アウトリーチが高齢者に対する援

助として有効ではないかと考えられているが、本調査でも、高齢者をターゲットとした訪

問による復助が有効であることか示唆された。

2）ポランティアと抜災者の間では住居の問題が、住居の喪失を軸に最も頻度の瓦い話

題となった。

3)災吾直後の 2遇開においては、災吾に対する直接の心理的反応に関する話題が取り

上げられることが多かった。また、これにともない恐怖や絶望などの惑惜表出が見られた 3

被災者が、災害直後にトラウマティックなストレスに対する心理的反応を訪問ポランティ

アに対し表現したことが、おそらくは長期にわたる 9四ぬなどの不適応的反応に対する予

防的を持ったのではないかと推測されるが、この点に関しては、今後の長期的な説歪研究

が必要となろう，

4）避難所の生活によるストレスや経斜問阻などの話題は、災害直後に嵌高を記録する

ものの、前述の災害に対する心理的反応とは途って、長期にわたって継続して記録されて

いる。また、これにともなって、怒りの惑情が表現されている，避難所生活によるストレ

スに関する話題が長期にわたって継続した背景には、今回の震災が大規模であり、そのた

めに避難所の生活が例外的に長3lいたことが考えられる c こうした苺態に対しては、ボラ
ンティアによる傾聴を中心としたカウンセリング的な関わりに加え、ツーシャル・ワーク

的なアプローチの必要性か指摘できよう。

以上、大阪口わ入 rこころのケア・ネットワーク」のポランティアの活動を、記録の分
析を通して概観してきた。半専門家のポランティアであっても、 トレーニンダやスパーヴ

ィジョンの機会を提供することによって、 1、ラウマティックなストレスを受けた人の話の

受けill1になれる点は注目に値すると言えよう。

閃まとめに代えてーメンタルヘルス・ポランティアの課題を中心に

これまで、阪神・淡路大震災において活動したポランティアの活動を摂観してきた。乗

後に、これら活動実践の検討に荏づき、今後のメンタルヘルス・ポランティアの課題につ

いて述ぺる。

a．今回の震災では、医療救護班に当初から桔神科医が含まれるなど、専門ポランティア

の活動については、ある程度のガイドラインが確立されたように思われる。これら専門ボ

ランティアが抱える糾題としては、行政との連携のあり方や資金面の問題点が指摘されて

おり（3)、今後の検討が必要であろう c
b．今回、メンタルヘルスの頒域に関わるポランティアとしては、専門家以外に非専門家、

半専門家による活動が見られた。今回のような大規模な災害の湯合、専門家による援助だ

けでは、被災者のニーズを到底満たし得ないことは明らかであり、その際に専門家以外の

ボランティアの活動が意味を持つと思われる。その中で、非哀門家によるメンタルヘルス

活動がどの程度の成果を学げたかは、資料が不足していることもあって、本稿では検討で

きなかった。本稿で分析の対象となったのは半専門家による活動であったc Sli専門家のに

対して、災菩時のメンタルヘルスやデプリーフィノグに関する l・レーニングを行ったり、
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専門家によるスーパーヴィジョンの様会を提供することによって、ポランティアによる災

官時の心理的な扱助活動がある程度可能9こなると考えられたc

c 半専門家のトレーニングとしては、今匝の胡査結果に表れた内容を参考に、被災時の

ストレス反応を中心にプログラムを構成する必要があろう。一方で、今固はなされなか 9

たが、避難所での生活などの急激な生活環境の変化に対するソーシャルウーク的な援助に

閲するトレーニングも必要である。

吐挙者が参加した「こころのケア、ネットウーク」の活動がある程度の威果を季げ得た

要因の・一つに、もう一つの専門性、つまりポランティア・コーディネーターの存在があっ

たように思われる c ボランティア紐織が適切に追営されるためにはコーディネーターの存

在は欠かすことができないものであり、宝塚市社会福祉協華会ポラ／ティア活勁センター

の活動分析にもその役割の重要性か強潤されている (3), この点はポランティア全般に

閑して当てはまることであり、 「布当局にポラン子ィア・コーディネ-•ター実務の J ウハ

ウがなかったことか、ボランティア志願者を活用できないという結果となった」 (3)と

いった指摘もあろ。こうしたコーディネーターをどのように組織的に活用するかが、今後

の課題の一つと言えよう。
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東京医科倍科大学岡田幸之

芸災後、 1年の半分以上を大阪と神戸で過ごしてきたような気がする。一時は新幹線の 3時惜l

が黄預な睦眠の塔と化していた。しかし、この春からは職場の事情もあり、神戸・大阪へ行くこ

とも月 1回程度になった。物理的にも精神的にも少し距謡がおかれはじめた。ようや（今までに

おきてきたことを客既的に評価することができそうだ。苦き残しておかなければい19ないと思う

ことは数え切れないほどある。ほんの一部が整理されて文益になり、 「思春期学」という学会誌

に掲栽されることがきまった。子どものケアを中心として活勁に参加させていただいた私として

は、ちょうと良いのではないかと考え、ここではその諭文を昭介することで報告にかえたいと思

よっ

災害下の思春期精神医学

Adolcscents in the afteruath-0verviev and For皿ulations

抄録：阪神淡路大舎災に関する 1995年 1月から1996年3月までの間のメンタルヘルス・ポランテ

ィアの記緑、学生の文果、若者らの経款車例を参考1こ、災吉下の忠春湖に特徴的な点を整理した。

思春期心性は、被災者としての彼らの感•I育と行勁に強い影容をもたらしていた。このことは、―-~·

方で思呑期心性をより深く理解するうえで、至要な祝点を与えてくれるものであった。同一性形

成の問題では、その早期完了、および同一性拡散が特徴としてあげられることを示唆した。また、

相互扶助的に発生したボランテ9ア活助が、とくに外からの支援をうけにくい思春期の披災者に

とってピア・グループとして極めて垂要な役割を果たしうることを示唆した。今後も彼らへの同

辺からの落ち宥いた観察が必要であることを指摘した。
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＇ はじめに

1995年1月17日の阪神淡路大震災は被災者約30万人をだした。児童、思春期の被災者も多く、

兵廂県では5480人の死者のうち10歳未満で241人、 JO代310人、 20代469人であった（兵府県管詞

ペ）。 1月178現在での、 18歳未滋での孤児（両親と死別）は88人、道児（片親と先別） 300人

であった（兵庫屎調ぺ）。家屋の損壊などのため転校を余俄なくされたものも多く、その数は最

大時で小学生24.685人、中学生3,882人、高校生296人にものぽった（文部省調ぺ）。また、最大

時、小中248校、高校71校が避雉所になっていたことをみても、たとえ直接は大きな被害を受け

ていない場合でも、子どもたちの瑣境へは大きい影菩があったことがわかる。そのなかで思春期、

斉年期の若者はどのように吾らしてきたであろうか。マスメディアはもちろん、専門家やポラン

ディアの関心も、老人と小児、児童の援助に巣中し、披災者としての思春期の慨面をとりあげら

れることはほとんどなかった。精神科における率情も同様で、地笠から 3カ月間の東神戸病院の

外来受診患106名をみても、思春期にあたる忠者は2名のみで’'把握されにく，ヽことがわかる 3

思春期の若者が被災者として注目されにくいというのは、この地震だけの傾向ではない。唖DLIN

E” で1966年以降i996年3月までのdisssterについての文献は2,119件， adolescentをキーワード

にもつ文献は15,363件にものぼるにもかかわらず、両キーワードをかけて検索される文献を検索

すろと 51牛のみに激減し，しかもいずれも'-c..5 年 1，i 内に褐栽六れt• ものでおかか坪的トラウ

マに枠を広げてみても、多くは小児に関する記栽に付随したかたちでのぺられるか、小児期に受

けた外傷が思春期にどういう影啓をおよぽしているかという記裁になっている叫このように、

恩春期の災害下の問趨は近年になってようやく研究対象となりつつあるという程朕である。災書

下の思春期の特殊な一面として、このような彼らの影の薄さをあげることができるかもしれない。

本論では、思春期の被災者を対象として、精神・心理面の特殊性を述ぺていく。なお考察にあ

たっては、阪神淡路地宗においておこなわれた「心のケア」のポランティア活動（大阪YWCA

主催）のケース記録、およびそこに著者らがアドパイザーとして彼らと関わった経験'9 99.09、第

災についての涵校生の文集'’、 1995年1月から1996年3月までの間に、著者が講師として参加し

てのべ12回にわたって神戸とその周辺地域で開催された「心のグアワークショップ（人阪朝日新

固屏生ま業団主雅）」および~「心のケア·ポランティア・セミナー（大阪前CA主催）」で庫接相

談をうけたケースを参考にする。なお、これらの記録の引用にあたっては、個人の特定をさける

ために多少の紺集をおこなった。

II 被災者として一役割の喪失

災害下では、死別をはじめ、多くの喪失が体験される，普通、人が生まれてから思春期まで1こ

経験する死別で最も多いの1ま祖父母のそれであり、それは自分へとつながる系諮にまつわる象徴

的な吾味をもっていろ八思春期における災害下での突然の死別は、このような祖父母を寿命1こ
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よって失うのとは別の慈味がある。両親や同胞の死別は、晋段の生活ならば思脊期以降1こ経験す

るものである。友人との死別についても、思春期の同年代者の自殺が彼ら1こ大きい影笞をもたら

すことを考えれば、その意味の大きさは容易に理朔できる。そのうえ災宮においては、それらが

突然：こ、かつ一斉に訪れるのであるから、極めて特殊な体駿である。さらに、例えば、父親との

死別は今まで自分と一緒に必ごしていた母親までもが家計を支えるために励きに出るようになる

というような二次的な喪失ももたらす。災害では、そういった周囲の人々とのつながりを象徴す

る物巽、たとえばプレゼントや写真も詞時に喪失することもまれではなく、さら：こ深い喪失体瞼

となる。親を喪失すること、同胞を喪失すること、友人を提失すること、それぞれの個人的な喪

失が思春期の若者に難題として降り懸かる。そして、いわゆる思春期心性と呼ばれる特殊なもの

の考え方、捉え方をもって、その埒決にいどむ。彼らにとって、死別はもはや自分目身の系譜1こ

まつわる象徴的意味！こととまることはない。

「文化住宅の2Fだったが、床が抜け、●物が壊れた。若い者は手伝えと言われたので、地●も9当Eも中学

生男子は死体荘び、自分はガレキの下で手だけ出ている人を助け出したりする0を手伝った。今思い出すと恐い。」

(［5●女子： 2月25日、ボランティア記録）

「小さい湖かちの方だち索旅が全固寄亡，みんなで見送った，心がむなしい，夢花みTいる93だとずっ K規

っていた。」 116歳男子~ 3月29日；ボランティア記銀I

思呑期に外傷体験をした者の現合、成人期の早すぎる開始と同一性形成の早すぎる終結がひ

とつの特徴である。両級の死が子どもたちに家や社会から蹴れるのに準備ができているような誤

った惑党をあたえるという理諭は理吊しやすい＇は両親を失い、子どもという役割を喪失し、早

熟、あるいは同一性スタイルの早期完了99＇をするというのである。

哨宅が全壊になったことで、親と●れ隷れになって自立ができた」と誇らしげに10歳の男子は語9た口彼

ぱ、体こそ小さいものの、一見するとポランディアと問違えそうなくらいに元毎に活躍をしていた。 (13紘男子

~ 2月l8日；ボランティア話録）

ことに長男、長女の場合には、親からも「お兄ちゃんでしょう」という言槃を浴びせられるこ

ともしばしばであり、彼らは、傷ついているというよりも、しっかりとしすぎているという印象

を与える。展災後、児童のメンタルヘルスについて迅行が強調されていはいたが、それは周囲が

困るからであって、早熟や過剰適応は塙過されがちだが重要な特徴なのである。

ところで、もともと思春期においては、役割は不安定なものである。家寇においては、親に対

する「子とも」という確たる役割から脱していたり、脱しようとしている。この様に考えろと、
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そもそも不確実になっている子どもという役割を iいまさら）喪失したところで、早熟を促すと

いう意味の他には、特別大きな影啓1まないのではないかと詔えそうである。しかし、思春期の若

者は、子どものとしての役割の危うさゆえに、家庭ではスケープゴート、あるいは家朕の安定性

と機能性を保つような特殊な役割をとっているとされている＇＂。このような複雑な役割をもつ思

春期の若者は、投災に伴ってより複雌な役割を負わされていくこともある。

家族は全貝助かったが、家は全焼。本人は●いているために気がまぎれるが、母視は燃えてしまった家のこと

で不安定であるという。父親も震災前より入院しており、現在では家で収入がある者は彼女一人だそうだが、

「家族には~あてにされてはいない」と言う。 (e0歳女子： 3月25日；ポランティア記錢I

そのような複雑な役割のなかで、自分の家族と死別や別離をすることは、関係の消跨をするこ

とになるというよりは、より深い喪失を与え、解決困難な罪黄感1こ陥らせる＇は小児期にも、死

別にともなう罪悪感は高くなるといわれるが、それは死の生物学的忌味付けや死と自分の関係を

誤解する（例えば、母親を亡くした小児が「自分がオネショをしたから母親は怒ってとこか遠く

へ行ってしまった」と思いこむなど）からである。一方、思春期の死別にともなう罪悪感は正常

な死の認識に茎づいて生ずる。この怠味ではその罪悪感は極めて成人と同種である。しかしな

がら、むしろ、思春期における親との死別は成人期よりもより深い喪失となるといえる凡とい

うのは、思春期にはエデイパルな酷藻が再ぴ活性化され、親へのアンピパレントな感1百が高まる

訟lからである。若者が親から独立していくこの段階においてこそ、内在化可能な親の溜たる存在

が必要なのである。

生前には「あんな父親は大●い」と友逹にも公芭していた彼女だったが、死体から●れようとしなかった。

(l7歳女子： l汚l9日；文●）

明日から始まる学校を楽しみにしていると烙しそうにしていながらも、ポッリと「生きていてよかったのか

しらJと語った。 (H歳女子： 2月7曰；ポランディア記録）

本賃的に思春期の理想主義は頂点を極め、非常に高いモラルの水準を有している。彼らは世界

を白と黒としてみる傾向があるが、戦争などのトラウマの状況におかれると、そこに多くの灰色

の領域があることをすぐに学びとる。それにもかかわらずモラルは高い水準に保たれるので、彼

らはむしろ厳しく自己批判する 93'。

（大学ぱ受かっているか、こんな時に大学にいってもいいのだろうか．可笈がっていたネコがいなくなった

がけど、ネコの心配などしてはじけない。ときとき大阪に遊びに行く時だけが現実を忘れられる」 918歳女子：
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2月23日；ポランティア記鈷I

思春期には、性的な役割も不安足であるコ罪肖惑は、性同ー性の不安定さを増す叫また、女

性であることによって被災生活をより困難iこ咆じさせることもしばしばある。女性でな：tれば、

被災をよりうまく乗り切ることができたであろうという感党は、女性としての同一性の確立を尚

かすものとなる。

被災で両親を亡くして、姉妹が近県の親戚にあずかられることになった。 8栽の妹は泣いてばかりいた。 l3

歳の姉はむしろ、遥応はl困剥であるかのようにみえていた。しかし、ある日突然に竪の毛を9まっさりと切り落と

した q 彼女は「男c-Fならばこんな目にはあわなかった＿とi9った。 913●長女： 2月22日；りークショップ弔

談ケース）

ユた教室でプライパシーがないことが、哨砂悦和住宅が欲しい c おしゃれできない c 生理用品が不足してい

る。芋器室にある生涅月品も、なかなか取りには行きづらい。ー (im点女子~ ~ 3月11日≫ボランティア紀諒）

被災地神戸における児室、生徒を対照とした研究において、他の年齢や男子に比較して、最も

教育現場での9成の必要性が高いと推定されるのは、女子中学生であると報告された'’'が、これ

も性同一性の問題が影笞しているのかも知れない。

哉業、学業における同一性も危機にさらされていた。就識閥もない彼らは容易に解雇されたc

仕単や進学ができなくなることは、成人司様か、あるいは埒来の自己像を舜かすという意味にお

いて、成人以上の苦悩となる。

「地震のとき、食宜で朝から働いていた。台所でもう少しで死にそうな目にあったc 店長にもう少しでなれそ

うだったが、クピにされてしまった。咋日も茅をみたコやる気が起こらない口」 199歳男子 2月29日，ボラン

ティア記録）

小児においては、砂lUや瓦礫の山をくずしたり、プロック遊びの中で「おじいちゃんのうち

がつぶれてん」とか、段ポールの花をつみあげて崩して助けを求めてみたりする「地霰ごっこ」

がしばしばみられた。ところが、思春期ともなると、そのような遊びをするものは、みあたらな

い。彼らは遊ぴの中で再演したりファンタジーのなかで否認していくには、年をとりすぎている

のである叫このような不安と病み0記憶から自らを解放する方法として、あるいは目分の罪黄

惑を恨う方法として、思春期には自己破壊的な行為をする。その方法のびとつが器力や反社会的

行耽である。思春期で1ましばしば、外福後に、怠学、早熟な性行勅、物貿依存、非行などの行勁

化をしめず叫家朕と教師は、思羞期脊年がより反逆的であるとのべ、反礼会的行動に狼狽させ

-46 -



られる。言語化しにくく沼在性かつ逗延化する傾向が強いということを小児期の特徴としてあげ

るとすれば、思春期では、比較的、行動化しやすいことを特徴としてあげることができる＇’'。ホ

ロコーストにおける研究では、思春期にトラウマを受けた若者たちでは、慢性の同一性拡散や人

間関係津害が続いたという＂＇。彼らの反社会的な行動化は、決して成功したコーピングではない。

ますます周囲との肉紀をうむという悪術環をもたらすことになる。

瓦●と咲の町のなかを日中、ヘルメットなしの 2人乗りでオートバイで●走して(‘る布校生の男女（こ山会っ

た。徒党をくむでもなく、破壊行為をするわけでもなく、大哀で騒ぎたてるでもないが、●音をたてながら、徒

歩でも移勁できるくら (9の狭い範囲をぐるぐると走り匝っていてたc 餃らと会話をかわすことはできなかったが、

近所の(9人によれば、地柔で家を失ったが迫難所にいても仕方がないので、ああして走り図っているようだとし

うことであった c （高校生男女・ 1月24日＂ボランティア記践 I

避廷所である培人は、 「タベも夫が『はさみでついてやるIと怒冴った。お湮を飲んでいるのは怖い．（まさ

みと包丁をしまっておくんです・・・実は地●の後は1藷たになる忌子までもが巨分に暴力をふるううようになったん

です。 J と語った。 140歳女性• 2月28R；ポウンティア記禄1

避槃面で周四からも逢 両親}姉妹の 4 人苓ら●，でわる~中全 9仁の姉9i 妹を四っ

たりして星力をふるう。話を閉くと「99乍□ポランティアの人の前で妹をなぐったのは、お母さんが味に外に出な
いよう君っていたからだ」と言う。かなり気が強そうでとても小学校を沖業したばかりには見えないい姉自身、

地●前に神戸に転思してきた9まかりで、両囲に友人がしも 193歳女エ， 3月93日；ポランティア

記屈）

同年代の 4人グループ [9J2人女 2人）の中0リーダー洛コ 「同室の性の人達と年のひらきがあるので活が

合わない。持っているラジカセで流す音楽がうろさいと文句を云われるが、文句09ある人問が直接云ってこな

し‘のがおをしろくない。」こ不洞げに話む [l5歳男子ー 2月2C己，ポランティア紀緑｝

目立った反社会性ではなく、無為や自用というかたちでその反応を示す者も少なくない。避難

所においては 「暇をもてあましているから」というかたちでゲーム機やコミック浸面に英ずる

者のなか1こ、そういった音年が陸れていたようである。北洞道南西沖地宗の高校生の詞査におい

ても、屋内での生活時蘭が増加したという田。外へ出られないという物理的要因が心理面に影習

をもたらしている例と、逆1ご心埋的要因のために引きこもっているという例があった。後者の場

合、以前から抱えていた思春期の開赳が地室を契機に析出してきたということが特徴としてあげ

られるようである。
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バーカー，）9-ドをかぶりゲームしてうつむいている。 99をはじめるとふとんのコに顔をうずめ自分のつく

った用寺の中の少年に自分をおきかえて話す。 「小4の時からいじめにあい、人を信じられない．茅の中でいつも

自殺している．誰に芭ったってしょうがない。目分には吉春はない」と語る。 (I5歳男子： 3月糾日；ポランテ

ィア記緑）

20歳の長男が抑うつ状態にある様子，長男はトイレから出てこない。母親が呼びにいくが無理。以前から気が

4屯 本人とは恒接会うことが出来なかった。 190歳男f：年12日，ポラノティ

ア記緑）

同様の挙例は救護所の医療活劾でも報告されている＂。以上紹介してきたように、思春期の若

者は、被災者として、同一性スタイル】"の形成のうえで、早期完了や同一性拡散といったかたち

をとることがあり、注意をはらわれるべきである。しかし、 (1)むしろ災害の状況下では早期完

了は早熟して型通りに適応して、被災者として注目されにくいし、 (2)同一性拡散にともなって

反社会的行動や引きこもりをすると周囲が介入の手を洪いてしまうという困難を抱えている。

カウンセラー経験のある女性ポランティアはミーティングで「男9)子が体育館9)隅でし一つとしてたけれど、

いかにもほっといてくれという澤じで、よう近寄らんかった．ちょうど私ら⑦乍齢は近づぎ雌いのんかも知れ＾

んけど」と述べと。 152歳女性 1月28日；ポランティア記録）

111 ピア・グループ

上記のように外部からの援助をしにくい思呑期において、極めて有力な援助機屑として注目さ

れるのがピア・グループである。それは彼ら独自の回復力となる。特にグループ形成が活発な若

者において、自然発生的なピアグ）レープが自助的に働くのであるということを特記しておくぺき

であろう。極限状況を乗り切るにあたってのグ）iープの役割は再三指摘されている”い099.ma9 0 

グル｀：ジプ内での転移感19、たとえばグ）レープヘの忠誠心は、恐怖を押さえるものである〇↓｝。グル

ープによる活動は、罪悪感から開放する手だてとなる＂＇·'"。臨床的に見ても、ヒューゴ~ハリ

ケーンの被災後に小グループによる社会箆知的治療が有効であったことを示している＂。そして

そこで形成されたグ）レープは被災後も継続される n

「読吝やマンガがり子きで、前は因りから哨いと苫われていたが、避楚生活を始めてから体育雑丙に同年代の

人遠が居るのでその人達といると楽しく、明朗活発になった」 993歳女子： 3月10e，ポランティア記毎I

「みんなで助1テ合って生活している。家は水道が匠れば戻れるが、ごこに居たい」 (i9歳男子： 2月29日，ポ

ランチ97面屈I
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「両親と私は照亭だったけれど、弟一人が亡くなりました。今は悲しさを一ープ］を合わせ被災したみんなの役に

立ち、みんなのために●きたいとポランティアに今1よ築中しているんですー (l8歳女性ー 2月］C口；ポうンティ

ア記録）

近所のマンションに水を還ぷポランティアをしている口彼女自身も家を失い、友追も失った。 「つらい気持で

あるが、悲しんでも友が、家が帰ってくるわけでなく、先を見てしっかりと生きたい，今9よみんなの役に立ちた

い」 [90栽女子 3月13日；ポランティア就践）

ホロコーストにおいても、食物を築め分け合ったりするような甚本的欲求を溝たす行為から、

思い出話をしたり、歌ったり、からかいあったりするような広い範皿にわたって、チともから大

人まで輻広いグループの結成と効果が記述されている”］。このように、相互扶助的に発生した活

勤が、とくに外からの支援をうけ1こくい思春期の被災者にとってピア→グループとして極めて亜

要な役割を果たしうるのである。

IV おわりに

阪神淡路大芦災の記録、経験から、災告下の思春期に特徴的な点を整理した。思呑期心性は、

被災者としての彼らの惑I肖と行動に強い影笞をもたらしていた。このことは勺一方で思春期心性

をより深く理解するうえで、重要な視点を与えてくれるものであった。今後も彼らへの固辺から

の落ち着いた観察が必要であるといえるだろう。

淀辞

小論を終えるにあたり、貫亘な資料を提供してくださった兵庫県立呻戸9l9寸・ニ●小学校教諭陵妙子先生、兵●

県立兵庫二業斎等学校教諒斉藤亨先生に吊くお礼申し上げます。また、被災地で9)メンタ9レヘルス・ケアに槃心

に活●されましたポランデイアの方々と、そのコーディネイトにあたられた大阪CWCAの皆様に、そのご活躍

を祢えるとともに、著打らをその活勘援助に加えざせていただきましたこと、ここにケース愕料を提供してくだ

さったことに深諏いたします。
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ごころのケア・ネジトワークからみた

ゴランティア箔動

1，はじめに

こごろのケア，ネットワーク・プログラムディレクター

金香百合

震災の日から 1年と 3ヶ月たった。被災した人々のこころの癒しを願って始まった大阪

YWCAこころのケア，ネットワークの活動はさまざまな人々の思いが結槃して継続して

きた，協力者のおひとりおひとりに深くお9Lを申し上げることもないままに今日までつつ

ぱしてきた気がする。この活動を組識化しコーディネートしてきた者のひとりとして、こ

れまでの経過の中から見えてきたごとを今一度下瓦翠に振り返り、ここに記す，

2．コーディネーターとしての私

末曾有の震災を初めて体験する私が、大阪YWCAこころのケア・ネットワークを組織

し、ポランティアをコーディネートするごとになったきっかけ99今ふりかえっても1まんや

りしている。 17日，大阪の千里で地震に遭った私は、敬乱する本や食甜に囲まれたまま、

交通9士遮断されて大阪YWCAIこ駆9ナつけることもできぬままにいた。ガスも水道も止ま

った部屋で．呆然とテレビに釘つけになっていたのだ。 18, 1 9日、 YWCAで数グル

ープに分かれて現地調査隊が祈遣され，その一方で緊急物決の集配が蛤まった。私は宝塚

方面の詞査に出かけ、関係者の安否を訪ねながら歩きまわった．

目前の現実に惑乱し、驚嘆していた私の目を覚まさせたのは事務所で受けた一本の電話

である， 9災害後に起こる心の問題について取組みが必要だ」というケリーさんからの話

に、私は自分の今すべきことがわかった。これまで、憩待された子どもたちのこと，性犯

罪に巻き込まれた女性たちのことに心を寄せて活動してきた私にとっては、被害にあった

人々（犠牲者ではなく、生き残り、乗り越えていく人々としてのサバイパー）への共感が

ふつふつと呼び覚まされた，今回の褒災で被災した人々がサパイバーとして乗り越えてい

ってくださることを心から願った。ちなみに私がこの活動に晟初につけた名前は［こころ

サパイパル，ネットワーク」であったのはそうした理由による． （この名称は 1月31日

付けで「こころのケア，ネットワーク iに改称している，サパイパルという言葉が日本社

会ではどうもイメージ的によくないらしいことがわかってきたため）

また学生時代を西宮で過ごした私にとって神戸、阪神間は特別な思いのある町であり、

かつ今もたくさんの友人たちが住む町でもあった。誰かのために何かをしなければいけな

いという使命感や悲壮感を論じる暇もなく。私のからだはすでに勁き出していた。

あとは大阪YWCAのもてる内外の資源（人、物、金、その他いろいろ）をどうつなぎ、

組織化し、活性化しつつ活動を行なっていくか、だ。

私は自分の性格を短距離ランナーだと自認している。無我夢中のスタートダッシュはい

いし、短時間の集中力ならあるので短距離1よいいのだけれど、表距離を走るのは苦手だ。

あっと言う間に走り抜けてゴールで壮快感を味わうのが一番似合っている。この活動に若
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手するとき私の頭がもっと冴えていて、どんなに長期になるかわからないとわかっていた

なら乱は自分の適性から考えて會きっと尻込みしていただろう。

活勁の途中からこれはとてつもない長距離走でマラソンどころではないと気付いた私は

今も苦手な畏距離走を走っている。元気に前を走っていく仲間たちを一番後から追い掛け

ているのが実感だ．このコースのゴールを知って走っているメンパーはまだいない。

参考までに、コーディネーターとしての私が大阪YWCAでかかわってきた活動預域は

ポランティア、奇少年、女性、人権~平和、環境、陪害者、国際理解困際協力~生涯学

習、生と死、グループワーク、自己閑発、リーダーシップ養成、コミュニケーションスキ

ル、ワークショップなどである．

3.被災地域の状況ともに変遷してきた「ポランティア」

被災地域の状況から最初は緊急救援活助の体制がとられた。必要とされるポランティア

は平時の社会生活のなかで行われているポランティア活動とは違うとの招識がまずあった．

余震も絶えず、命の危険というものをはっきり認謙して被災地に入る覚悟がポランティア

といえども必要であった。大阪YWCAがこの時期のボランティアに求めた条件は平時と

は比較にならない．またこの時期のポランティアは圧倒的に大阪、京都、奈良からの参加

者であった。兵庫県内からの参力9者は当然ながらごく少ない。

2期は春休みとも重なり、学生や公務員の人々が多数．東京からポランティアとして参

加した。東京でのポランティアの初回研修を実施してくださったのは「こころのサポート

ミッション」である。事務所の混乱の中、 （大阪YWCA革務所は1~3月、常に混乱状

況であった。加えて私自身は4月から新たに開設する大阪YWCA専門学校国際関係開発

学科の主任であり、担任であるという信じられない状況にあった。）東京に在住する人々

との連絡は必ずしも万全ではなかったが、互いによく乗り越えられたと思う，

しかし、 4月以降の活動では緊急救援の時期は過ぎ、地域に根づいて鏃続した活動がよ

り求められた。息の長い活動が期待されたし．マスコミや世間が被災地を忘れ去っていく

速さに反比例して被災者の疲れとボランティアの疲れが増大していった。大阪YWCAと

してもポランティアの量的増大によって対応をはかることを検討したが、研修体制が整わ

ないとの判断で見送っている。

子どものための活動のポランティアは3月下旬に別枠で募集した。これにも 10 0人を

越える応募があった．募集時期のせいか、応募者の中には自身が被災している育年たちが

ふえており、 YWCAとしてもそうした被災育年を意識的にポランティアに採用した。ポ

ランティアは4月にまず活動に必要な研修を集中して行ない、 5月以降から活動を開始、

それ以降も活動と並行して研修が折にふれて実施されている。

9 5年l0月に、これからは息艮く地元で活動できるポランティアが重要と考え、 9地

元市民ポランティア養成溝座」を神戸で行ない．ようやくポランティア募集と研條を再開

することができた。しかし、仮設訪問コース、チャイルドケアコースとも応募は20人足

らずで期待は裏切られた感があった。しかし、ポランティア不足に悩む他団体からみると

これでも大成功といわれもした。

96年2~3月に実施した「地元市民ポランティア養成講座」は時期がよかったのか、
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新聞の掲戟記卓がよかったのか40人を越える受講者があった． （チャイルドケアコース

は 150 人近い応募であった）しかし地元市民の割合がふえているとはいえ~半分以上は

大阪からの参加者である。地元の人々にとってはまだまだポランティア活動出来る状況に

ないのかもしれない，また被災の度合いがあまりに大きいために、ポランティアも地域住

民だけでは追いつかないように思う．そのことからいえば、隣接地域にある大阪での活軌

は蛍要である．また実際，大阪府下に点在して設営された仮設住宅の訪問活助は今後も近

辺在住のボランティアを必要としている。

4.「ポランティア」の立湯をふりかえる

(1)ポランティアににとっての神戸 「私の『神戸』」

大阪それも阪神間付近に在住する者にとって『神戸』は遠い町ではない。むしろ

「私の『神戸』」とっぷやいてしまう町でもある．神戸の住民にとっては迷惑な思い

かもしれないが。この気持ちは最近私が聞き覚えた言葉で言えば、プーパーがいうと

ころの r我一汝j関係に匿き換えられる。 「我ーそれ」関係で表される、私と相手を

対象化した関係ではなく、むしろ境界もはっきリしないほどの一体感のあるのが「我

一汝」関係である。自発的な意志によって閲わるポランティアにとって、被災者をあ

なたとして対象化するのではなく．むしろ「わたしと被災者との一体感」という感覚

はポランティア活勁の初期の動機づけにおいて大変里要であると思われる。このこと

は1まき違えると問題を引き起こす危険があることを承知であえて酋及しておきたい点

である。瞼業上の業務命令や研究関心によって参加した「芍門家ポランティア」 （こ

れをボランティアと呼ぶのかどうかむつかしいが）とは被災者との位震や閲係におい

て大いに違うと思われる．

(Z) ポランティアの役割

こころのケア・ネットワークのポランディアの役割1ま f聴く」ことであった。

被災した人々が語るままに被災の状況を聴き、心情を99き、現状を聴き、悩みを聡ぎ

これからの思いを聴くり晒くことそのものが被災した方々への支援であった．そして

その暁いた内容に応じて、聴くこと以外で特に私たちに求められたサポートは可罷な

範囲を見極めつつ、これを実施していった．

避離所に携帯用のし瓶やホカロンを届けたこともある．春に口紅のパレットを女性た

ちに届けもした．役所に関わる情報を求めている人には情報を入手できるよう関ぺて

お知らせもした。それらはすべて「聰いた」ことに「応答j したものである．

訪問先が避難所から仮設住宅肪間に移り変わっていった時も、その時々に「聴いた」

事柄から生まれた「応答」はふれあいセンターの運営の手伝い、コミュニティ作りに

関わる後方支援と多岐にわたった．

「聴くこと Jそれに「応記し f寄り添っていく」ごとがボランティアの役割であっ

た。被災地域の状況変化と回復の多様さの中でどのように「応答していけるのかj ど

のように「寄り添って」いけるのかは日々答えを自分たちで探しだしていく大変な作

業であり、これからも一番垂要なことの-•つである．
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(3) ボランティアの種類

①避難所訪問から仮設住宅訪問ポランティアへ

1期 2期には地域の避難所をくまなく巡回訪問する形をとった。基地のある若屋市

から西に進めていった。西端は神戸市中央区の三宮である．

避難所や仮設住宅以外に自宅に住む被災者の抱える問題が常に新聞その他でも報道

されていた。しかし，震災以前から個別的なつながりがあった個人を除けば関わっ

ていくことはむつかしかった。 YWCAの場合には、 i期の訪問活動中に、自分た

ちの活動で関わることのできる範囲が被災者が集中して在住する避難所であったり、

仮設住宅であることが枠付けされていった。ボランティア活動において自分たちの

できることの範囲を見極めていく作業は大変童要である。冥災ポランティアが時に

大きすぎる期待1こ押しつぷごれてしまうこともあったのは下見通しのつかない状況

の中でポランティアの関わる範罪を明確1こ枠付けしながら活動していくことがむつ

かしかったからではなかったか。前述の「我一汝J閲係の中で被災者との一体感の

中に溺れてしまうとポランヂィアの燃え付き（パーンアウト）が起こる。

R子どもに関わるポランティア

子どものケアの活動は避難所で出会う子どもた立その保護者たちとの「聴く」こ

と「応答」することの関係の中で始まった・

ポランティアリーダーのなかでも自分自身が被災しながらこの活勁に関わった者年

たちのめざましい活動ぷりについては別の様会に是非言及したいと思う。

＠享務局ボランティア

現湯で活動するポランティアだけがポランティアのように思われがちな中、現湯を

支える串務局ボラン子ィアの大<Jさを忘れてはならない。 YWCAではこの活勁を
直接担当したスタッフは鹿野と金の 2名であるが、どちらも他の仕事を数多く兼任

しており、実質上の事務局を担ったのは 2名のボランティアであった。半年におよ

んで毎日、会社務めのあと YWCAに甜めて最終竜車で帰宅した彼女たちの働きな

くしては何ひとつ前に進まなかったのである．企業ボラン子ィアの会社からの派遣

を受け入れて成功した「応援する市民の会」の例をとれば、組織化において峯務局

体制をどのように整えるかは専従覗貝の少ない大阪YWCAにとっては栽大の課題

でもある。

5.組織作り（専門家、ポランティア、コーディネーター，他団体とのネットワータ、支援者）

こころのケアネットワークではその組織化にあたって、ボランティアを中心にその足，J

ない部分を補っていくための専門家や後方支援者、他団体とのネットワークを考えた。

YWCA内外の資源、地域内資源をどうつなぎ合わせてより効果的な組織をつくるのかは
アドミニストレーターとしての最大の役害1である。ポランティア団体において、地域ぐる

み団体ぐるみの福祉活動を、その団体活勒の流れ<9t面立案ー実施促進一評価＞の過程を
点検し改菩していくごとを通して実現していくことと運営機構や運営条件をどう線み合わ

せていくかは里要な問題である。アドミニストレーターは団体への理解、コミュニティヘ

の理解をしっか＇）持った上で、さらに団体運営の技祈を磨く必要がある。
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団体運営の技術にはリーダーシップ．コミュニケーション、プランニング、瑳享会委貝

会運営、ポランティアとの協•I、ボランティア研修などに知識と経験とを持つとよい．こ
れらについては 9コミュニティ・サーピスのための新しいアドミニストレージョン」 (H. 

B. トレッカー著）にくわしい．私自身はYWCAにおけるスタッフとしての長年の経験

の中でこれらを培ってもらったと思う．

また今回は．特に専門家としての栢神科医、臨床心理士、ソーシャルワーカーなどの協

力を抜きにしては活動自体がありえなかった。災害時のこころのケアに関わる活勁が緊急

に立ちあげた祟人集団だけでできると考えられるほど甘くないことは車前に充分予測しえ

たことであな

6.ボランティアの募集

95年1月、敢初のポランティア募集は、緊急事態の中でのポランティア活勁というこ

とで、かなり、ものものしかった。カウンセリングについての基本的な知謙があること、

2泊3日で泊込めること、．歩きまわる体力があること．団体行動がとれること．登約書を

出せること、野外活勁の経験があればなおよい、としてポランティア説明会が行われた．

これらの条件を満たして登録した人々は75人。説明会にきた人の半分である C 大阪Y

WCAはポランティア団体としての長年の経験からポランティア研修を冤んじた。そのた
め、ポランディア募集は陳時行なうかたちをとらず． 「募集・研修・活動（研修も1」の
一貫した流れの中で暮集した。そのため、 1月末． 3月初めのポランティア募祭の後、研

修亭業に十分な体制がなかったため、ポランティア募集を行なっていない．活動は1期2

期の継戟者の中からこれからのさらに困難な状況の中で活勁できると思われるポランティ

アをスーパーバイザーと相淡して、 3期以降のポランティアとして再登録してもらった。

(1) 第1期（緊急時1ボランティアの条件はかなり厳しいものであった。
ボランディアの怠欲も嵩く．現地ミーテイーング（毎晩）も、 V

WCAでのミーティング（週1阿）もきちんと行なわれ．ポラン

ヂィア閤での活勁の連絡・継承が充分された．

(2)第2期（緊急時） 1期のリピーターに加え新規と東京からのポランティアが参加。

神戸の町を知らない東京からのポランティアの受入れにより． l
期にはなかった課題が出てきた。加えてYWCAでのミーティン

グに出席でない（東京在住のため1ために活動の連絡・継承の役割
が一部のボランティアに集中していった，教会での居住スペース

から 1日の定貝は約20人であった．この間、東京からの参加者

を侵先したために関西在住者が少なくなったのがそれらの原因で

ある。
近辺在住ボランテ，，アと遠隔地ポランティアとの違いや効果、組

織する際の割合は今後充分に検討する必要がある。

(J)第3期（通常時） 1・2筋のポランティアの中から継続者を募る．
2期の楽情があったために参加したポランディアの総数に比ペ

て継続できるポランティアの人数は少なくなった．

さらに 1.2期の近辺在住ポランティアであっても、泊込み参加

できることなどの条件から主婦層が少なかった。勤労者は仕寧と

の兼ね令いがむつかしく粗続できるポランティアは少なくなった．

通常において息長く活動できるポランティアと緊急時のポランテ

ィアは違うごとはこの時点でも痛感された。しかし、この時能．

通常時のポランティアを募集し研修するだけの条件がYWC,¥自

体にも整わず、継続ポランティアだけで始まった。

他の団体に目をむけてもこの時期 (4月以降）はポランデイアの

急減期にあたる。被災地の状況改菩が進まぬ中で、ポランティア
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(4)第4期～

7.ポランティアの研修

や団体は撤退し、残るものの疲労感が高まっていった時である．

また活動の内容からみても、 「聴く」だけで充分に役割を果たせ

た時期から、 「応答」を強く求められる時期になっていった．ど

う「応答」しどう［行動」していくのかの解答は容易なものでな

く、ポランティアの焦燥感はなお高まっていった．

この時期なお元気であったボランティアは裳災以前から、なんら

かのポランティア経験者が多かった．

息艮く活動を続けるためには地元の市民ポランティアが童要であ

ると考え｀ 9難元市民ポランティア蓑成講座」を実施し、講座終

了後にグループをつくっていく形で新たなポランティア募集を始

めた．この形は今後も継続していく．この時、ポランティアをコ

ーディネートしていくボランティアが重要になる．

経験者の中からコーディネーターがでて、それぞれのポランティ

アグループの運営にあたっている。この役割をとる人たちのため

には新たな研修が用意されなければならない。

ポランティア研修は大きく分けて(1)~(4)のように行なわれてきた。内容1ま渠災からの

経過時間によって多少変化してきていをというのは現在‘Jーシャルワーク的な関わりや

コミュニティオーガナイズに関わる知識がより必要1こなってきているからであが加えて

今後はさらに(5)が必要になっている．

(1)第1期初期研修・被災者の心理．緊急救援の行動基本．積極的傾聰など
（2) 初回研修・・・・・・・・・・・・被災者の心理、 ポランティアとは、 など

（3) 初心者班修…......被災者の心理．桔災池の状況．行故等の情報活動．人間関係等

（4)経験者研修...…・・ケースワーク、行政関係の情報活動．人間関係．問題解決など

(5) ポランティアコーディネーター研修.い•アドミニストレーションなど

8.ポランティアヘのサポート

(1)ポランティア自身のメンタルヘルス

ポランティア自身にとって活動の中に埋没して自分が見えなくなくときが一番大変

な時である。 YWCAでは．活動計画をたてた時から 1~2期に泊込みを原則とした

のはポランティアにとっての吐き出しの時間を充分にその日のうちにとるためであっ

た。そこでの吐き出しとスーパーバイザーからの助言が有効であった．

また95年6月にはポランティアのリフレッシュと慰労を兼ねた 1泊研修が行なわ

れている。

日々の活動の中でのいたわリと褒め言葉．そして適当な息抜き、適切なアドパイス

はポランティアのメンタルヘルスを考える上で不可欠な要件である．

(2) ボランティアグループヘのサポートとコーディネート

ポランティアグループをサボートするためにはまずグループの観祭が大切である．

グループの動向の中で適切な介入をしていくためにはグ）レープワークやグ）レープ・ダ

イナミックスについての理論と実践が有効である．

(3)経済的諫題

活動が長期にわたってくろとポランティアの経済的負担もかなり大きくなる。今回

の場合でいっても．ポランティアが活動に関わって必要とした交通費の出費はそれぞ

れ大変な金頷になっている。 YWCAでは従来、ボランティアの交通費も自己負担を

原則としてきたが、他団体や各種の助成金の獲符によって．ボランティアの経済的負
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担を軽減していくことが必要である e 現在、活動が定若しているグループについては

兵車県社会福祉協議会のプェニックス助成金を申請し、こうしたポランティアの経済

的負担を軽減する努力をポランティア自身の手で行なっていな

9. 7ドミニストレーター及びポランティアコーディネーターとしての役割

アドミニストレーターとしての役割については前述の組織作りの中でふれれたのでこ

こでは省略する。ポランティアコーディネーターとしての役割はアドミニストレーター

の役割に一部含まれるものではある。特に強関するならば、私自身はポランティアの研

修とサポートにその多くの時閲を●Jくことを勒めたい．
また、こうした畷務に就く人にとって必要だと思われるのはカウンセリング、ソーシ

ャルウーク、グループワーク、ネットワーキング、プログラミング、コミュニティオー

ガナイズなどの理證と実践である。また専門家を組織していくための嘘広い知識も重要

である。これらのスペシャリストとしての慟きとジェネラリストとしての慟きの双方が

あってポランティア組織1ま有効1こ慟＜．

(1)ジェネラリストとして

(2) スペシャリストとして

ポランティアコーディネーターという蓄葉は、禍社の分野ではボランティア希望者と

要援助者とのマッチングを主渋な仕事として行なう人々に使われな私自身はさらに広

い意味でのコーディネートを念頭にこの言葉を使っている。私のイメージではその働き

はまだ日本話になっていないアドミニストレーターに近いものである。

＂，まとめ

大阪YWCAこころのケア活勤がまだ継綾しているこの時点でのまとめであることをま
ずお断りしておく．

被災した人々のこころの癒しと神戸の町の復興を願って始まったこの活・Jの思いは今も
一頁して変わらない。しかし、表面に見える活動はその時その時に変化してきた。

「聴く」ことの姿勢は同じでも、その内容に従って「応答Jの形が変わってきたのだ。

事実仮殺住宅での訪問活勁が中心になっていって以来、仮設住宅の中では大阪YWCA

こころのケアネットワークという正式名称ではなく、 「YWCA仮設訪問ポランティア」

という名称を使うようにしている， rこころのケ7」という言葉をめぐる先入観、専門家
の偏見などに足をすくわれることがないようにしたいとも恩っている。

活動の中心はメンタルヘルスからソーシャルワーク的なものに移行している。ボランテ

ィア組織のメリットはこのよう 1こ活動領域にある程度の柔軟性をもてることである。被災

者のニーズで、ボランティアが応えうるごと、その結果が被災者の心身の回復につながる

ことを、私たちは出来うるかぎりに実現していきたいと思っている。このことが私たちの

考えるところのボランティアによる「こころのケアの活蜀J］である。

なお安料篇にある「漿災ボランティアを通じて．感したこと考えたこと」 （「あした

ば」 19 9 5年6月寄稿）を参照して頂くことをお勧めする。
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活動を担った方々

「心のケア・ネジトウーク基地に

教会を使用していただいて」

日本キリスト教団芦展西教会牧師 築山 泰三

厳しい寒さが続いた冬もようやく終わ，)、降リ注ぐ光にも明るさが増して来ました，堅

＜閲さしていた芦屋Jllの桜も随分つぼみがふくらんできたようです，当数会を「心のケア，

ネットワーク」の基地に使用していただいてもう一年がたちました．ご不自由な中でご奉

仕いただいた皆さまには、本当に頭が下がる思いです。

JRが芦屋まで開通して閤もなく，久しぶりに大阪に出かけ，錢湯に入って来た時のこ

とです。生き返ったような思いで帰って来た芦屋の町は暗く，閤に沈んでいました，しか

し、そんな中で、とごろどころ明かりの灯っている家やお店がありました。 99んのポツン

とした明かリでしたが．沈む心に勇気をあたえ、希望を与えてくれるものでした。 「私は

世の）もである）とのイエスの言葉を思いおこしました，その時、 「そうだ、教会も常に明

か9）を灯しておこう」と思いました．それから間もなく. YWCAからのお申し出。教会

という湯所を使っていただいて、文字通り．世の光としての活勁をしていただいたことに．

心より感謝をいたしております。教会が生き生きとしていた毎日でした．ご近所の方々も、

敬会貝も CSの生徒たち五希望と勇気を与えられた日々でした．

朝，元気ででかけられるポランティアの皆さまの明るい顔に勇気つけられ、タペには本

当にぐったりとしてかえってこられるお姿にそのお仕事の大変さを感じていました。前総

幹事の小原美代子さんとお母さまが被災されて、教会におってくださったこともきっと神

様の摂理だったのでしょう，

また~湯茶サーどスを 2 号線でごー諸できたことも感謝です．その時に中心的な働きを

された福田重坦さんはそのポランティア活動に燃え尽き、感謝しながら天に帰っていかれ

ました。いま、奥さまが熱心に教会生活をしておられることに深い神の導きを思いますコ
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ごごろのケアとポランティア活動

西原由記子

地票で愛する者~家、財産を失った人々にメンタルケアが重要だと気付き、いち早く大

阪YWCAが［こころのケアネットワーク」を組織。私は現地の顧問として資任を持ち、

1月末から 4月初めまで日本キリスト教団芦屋西教会に泊まり活動した， 2泊3日の活動

条件で集められたボランティアがつぎつぎと送り込まれて活動1ま展開されていった。

9こころのケア」とは何をするのか。受け身のカウンセリングではなく｀被災地へ出掛

けて積極的に働きかける事である。災害時における心の傷をいやすには、できるだけ早く

地震のショックを言語化すること。被災者が体験した心の痛手を雷葉に表現して頂くこと

がとても大切なのだ。その際、重姿なのは、ポランティアカ； rょい聴き手Jになることで

ある。訪問した避難所の人達は、地震で家族や財産を失った上に、プライパシーも無い湯

所での長期にわたる避難生活である。多くの人がイライラしたり、不安で眠れなかったり、

これまで、体験したことがないような感惜が出て戸惑いを持っておられた，悲しみや恐

れ、怒，）、不安、態力感、自分だけが助けられた事で罪悪惑を持ったりしている方々の話

を聴くボランティアたちは~とても疲れた。

しかし相手が語る言葉を遮らず、聴くごとにエネルギーを傾ける努力をした。空なく＇さ

めをしたり、元気付けの「がんばれ」は相手の心を偽付けてしまう。馳震のショックは人

々の心を閉ざし、周囲を拒否したり、怒嗚，)散らしたりもさせた。ポランティアは「人間

サンドバック」の役割を引き受けたコ怒嗚られたポランティアも辛い思いをしたが、受け

止める事で、被災者の心の痛みは和らぐのだと教えられた。ポランティア活動としての

「こころのケア」は大災害がもたらした料神的打撃、喪失感に対して、一人一人の生きざ

まが問われる思いであった。さらに~人と人との出会いを通して暖かさを伝え「共に生き

る」体験を与えられた。
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「＝ ＝ろのケア・プロジ＝クト」に参加して

岸岡孝昭 ('OS年 9月記）

●ポランティアの参加勒機

9ドーン」と突き上げる様な地饗きで目を覚まし家族の安全を確認後、趣味で焦めて

いる備前焼を見に行くが、たいしたごとなく安心すかもし、この時、 「どうもないか」

と声をかけていなかったら、ポランティアどころではなかったと思う。

道路（地下鉄大開駅）の陥没、阪神高速遵路の転●J,難民の如く避難所を探し．右往

左往される姿、魅力ある街並みのあまりの悲怜な変わり様はこの世の地獄です。 「今、

ごの時」何かをしなければ、これまでしてきたこと（カウンセ，）ングの勉強・地域での

ポランティア活動・電話相談等々）が．煕に等しいと思い、はやる気持ちを掴えながら

ボランティア活動に入リました。私がこごまで継続的に活勒出来たのは、大阪YWCA

の受け皿があったからです。常に温かく見守って頂き、活勤後のミーティングも時間を

かけ、充実した内容で、ボランティア仲間との連帯感と分かち合いを大りJにして頂いた

結果だと思う。

公務で、 1月18日から芦屋市へ給水応援に行き、その後10日程ライフライン復IE!

作業に携わりました。公務の限られた仕事では、満足することが出来ず、自由な活勒と

「・・,．9・ らしさ」を忘れ、 『枠組み』を外し自由に活動できるポランティアを求めていた

ところ、新聞で、大阪YWCA「こころのケア・ネットワーク」ポランティア募集を見、

これだと思い研修を受けた後｀ 2月12日から 6月一杯まで.約40日程各避難所を訪

問させて頂きました。

●参加するにあたり心掛けたこと

①無理をしない活動であること自分の出来る範罪（力量）で勁くことです。

R被災者の体験は各人それぞれ達うので、全面的に受け入れるごと

R自分を見失わないこと。自己の価値観を庇めた上で相手の価値観を全面的に肯定す

るごと（同じ目線で接するごと）

R自然体で活勁すること、自己を飾る二となく、自分の首葉で泰直で、率頂な対応をす

ること e そして｀常にフィードパックし、自己満足に陥らないことに気をつけること。

（自分の鋸が曇らないように気を付けました）

⑤継統的に活動すること。これは、粧続的に活動することによって、見えないものが見

えてくるという気持ちで活軌しました。まさに継続は力です。

●避難所への訪問活動

3か月までの活勁は、まさに痛ましい話の連続でした。動けば勒くほど返ってくるも

のがありました。重い蛍い荷物を背負い込みながら、活動することへの充実感を味わい

ました。夜のミーティングで泣き崩れるポランティアもいました。いろいろな体験が山

ほど出てきました。活動のなかから、自分が思った感情や今の気持ちを本直に表現され

るポランティアもいました。その中で『分かち合い』の意芸に大切さを学びました。
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4月以後の定点訪問活動も充実した活動でした，悟lし湯所に伺うなかから信頼閤係が

出来上がり、心の深暦まで立ち入るごともしばしばあり、密度の高い活勁1こなりました。

3月20日に起きた地下鉄サリン享件で、報道各社は昨日までの事を忘れたかのよう

にオウム一色になってしまい．震災のことを完全に忘れられた時期でもあります．被災

芍が「忘れられて．寂しい」と一言弱々しく言われたことが今も心に残っておリます。

次々と仮設住宅へ転居され、訪問するたびに避鎚所の人数は減りました r それだけに．

残っていく人のストレスは計リ知れぬものがありました。朦湯への通勤時間が長くなる

とか、子どもの学校関係でどうしても遠方へ行けないと言われる中年層が残されていき

ました。やリItのない気持ちをアルコールに求められる人もいました。この時期になる

と．私達1こ要求されるニーズも多種多様にな＇)、個別化されました。如何に惜報を的確

に取り寄せて被災者に伝えるかが、蛍要な活幼内容になりました。分からないことは次

回までに触強をして伝えることもありました，まさにソーシャルワーカー的な活動にな

りました。

●姫路での仮設住宅訪問

週末は神戸、平日の退庁後は、地域の仮設住宅へと活動の拠点を移していきました。

姶めは一人で活動しておりましたが、自然発生的にネットワークが出来上がりました．

自然な成り行きで代表になりました，私がそうであったようにポランティアや地域活動

などの社会活勁をしたいと思いながら参加出来ない人は、どごでどう参抽したら良いの

かの迷いと、戸惑いがあると思い、大きな受け皿で受人れました。大阪で貰った種を撒

いて、小さな花でもいいから咲かせ、助It合いの小さな輪を確尖に広げて行きたい、地

域の輪を広げて行くことが、大阪YWCAでオーガナイズを肌で感じ取り．育てて頂い

たお返しと思い今後とも頑張っていきたい。

仮設住宅のお年寄りは．急激な環瑕の変化で、私たちが、想像する以上に孤独感を深

めております。培い夏が終わり、秋も深まり、物思いにふける人もおられます•新しい

環境で人間関係を作り上げていくのには時が要ります n

自治会緒成の必要1こ迫られ． 99立への支援をしてきました．最初は、手さぐりであり

ましたが．地域で自治会活勁をして自然に身についたJウハウを生かしながら、エネル

ギーのある方を探し、発起人になって頂き、試行鉗誤しながら、 1か月程で 2か所の仮

骰住宅 (130戸及び350戸）で設立までこぎつけました．まだまだヨチョチ歩きで．

・一人歩き出来ませんが．窓口を一本化出来た利点を大いに利用しながら、いろんなごと

を手掛けていきたい。作る以上に継続的な支援の難しさを味わっております．今後は住

民同士の助け合いの中から、固い絆が生まれるようにしていきたい．

活勁の中から手掛けた楽は継ぎのとおりです．

1．ゴミ集積湯の変更と改良（生ゴミの臭気による苦惜解消）

2.巡回健康診断の実施を手助け

3.行政への手椛き代行及び、行政サービスの説明

4.道路の不陸整正（材料提供と住民参加作業の実應）

5.肖治会設立への支援と援助
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6．住民参加による焼き肉パーティの実施（住民と共に歩み．結束を図る）

7.生活物姿の支援

8.一人暮らしの老人の友愛訪問

9.就職の租蔽

10.仮設住宅の改良（柵付け、段差解消）

11.住宅周辺の渚掃作業への支援

12.被災者復興支援会議の開催斡旋

13. 『広報こうべ』の一括申込手続き等

14. これらの根幹にある「こころのケア」活動

住民のニーズ1こ的確に答え、住民の自立を促していく應の長い継続性のあるポランテ

ィアでありたい。何分、手作りのポランティアで、賓金不足ですが、素人は莱人のよさ

を出し．心と心のつながりを大切にする活動をしていきたい。

●ボランティアをして思うこと

厳しい状況下の中へ自分を投げ出し｀それぞれの思いで活勁をしましたが、悩んだり

落ち込んだ＇Jしながら、共に成長したことは確かです．一番身近にいる家族からかわっ

たねと言われたことが一番焙しい出来事でした。

燃え尽きることなく活動出来たのは．毎日のミーティングと 3週閲に一度の全体ミー

ティングがあったからです。自己関示が自然に出来、楽しい一時でもありました．どん

な活勁でも．活勁後の報告会の必要性を体醗の中から学びました．

私自身．燃え尽きないようにしたごとは、思い荏物を背負わされないようにしたこと

です。…...どのようにしたかと言いますと、活助後、いくら疲れていても、活勁記緑を

害くことでした．ミーティングで積み残したことを．キーを叩きながら吐き出し、気持

ちをフロッビーの中に包み込むことでした。感じたこと思ったこと、辛かったこと等

々をキーを叩くことによって．忘れることが出来ました。後日、落ち若いたらゆっくり

と目を通してみたいと思っています．

行政に対する不満の多さも気になりました．私も．行政の一・端を担っている者として、

心苦しい出来半が幾つもありました。気持ちだけ、枠糾みを魃えて対応して頂ければ．

どれだけ満足してもらえたことか。痛んだこころに、思いやりの気持ちを持って接して

ほしいと思う串が、しばしばありました．物事を多面的にパノラマの様に見．住民の二

ーズを的確に捕え判断することの必要性を、まなびました．

●今後の課題

昨日まで．普通の生活をされていた人が．一番安全でなければならない家足を震災で

失い．伎設住宅に入らなければならなくなった人の気持ちは、図り知る率の出来ないほ

ど、心の傷1士深いものです．

避雛所などでお互いの体験を語り合い、自然に心の傷を癒す事が出来たと思うが．仮

設住宅では、一人で悲しみや苦しみを抱えこみ、偽を深めて行かれる人も少なくない．

生活への不安は大きく．不眠．イライラ．食欲不振、不慣れな土地への不安から．老

人の人間院係のこじれ等々を訴える人も多い。うつ状態・アルコール依存症の人が、ま
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すます増加しているようでもあります。

被災者の中で、落ちこんでごられろと、他人への依存心が強くなり、ポランティアに

なんでもかんでも求められます。助けてあげたい．支援もしたい気持ちに陥，)ますが、

深く関わり過ぎるとかえって相手の立ち直りを遅らせる可能性を秘めている。被害者の

自立を促すためには、一定の距離をおくことが必要と思う。しかし、杓子定規な活勤で

は、僭頼関係は生まれず、こころのサポートは出来ない，いるいろと起きる未知の問題

に、試行識誤しながら取り組んでいかなければならないと思かけっして、独りよがり

することなく、活動の中から知りえた仲間の支援を得ながら．細く長くではなく．太く

長い活動を継親していかなければ，と思います。

「ポランティアが被災者の自立を妨げている」などの声も聞かれますコ確かに一部

のポランティアがそのような結果を招くことをしているかもしれないロボランティアの

問題として、仲閤同士のネットワークを作り會連携を取っていく中から解消し．互いの

レペルアップを図れたら、と思う。

仮設住宅の入居期限は 2年ですが、すべての入居者が期限内に仮設を出ることは出来

ない。 「恒久住宅の建設は越れるだろうし、仮設住宅団地がなくなる時期など會想偽出

来ない」安い複興住宅が多く出来ればいいのだが·．… o 仮設住宅がなくなるまで•ポラ

ンティア活助を続けて行く、地味な活動のなかから、将来の嵩齢化社会に向けた活勁拠

点が出来れば．と思う。

阪神大震災という、世紀の自然災害＾の関心が、オウムの地下鉄サリン享件以来薄ら

いで行く兆しであるが、マニュアルのない、未知の問題と取り組んで行かなければなら

ないと思います n

堀河昌子

1月19日の想像を絶する地震の災害の模様がTVを通し報道され続ける。 18日の知，)合

いの安否を確認するため．水と食料をかつぎ西宮北口から歩いて線路ぞいに仁Jl［に入る．

崩壊した美しかった古い日本家屋の無残な姿に言葉もない。何か出来ることがあれば何か

をしたいという思いに心勁かされてここまで来たが、引き統き何かポランティアとして参

加したい気持ちに心動いた。

さそわれるまま「心のケア」ボランティア募集説明会に出てはみたものの金さんの心が

まえのオリエンテーションは厳しいもので動揺してしまった。 たごで辞退して帰るも一

つの立派な勇気、ポランティアとして参加することが私に許されているかどうか、しっか

り自分に問うて19しい」

心に傷をおい、苦しんでいる被災を受けた人逹の話を今聞くことは出来るのではないか

という私の、思い上がった熱い判断を押し留める事は出来なかった。しかし実際に避雉所9こ

入り話しかけるまでは、不安と自分の思い上がり19、人をかえって傷つけてはしまいはし

ないかと反問し績ける有様であった。先輩の f今自転車で走って来て目にした街の風尿を
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しっかりと心に刻み聴かせていただく気持ちで対応すれば大丈夫だから」との励ましに勇

気づけられ、中央区、湿区、東灘ば等の各避難所を伺い多くの人逹との出会いを持った。

その後大分旅行、ビタミン Iのキャンプスタッフとして参加させていただき今思うことは、

お話を聴かせていただいた多くの方々にとっては rおじやま虫」の感はあったかも知れな

いが「ああ…あの時死んでしまった方がよかった．今のこのつらい思いをするくらいなら」

と涙しつつ話されすぺてはき出された後 f少しすっきりした。ありがとう」と言われた＇）

すると、はけ口として受留めてもらった事に感謝の気持ちで一杯となった。私だけでなく

苦しい思いを夜のミーテイングの湯で共有し合いながらのポランティア活勁は組織の働き

として沢山の人を巻きこんでの継統の力となり、共に生きている思いを実感させられ幸い

でした．

秦陽子

昨年1月の阪神大震災を契機に、私は何か出来ないかと大阪YWCA心のケア活勁に参

加し、かつて経験した事のない蓑蛍な半年間を多くのポランティアと共に味わった。

二月中旬から少しの研修を受けただけで｀まだ混乱した避難所に入，）下体育餓や教室9こ呆

然と座る被災者の方々に声を掛けて行った。私にとっては全（初めての経験で、天災で家

族や家、財堂等の生活の基盤を突然失い、苦しみのどle底に窟かれた避難者を前に慰める

言葉さえ解らなかった。最初は見ず知らずのピンクのスカーフを培けた我々に、人々はけ

げんそうな表情で対応するが、しばらく話す内に心を翡いてくださり、しだいにほぐれて，

帰る頃には表情が明る（変わって来られたり、 “よく来てくれたね”と喜んでくださる方

もあった。避雑所での生活も最初は食ぺ物が配給されるだけでも嬉しかった享が、良くな

ると、家族や仕事，行政への不満等による様々のストレスがたまり、周●の人間関係の摩

擦も生じて来た，見知らぬ他人と何ヶ月も同じ空間で暮らすというかつて経験のない日々

を送る辛さは、我々には容易に理解できない。だからこそ、行政の人でも、同じ避難者で

もない、中立の人間が時々訪ねて行って、その方達の日頃の愚痴を吐き出してあげる事は

意藻のある享だと思った。しかも半年間という長い間、同じメンバーで同じ場所を訪ねる

とお互いに顔見知りとなり、何かそごに暖かいものが通う様になって来た，人間一人は弱

い存在かもしれない。しかし人は今回の様な天災に突然襲われ、再起不能とも言える状態

からでもやは＇）、何とかして立ち上がらなければ生きてはいけないのだ。その時に物質的

な援助は勿論必要な享だが、心の援助もあるのだという事をこの活勤を通して感じた，そ

して突然巽う災者は決して他人享ではなく、いつ自分の身に振りかかるかもしれない。そ

の時私は果たして今回お会いした神戸の人達の様に明かる＜立ち上がる事が出来るだろう

か。この活勤を通して私は、人間の盪い面も垣間見たが、又，逆の美しいすばらしい面も

多く見る革ができ本当に感謝している。被災者の方々の一日も早い復典をお祈りしたい，
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大西恵万 ('95年9月記）

心のケアとは一体どの様なことをすれば良いのか， 1まっきり言ってとても不安で一杯だ

った，突際、若朕にたどり若き，建物が崩壊し．道路のあちこちにひびの入っているのを

見て、地盤の恐しさ，雑道では見るごとのない様々な部分を見た，そして一日 1こ一度はく

る余哀大学時代を神戸で過した私は非常に悲しくなり、友人、先生などの安否を問う

のにも動揺がかくせない状態だった，あの街の為1こ、友人達の街に何かをしたい。ただそ

れだけの気持ちだった。学生時代からやっていたのでポランティアには何の抵抗もなかっ

応しかし状態が全く羮なる今回はI•] もかもが初体験だった，

，，数の方々が犠牲1こなり、死について又．改めて考えさせられる場面に多く遭遇した。

五千人の死者と、五千件の人間の死亡というのでは全く意味が異なるのだ。その五千件中

の何件かのお話を聞いたりすることの離しさ、人の心の純粋さ、そして悲しみから絶望，

本当に身につまされる場面の連続だった。しかし、暗い話ばかりでもない・話をした車の

ない人々とのコミュニケーションを取ったり．ふだんあまり接照のないお年よりとお話を

したり、と未来に向って明る＜前進していく人々の姿も見た。自分に何が出来るのか、何

の為に神戸に来たのかと自貨の念に打たれる時、 「わざわざ来てくれてありがとう。」こ

の言葉が、エネルギーにな＇）、元気づけにいってるハズの私が元気づけられて帰ってきて

いるのであ知

本当に言葉では言い表せない体験がたくさんあった。そしてこれからもあるだろう。私

の中での心のケア1ま、自分自身のケアでもあると思っている。体験したことを経験化する

ごとによって、後世に語り継いでいくことが出来ると思，う。しかし、私は今回はっきりと

確信したものが一つだけあった n それは~ 「人閉の心を和ませる事が出来、ふれあえる事

が出来るのは人間だけだj ということである。これが心のケ7ネソトワークの最大の目的

である様な気がする。しかし、私はこれを信じて、ポランティアに現在進行形で参加した

いと思っている。人々が楽しく、そしてすばらしいあの神戸の街が再び現れることを信じ

て。

大煩知子 ('95年9月記）

1 9 g 6年3月 23 日、自分自身を振り返るために~神戸 YWCA に足を遜ぷ藤森さ

んの講演 9こ耳を頌け、また會金さん~西澤さんをパネリストに迎えたシンポジウムに参加

する。私が心のケアの活動に携わっていた時に~援助してもらったり、一緒に活勁した仲

間である U

まず 手共けたのは~ピンクの冊•f·作り。 「こころのケア 災害のあとに」である， 1

月28日から現地に入り人達が持って行くのに間にあわせるために必死に作ったのを記滋し

ている。募築によって、ポランティアを槃め何度となく勉強会をした。そして、現地に行

って来た者が、次に行く者に引継ぎをすると言う形がとられた。絡えず~ レタチャーを受

ら
16
 



け、リーディングすることを重視していた，自らの体験を涙ながらに語る者もいたc

私自身は、 2月中句と 3月下旬に現地へ入った。 2月の時は、まだまだ地展の恐地が忘

れられず眼れない話や、当時の様子 (9時間後やっとの恩いで助けられた）を涙ながらに

語ってくれた口老人の体に手をや ＇Jさすってあげていた私。それしか出来ない無力さを改

めて感しる。箆市を乗り継ぎ｀歩いて歩いて何校の学校を訪れたことだろう n 教会に戻リ

日誌を誉き~一人ひとり＾~国あった事をリーディングする。家に持ち帰らない為いでも、

何事も無かったように人々が楽しそうに語リ合い歩いている大阪に戻ると、何だかいた

たまれない気持ちになり、胸が痛かった。

3月下句に入った時は、ポランティアが撤退し、自助グループでやっている所も増えて

いた。今まで、現地に入り、ポランティアとして活躍していた人が入院して会えなかった

事が悲しかった。また、仮設住宅の当選発表の時期で被災者の緊張感も高まっていたのを

覚えている。新たな不涜や不安を感した。

あれから 1年。人々の記憶から薄れていく現実。今、私に何が出来るかもう一度考えて

みたいコ

●備考 攪わった活勁

1月下句

2~3月

5月

湯茶サーピス（国道 2号線沿）

心のケアネットワーク

ピタミン［キャンプ

7月（育少年）祭災チャリティーパーティー『忘れてへんでKOBE』開催

猪狩公子 ('OS年9月19日記）

1月 17日の阪神大簑災では、西宮に住む実家の父と弟が被災した c 帰る前に勺父の様

十次第で、出来るならばポランティア活動をしたいと考えていた。父19私がポランディア

をする事を、とても喜んでくれた。八十ニオになる父でさえも、何か投立ちたいと感じて

いる禄子だったので、その気持ちを一緒にと思い父の思皮のデイパ j クを背おって心の

ケアチームに参加し、避難所を回った。

遥写して三泊五日のポランティア活動しか出来なかったけれど~被災に会った方や下ポ

ランティア仲閤とのいい出会いがあった。仙台へ帰った私をまっていたのは、平和な街並

みと、震災後四十日しか経っていないのに、地痰の学は、二，三度謀援金を出した事で、

多くの人達ば過去の話題になっていた。テンションの高いまま帰って来た私と、通営の

くらしの人とのギャ 9プは大きすぎ乞 「仙台では私がいなくても何も変わりはない。芯

が生かされて、私らしく活動出来るの19、もう神戸しかない。」などと完全に自分を見失

いしばらく蕗ち込んだ。友人に神戸でも君女が必要とされた事19 わかるけれど~私達も

黄女の掃りをまっていたのよと留わむやっと気を取り直したコ大きな災害地でポランテ

ィア活動をして帰って来ると、私の体験した心の勤きは異常ではなく、あたりまえの心の
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反応だったのだと．時間と共に理佛出来た。

心のケ7チームの根に、避難所を回って蛍い話しをきいた後の痛い思いや、苦しさや悲

しさを持ち帰って来ても．あとのミーティングで、共に濡みやつらさを分かち合い．お互

いの存在を認め合える仲間がいた享を、幸せだったとあらためて感しる。

仙台でも、いつ阪神大痰災のような大きな地摂が起きないとはいい切れないり

しかし、大きな災客が起きても．心のケアチームの仲間達が、早い段階から心のケアの

為に避難所を回ってくれると私は信じている．心のケアチームに参加して．こんなに大き

な安心感をもらって来たと思うと“うれしい！1” 私も、どこかで災害が起きたら（起き

ない峯を願っているが）哀袋と水と食料を背おって出かけて行こうと思っている．

高田朋子 ('95年9月記）

「こころのケア」ポランティアに参加して｀ ‘‘ポランティア”って何だろうって、深く

考えさせられる機会を与えられた。このような機会を与えて頂いた意味というのは、非常

に大きかったと礁僭しております。

なぜなら、頭の中で描いていたイメージと、実際に体験したものとでは、遠っていたか

らです．それは、活動自体が、という意味ではなく、自分自身の姿勢というか、ポランテ

ィアを通して見た自分自身の姿が、です。

「何か．人のお役に立ちたい」という純粋な気持ちから出発したにも関らず、私の場合、

結周、奉仕のための奉仕で終わってしまっていました．

どうして、ごの活劾に関るうとしたのか（動機）何のために（目的）このことが白分の

中で、明確になっていないと、絶えず葛藤と自己矛盾とに苦しむことになりました．

心から喜んで活動に関っていない限り、なかなか長続きすることができません。細々な

がら、何か大きな目的絨を持って、こっごつと統けて行くことの難しさを知ると同時に．

その大切さを学びました。

それにやは，）、自分の中に大きな支えというか、何か使命感みたいなのが必要ではない

かと感じます，

それから、ポランティアをしていく上で、参加する一人一人が真に自立していることが

求められると痛感致しました。人からの指示を待っているようでは、そして．人に依存す

る気持ちがある以上19務まらず、社低限、自分のことは自分でできる彎という基本的な立

揚がクリアされている上に、人との閤係を作っていったり、協力し合って行くことが大切

だと痛感致しました。

自分の頭で物を考え．判断し．行勁していけるような人間を目指して、日々がんばって

いきたい！ ！そんなごとを思わせて頂ける活動でした。

いろんな率をじっくり考え、自己と深く向かい合う磯会を与えて下さった「こころのケ

アJに感謝しつつ、ペンを意きたいと思います。
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キャンプリングで、こんな歌があります，

友遠9こなるために人は出会うんだよ

どこのどんな人とも

きっと分かりあえるさ

友達になるために人は出会うんだよ

同じようなやさしさ

求めあっているのさ

今まで出会ったたくさんの

君と君と君と君と

君と君と君と

これから出会うたくさんの

君と、君と，君と、君と

友達

南弥生 ('95年9月記）

決して起こってはならない大規模な災害でしたが、その中で、私たちみんなが、いつしか

忘れてしまっていたことを思い出させてくれるきっかけとなったことも、また紛れもない

事実です．

人間は、全てをなくした時｀初めてそのものの大切さに気付きます。今はまだ、失った

ものの蛍さに潰れてしまいそうな心を持ち直すことに必死ですが、やがて、そのものの大

切さに気付かずこの世を去らなくてよかった、と思う日がきっと訪れることと思います。

いえ、思わなくてはいけないのです。どんなに現実逃避しようと、起こった事は紛れもな

い峯実なのですから。

でも、急に心を切り替えることなんて、出来なくて当たり前なのだからゆっくり、ゆ

っくり、心を整理して・…・・あなたはまだ、この世でやるべき使命があるから、こうして、

生きているのだから・言・・・・せっかくの与えられた人生を、あなたはあなたらしく會精一杯生

きて欲しい。

そしていつも、あなたの周りには、そんなあなたを支えてくれる仲間がいる U

そのことに気付いた時、あなたは・・ノ人間全ては、一つ、大きな撻を越えられるんだと

恩います。

原ー技 ('95年9月記）

1 9 9 5年 1月17日末明、阪神大展災発生。何か援助できるごとはないかと捜してい

る時、新聞で大阪YWCAの活勒を知り、早速に連粋を取った。-—週間後に大阪YWCA

のミーティングに参加。すぐその場で登録をし誓約書に署名捺印をして活動拠点＾行くこ
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とにした。

2月14日より 18曰まで、三泊四日分の準備を、リュックに詰め寝袋を用意した．

芦屋市西山町の若屋西教会を拠点に、 2~3人でペアを組み、芦屋及び東海区内を中心

に、各避難所を寿ねた。

帰路、余りにも強烈な状況に私たち{9問は言葉少なげであったが~芦屋1]［の畔に音森ナ

ンパーの繁察車が倅まっていたので、思わず「ご苦労様。」と声をかけたら、車内から見

革な ＇Jンゴを 5個頂く。そごで交わした何気ない会話が、な9こかホットした安堵の気持ち

にさせてくれたことを思うと、数こそ少ないが訪問先で器ってくださった、お一人お一人

の気持ちが少しでも関放されてくださっていることを願わずにはいられない．

大きな災害にあった時人は心に深い偽を負う、特に小さい子どもや老人たちの心に出来

た傷を痘すことが必要です。子どもは環境の変化に上手に1韻1ぶできない、老人には時間が

足らないのです u

私自身東京の家族と離れ、静岡県謀枝市に第二次世界大戟のため、致年少の学蛮として

昧開、そこで東南海地粟に還いました。 （戦時下報選統制のため、学章が死としても肉絹

には知らせなかった。）幼かった私には余りにもショックだったのか、それ以来夜衷る時

は上を向いて寝ることができず、 20年の歳月を経てやっと上を向いて寝ることが出来た

ことを思うと｀良期的ケアが必要と感じます． f心のケア」は決して身構えることではな

く、自然な対応の中で継練するごとであると思います。

大阪ビフレンダーズ 自殺防止センター

横田康生 ('as年9月記）

平成7年 1月17日未明に発生した阪神淡路大裟災で、神戸にある実家の寺が倒壊した

との連絡が入ったのは、翌日のことでした．

家が擦れたというだけでなく、家とともに人生の歴史の一~部分が．ガレキの下に埋もれ

てしまったという慮じでした．こうした思いを胸の奥に、 ｛自殺防止センターJのピブレ

ンダーとともに“こころのケア”の活動に参加しました。

二泊三日の活助に先立ち、吉屋の町でばごろのケア、災客のあと1こJのピンクのパン

フレット＆配布しました•

私たちが避難所をまわったのは2月末、猥災発生後40日が経過しているた立避雖湯

所となった教宜も体育館も公國も會昼間は人影がまばらで.被災された方々も生活のリズ

ムをとりもどしつつあるかのようにみえました。しかし、各々異った生活様式やニーズを

持っていたにもかかわらず、痰災と同時に被災者として両ー的に扱わむ個人をたいせつ

にしたキメの細かい救援が困雖なため、その思いは複雑多様であったと思われます c

比較的元気よく話し続けてくださる方、ぼつ＇)しまつりと話される方、声をかけられるの

が迷惑そうな方會煕表惜に一点を凝視している方、私たちにできることは、話してくださ

る一言～“言をたいせつにお問きすることだ叫お別れするときに、 「お身体に気をつけて

くださいねJとしか言えない無力な自分へのいらだたしさ、 「ま芦ピンクのスカーフを
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つけた者がまいりますから・ ・・I 「よるしかったらここへお奄話ください」と、パンフレ

ットをお渡しするときに｀グループで活勁することの力強さを感じたのが．せめてもの救

いだったのかもしれません。 3H間に多くの方々との出会いがありました，活勁から 7ヵ

月経った現在でも、あの方達はどうしておられるかと心にかかります，

まだまだ問題は山積され、複興には長い年月を炎することでしょう，失われたものはあ

まりにも大きく彎誰もが元道りの生活をすることは望めないのかもしれません。

自然は時として猛戚をふるい、その前に人間は無力なのかもしれませんが、力を合わせ

てそこから立ちあがる人間の力強さが｛苦じられる昨今です，あまりにも経済湛先の社会投

，，，が今回の惨事に拍阜をかけ｀一部は人災ではなかったかとの反省をふまえ、災客に強い

街づくりをすすめていく社会体制が切望されます。

一方、 ‘‘こころのケア”は今後も息長く続けていかねばならないものと考えられます。

今匝lの体験では多くの幸を学びました，このことを生かし微力ながらも自殺防止センタ

ーのビフレンダーとして-心をたいせつにした活勁を続けていきたいと願っています。

東京都入王子市森田 仁 ('95年9月記）

いつもと同じあわただしい出勒前の朝合時、 NHKのテレビでは、岡山・名古屋間の

新幹線が不通になっているとの報逍．詳しいことは、何も報じられていなかった． 「何が

あったのか」と気に留めながらも、年前6時50分に自宅を出た． 9時半過ぎに出勤し

てきた同僚から、関西で大地震が発生した．と知らされる。

私の手元にば、展災後、毎日＿経団連 1％クラプからの「施災救援ニュース」や神戸県

庁発行の「虞災ニュースjが届いていたー業務での救援活勘が一段落しようとしていた矢先

に、朝日新聞で「こころのケア・ネットワーク」の研修会開催とポランティア募築の記辛

が目に付き、その時．最も必要な活勁と恩い．参加した。現地入 ，Jできたのは、 JR新長

旧釈が停車可能になった 3月10日である。避難所のとりまとめをしているボーイスカウ

トが勺まった＜口を開かずに心配していたオジさんが「火柱が立ったんだ。本当に恐かっ

た」と話してくれた後、ニッコリ笑って少し胸の内を打ち明けてくれたことや、知的隙害

者の男性が「累災前の一一人葬しより．避難所に居る方が砦親切にしてくれる」と聞かされ

たこと、アルツハイマーの老婦人の他み享を聞くにつれ．災害弱者と言われる人々に．

「心のサポー 1ゾのポランティアには、ソーシャルワークの観点が必要であると強張して

いる京都造形大学野田正彰教授の言わんとしていることが、肌で感じられた．わずか、 2

泊3日の東京からのボランティア活動では．一期ー会の気持ちで、被災者の方と接するし

か方法がない。今後の被害への備えとして、 「心のサポート」のボランティア活動の組織

化力と攪動力や私たちポランティア一人ひとりが支援者として、さらに、力を付けること

が．切に望まれる。明日、起こるかもしれない災害に対してロ
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片山ゆみ ('OS年 9月記）

心のケアポランティアに、 2月20 Eから 22日までの日程で参加した。この 3日間、

>HKの人たちと一緒に活動する形となった。もちろん、活動といってもカウンセリング

を共にしたというのではなく~彼らには、取材という仕事での立湯があった。

心のケアポランティアを終え、しばらくたってから NHKの人から電話があった。 「活

動後の気持ちを聞かせてほしい」ということであった。混19、カウンセリングの経験はな

かったが、被災地の人たちと話をすることで、自分自身も変化することができた、という

ようなことを伝えた。すると、次ぎの言葉が返ってきた。

f 正直首って、もっとカウンセリングをしている~という湯面をとりたかったんですよ

ね。世閻話のような感じを強く受けると、番組をみている人に、活動の様子があまりきち

んと伝わらないような気がするんですJ 「カウンセ，）ングJができたのかどうかと問われ

ると、自信がなく辛い気持ちになった。

でも、 「さっき手配してくれた、あのパスで、お風呂行ってきた。何日かぶりで気持ち

よかった。ありがとうなJという障害者の方の言葉などと思い出しながら、自分は神戸に

行ってまちがってはなかったんだ、許されたんだ~と強く感じた。

心のケアポランティアに参加するための説明会に行った時の、金さんの言葉がとても印

象的に残っている。 「自分が行くことが許されるかどうかよく考えて、ポランティアに参

加するかしないかを判断してください」

この言葉は、どのような活動にもあてはまぶと考えている。今後、ポランティアに参

加する際、自分に問いかけ、考える時間を持ちャ貴任ある活勁をしていきたい書と強く惑

じている口

涛水純子 ('95年9月記）

白い沈丁花が鎮魂歌の様に造ゆく人に語リかけていた三月、普段着でこのたびの『ここ

ろのケア』に素人ながら参加させて頂きました。自分流9こ罹災者の方々に接し、自分流の

『こころのケアiについて考えさせられています。

避難所の大きな明るい教室の入リロの前で、第一歩の足が出ず棒立ちになっておりまし

たら、 「今出かけてきます。後でお話しましょう。」と声をかけて下さった女性に出会い、

足が軽くなり、入り口から奥の方＾厚顔にも進んで行きました，ニコニコしている人生の

大先輩の女性がおられ，その方のところへ伺いましたら、ご自分の座布団、膝掛けを勧め

て下さり、ご自分から，小学校に行く亭が出来なかった頃から，今回の震災までの苦労話

をされ、私は相槌を打てばよいだけでしたが，それだけにいつ、どの様にどの様な相槌を

打てばよいのか（特に涙を流されて話されている時は頷く事だけしかできませんでした，）

が、非常に難しい事であることを最初の方は教えて下さいました，そうして自分流の相槌

の打ち方の数々の失敗から、相槌の重要性も教えて下さいました。
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この方とは対照的なのが、暗い大部屋の暗い片隅におられた女性でした。入り口から遥

か遠い暗いところに多くの方がおられ、どなたも顔面蒼白で~特に気になりましたのは、

磁石で吸いつけられる様に近づいた私の存在を無視して~一人でトランプをしていた女性

でした。 「トランプ占いですか？ J と申し上げると~ 「話したくない。話しても照駄」と

言われ、無秩序にトランプを並べていました。そこで~口下手の武器としてもっていった

造花を登場させ｀ 「お花好きですか？」 「好きJ 「お好きな色をお取り下さいJと申し上

げるとアネモネの各色を取られ、しばらく沈黙で凝視され、 「これ自分で造ったの？私も

和紙でいろいろな花つくった'”・・」と造花談蒜に花が咲き、そのうち器用なてつきで、テ

ィッシュで梅の花をつくリ始めました。造りながら怖かった体験震災で全部亡くされた

事などを涙ながらに話され、梅の花が出来上がる頃には「アパー 1ヽ捜さなくちゃ。姫路1こ

行きたい。」と言われ、そこから二人で「姫路99いいとこどだよね心と姫路の話に夢中

になりました｀そのうちに「アパート自分で捜す。どうしたらいいのか教えて」と積極的

に鉛筆とメモ用紙を準備され、獲物を見つけた猫の様な眠、いまだにティッシュの梅を見

るたびに思い出されます。

素人で器用に罹災者の方々のお話相手になることが出来ず、言薬での「こころのケア」

からは程遠い有り様でしたが、自分流の造花のアネモネが、今では私自身を叱咤激励して

くれています。この自分流を生み出す苦しみ、楽しみをこの度の経験は教えてくれました。

重要な体験の機会を私にお与え下さいました大阪YWCAの関係者の皆様に心よりお礼

申し上げますと共に、罹災者の方々が、自立と一歩でも前進しておられますよう願って止

みませんロ

大田康子 ('95年9月記）

大阪は河内、比較的謡れの少なかった地域と、ではあったが、それでも、 「もはやこれ

までJ と一瞬の党悟の如きものを経験した。

地震発生以来、たくさんの事を考えた．日々新たに伝えられる情報に．一怒ー憂し、極

諭すれば何一つとして喜ばしいニュースなどあろうはずがなかった。例えば、どこそこ

でポランティアがどんなに活躍し、どれぐらい喜ばれているなど聞いても、それは真の喜

び．無条件の喜びや幸せとは遠い。テレビを見るたびにドキドキと胸が苦しくなり｀喉元

が詰まるような気がした。 YWCAのこころのケアの募集に応じた。たまたまカウンセリ

ングの経験がわずかにあったので、これならいけると思ったからに他ならないが、説明会

で金さんの火傷しそうな熱い言葉を聞くにつけえ~帰ってしまうべきか迷ったが、じっと

席を暖めながら、やはり私は神戸の人のためにではなく~自分の淋しさのためにここにる

んだと思えてならなかっだ。自分の中に地震で露呈した「寂＊ （わびしさ）」を抱えて赴

くのはあぷないなあと感じつつ、 「やめる勇気」を出さずにいたのだった．

三月半ばを過ぎてから、二泊三日で現地に入りをした．二か月が経っていたが、そのあ

さましいまでの爪跡1こ足が震えた． JRが陥ちていたり、ビルが崩れている様子より、さ
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さやかな人の営みがもはや二度と立ち酉れないような修正不能の露な傷をさらしている

いることに衛繋を受けた。

四月からは~地域を定めてもらって同じメンバーで同じ人達を訪問すうるようになった。

春が深くなるにる 1ナ、人々の数も少しずつ減少し始め、がら一んとした体育組1土妙にわび

しかった。と共に、単に共感するという立湯のカウンセリングの基本技法では、十分に機

能し得ないことを痛切に感じはしめ、五月の連休明けから行くのが辛くなってきた。ケー

スワーカー的なことも求められるようになるとその重い心の負担はさらにはっきリとし

た「困難」が加わるようになったのだ。同じグループの中の人達のアドパイスもあって、

六月の後半は休ませてもらった。

何か少し1i役に立てたと思っていたが、何も出来なかったという思いも強い。けれど、

私は見たことも聞いたことも決して一生忘れないと思う、それだけが私のなかのささやか

な確認である。

坂田美恵子

九月—+-＾日

楠本節子様

前略 お元気でしょうか．

記録集原稽苺築のご連絡を頂きながら｀時間的に間に合わず、大変申し訳なく思ってお

ります．

ちょうど夏の忙しい時期で、余りお休みもなく慟き続けておリました，一緒に伺いまし

た男性は（消烏と申しますが),この九月十五日に結婚を致しました。彼の方も準備やら

引越しやらと忙しかったようです．

短い問間で、それもたった一回のみの経験でしたが、いろいろ考えさせられた衰蛍な三

日間でした。ごれからも自分で出来る範囲で餓けていく稜りです，

これからもお元気でご活躍下さい．
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『1年を経過する神戸から帰って1

心のサ・艮ートワーカー・神戸支援部・三木祥子

先日、 1月17日。複雑な思いで現地の追悼の映像を見つめていた。
涙をためた目で、9しからの哀悼の気持ちを込めなから・ • ・ロ
2日前の1月1,ョ。原章子、浅井春美両氏と共に、再び神戸(Y9CA救援センター）へ
訪れた。その日の大阪Y9Ci“心のケア゜ピタミン1座・特別公演了ししんがきても

春くるもん！」（聞いただけで涙が出そうなタイトル）は、オープニンダの・風にな

りたい”の歌と、芸人一座校長•金香百合さんの挨拶と共にその蓋を開けた。ビタ
ミンI座は被災地に住む子供たちでつくったちびっこ芸人によ 9 て` 勇気＇` 元気マ
.'やる気”“笑い’そして・まごころ”を被災地の方々と分かち合おうという一座であ

るっその公演の歌、ダンス、人形劇、パントマイム、詩の朗読Iなどれも元気でかわ

いらしく感動そのものだった。皆その舞台に感放して、あふれる涙を拭い拭い楽

しんでいた。最後の挨拶の“皆さんの胸にチューリップの花は元気に咲いている

でしょうか9そのチューリ yプを1つの野原に一緒1こ咲かせましょう！言葉1こな

らない思いを皆さんと分かち合えて、とても嬉しく思います。＇という金さんのメッ

セージがとても印象的でステキだった口 そして、そのあとに設けられたお茶の

会では、いつまでもたくさんの人がその場をたつことを惜しんでいるようだった3

おじゃま 1こならないよっに、またできる範囲でしか手伝えなかった私たちを快

く受け入れてくれて、・今日はほんとうに来てくれて嬉しかった。ありがとう。神

様が、3人のステキな天使(ObJectioa9)を贈ってくれたみたいだった。”と、涙をこ
ぼしながら、いつものやさしい笑頚で据り返してくれた金さんの手の唆かさとそ

の時の言葉にならない思い”を大切に東京で見守っている皆様にも伝えたい

と思った q

その感動とは裏腹1こ次の日、16日。神戸Y・救援センターでの雑用と仮殴住宅へ

の布団運びなどを通して地元の様子を目のあたりに見て鷲く。いまだに救援セン

ター近くの公園1こギッシ，)と埋めっくされたような私設のテントやベニャの家

の数々っ昨年3月に見たあの時と何も変わっていない状況が、今も根を生やしたか

のようにしてそこにあった。当所1まただの・仮｀＇の住まいとして造られたはずの私

設テントやいまだ残っている避難所の中の人々。 2度目の厳しい冬をとんな思い
で過ごしているのかと思うとまた涙が出てくる。•あれからボランティアの数19

どんどん減ってきているけれど、1年経った被災者の状況1な震災直後のそれとあ
まり変わらない。”と言う救援センタ＿の前田さんの目か悲しそうたった。

あれだけの大展災を考えると1年という（ぎりはあまりにも短いかも知れない。
ただ、いまだ｀復興＇ところか“復 1B'すらできていない現地0車を思うとその間
政府は？県は9市は？ほんとうに最善を尽くしていたのかしら9という強い憤り
を感じる口ほんとうに1日も早く被災者の方々が普通の生活を取り戻せる事、そし
て少しでも深い悲しみの念が薄らいでいくことを心の底から願ってやまないc

それに伴って、今後もできる範囲で今回のようなチャリティーを考えていきたい。

最後1こ、あらゆる形て阪神・淡路に関わってきた世界中のポランティアの方々に

＇もらろん 1今日いらして下さった皆さんにも）心からの敬意を表したい3 もしか

すると、もしろこれからとう関わるか？が大きな諜題かもしれない けれと，
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あと どれくらいの

底れぬ夜を

過ごしたら

あなたの心は

安らぐのでしょう

心に姿があるのなら

悲しみの分だけ

切り取って

碧の海に

帰せるのに

大地のもとへ

帰せるのに

人はいつか

時間に包まれ

思い出の中に

生きられる と

誰もが優しく

そう 言うけれど

あなたの ために

何も出来ない

あなたの ために

何も言えない

あなたの心に

ただそっと

私の心を

重ねるだけ・・ • ・ ・ ・ 

あなたの心に
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そんな言葉
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私の心を

里ねるだけ・ • ・ • ・ • 



細国七ンター

＂皮設住宅訪関グループ」から

秋山佳子

「00さん、寒かったけどお変わりありませんか？」 「お陰さんで。あんたらもご苦労

さん。」いつもこんな挨拶から会話が弾みます。予期しない出会いから始まった西宮の仮

設住宅高齢者訪問も llヵ月目に入りました。殆めの頃は避難所から移ったばかりの方も

多く「何の用？」と冷たい応待を受けたり、 「気の毎なお年寄，Jをだましに来たのか？」

と思いがけない言葉をかけられたりもしました。

でも元且以外毎週月曜日に休まず訪問を重ねた結果。今では 10数軒の皆さんが待ち受

けて下さ ，J、訪問メンパーも 30名を越えました。梅田センターのパレットやリーディン

ググループ、千里センターの会凡 l日会貝、若い専門学校生、そして会貝外の方々。みの

り会のメンパーもクリスマスプレゼントに帽子やマフラーを編み、北野病院スタッフの皆

さんもお茶菓子を提供して下さっています。ごの訪問のお陰で色々な人の輸が広がってい

ます。

訪問先のお1人お1人のお話から私たちは自分自身の老後、高齢者問題。そして今の政

治のあり方等色々と学ばせて頂いています" 3度の大災害に遭いながら生きていることに

感謝して常に前l句きな姿勢を崩さない一方で最近は眠れぬ夜が多くなった85オの女性。

引越して来られた春の頃、 「寂しい。」と撫気力で暗い表情だった 74オの女性が友人も

出来秋には還転免許を生かして配達の仕李を再開。更にお正月には震災後初めて息子さん

一家が揃って来てくれたと見違えるような明るさに私たちも19っとしました。最大の出来

事は 70オ男性の「孤独死（？）」でした。ずっと体調が悪かったのに入院を拒否し紐け

る一方~表情や態度は日毎に穏やかになられました。多くの人に支えられ、最も安らげる

自宅での死 q 元旦の朝、彼が最も信頼して居られた方がおせちを持って訪ね発見されまし

た。これを「孤独死」というのでしょうかa

ごの経験を通し私たちも予測し恐れたことなのに適切な援助が出来なかったごとから、

，，問は焦意味なのではと落込みました。他にも様々な湯面で撫力感を味わって来ましたが

専門知識のない心細さは、小西聖子先生に同行~助言して頂き「このままでいいのだ。」

と思う様になりました。私たちは時間的にも精神的にも無理をせず、安否確紐しました m

かなり憫んだことが今では訪問継続のエネルギーになっているのを感じます n

あの日から 1年が過ぎ引越される方が目立って来ました。でも私たちがお防ねしている

独居高齢者には全く当てのない方が多く寂しい思いをして居られます。行政と市民団体の

閑係の難しさもだんだん分かって来て、地域住民でない者が現実を変える力になることは

とても難しいことです。それでも待っていて下さる方がある限り、訪間を続けていきたい

と頴っています。ささやかな一枝の桃の花に一瞬きびしさがゆるんだ笑顔を楽しみに… ·~c
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「チャ イルドケアボラ

零幽醗座 J

ンデイア

をともしご して

被災こども支援の会 石原 順子

冥災後の支援活動において、私たち「被災こども支援の会」は、 「こころのケアプロジ

ェクト」とネットワークを組ませていただきました。それぞれの活勁主体の独自性を尊重

しながら、共通の目的のために力を合わせることによって、文援の内容と輪を広げること

ができ大変感謝しています。

この度の互いの共通の課題は、①震災後のこどもの心身のケアーをどうするか~ ②一人

でも多くのポランティアに関わってもらうこと、Rそのことによって、被災地が立ち直る

一つの力にな ，Jたい、ということでした。

そこでこどもをケアーしたいと思っているボランティアを対象に実践講座を開きました c

1回目は，神戸YWCAを会場に 10月28日、 1上月 11日の 2日間開催しましたが、

定員の 1/3の参加者でした。広報期間が大変短かったことが反省として残リましたコし

かし，小人数ゆえの密度の濃い出会いが与えられたことは向象的でした。参加者は、それ

ぞれが継続していたこどもを支援するプログラムのポランティアとして登録し、活動して

います。

2回目は、芦屋市女性センターで3月4日、 11日の 2日間行いました n この時期のポ

ランティア講座に人が槃まるだろうかと心配したのですが、新聞に掲戟されたこともあり、

130名余りの応募があリ、ポランティアをしたいという方々が、こんなにも多くおられ

ることに目をみはる思いでした。ほとんどの参加者が女性であることも特徴的でが特9こ、

地元の方々の「地域でできることを私も·~」という素朴な気持ちは、これからの複興に、

もっとも必要とされている視点であり、実際立ち上がっていくための力となると思います。

それを支援できることに大きな喜びを与えられました。どちらの講座にも、東京医科歯科

大学の岡田幸之先生が、，，門的立場からの講苺をしてくださリ、スタッフが「気づきJを

ねらいにした体験学習を「）ート~しました。

このような輸と機会が、必要とされているところに広がっていくことを頭っています口
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わしヽわしヽネ申テ芍つヨ竺．

大同敬子

「ワァーオ！」思いかえせば “あっ''と言う問の一年だった。子どもたちの元気さと

共に991ナ抜けた一年だった。そうです 1月17日のあの阪神大震災からの一年です．

日増しに被害の大きさが大きくなることを報遊を通して知る中で、私自身、身内、友人

たちが幸いにも何の影響もうけなかった•そのことが．巾し訳ないと言うか、私は何かを

しなければとか、どうすれば良いのかとか、なんだか訳のわからない気持ちでいっぱいに

なった数日だった。何かをしなければ何かをしたい。いっそ避難所に行ってしまえれば

かえって楽な気持ちになれたのではないだろうか？とさえ思ったほどだ。すぐ隣の町でお

こった出来亭。なす術のない自分が、情けなかった．会社、仕事、生活を槻りきる訳には

いかなかった．

また何かをすると言っても、私には何が出来るて何もできない 3 思いがあっても知蹴も

術もない．唯一子どもと遊、ぶことが好きなだけ。それなら子どもたちと共に遊ぼう．何も

出来ないけれど、力いっぱい遊ぼが遊ぷことの中で、ふれあっていく中で、何かが出来

る。何かが生まれるかもしれない．遊ぷことが心のケアそのものとなるかもしれないと考

えた．初めは、青少年部の仲間数人が首いだして、やってみたのが2月18日のもちつき

大会． 12 8人という大規模なものになった．そんな中でふれあった子どもたち．ポラン

ティアの方々．人っていいなあと思えた 1日だった．そこで次に行ってみたのが3月5日

のおひなまつり、そして4月8日のお花見パーティー．月に 1回ではあるけれど、人との

ふれあいの素晴らしさを実惑できる瞬闇だった．

音少年部の仲閲たちで勢いにまかせてやりだした3つのプログラム。その 3ヶ月の間に

も、色々な噂などを耳にした＇）．考えさせられたりすることが多かった。そこでこれは．

「いっちょう、一年間の 0ングプログラムにしていこうやないかとなり、そのためには、

ます新しいプロジェクトを組む。なぜなら、今まで育少年部が行ってきているプログラム

行事を休止しては意味がない．今まで行っているプログラムにもそこには子どもたちがい

るのだから．だから新しいものをプロジェクトしよう．そう言えば噂の 1つにポランテ

ィアをしたいと思っている人が多いということがあった．では、そんな人たちを集めて、

共にやってみよう．色々な人で構或される社会だから色々な人とやってみよう。というこ

とで集まったボランティアのほとんどが20代30代の社会人が主流だったと言うことは

ひとつの驚きだった． 80人という大所帯には、コンセプトがあった．

・ボランティア登録制

•月 1 回のプログラムを 1 年間

・チーフ制で進める

・子どものやりたいことをやっていく

・自分の出来る範囲を越えない

など

ということだ．
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そうやって始まったのがわいわい神戸っ子。

6月10日 マジカルキッズパワーランド

7月7日 たなばたまつり

8月26日 フィールドアスレチック

10月18 ウォークラリー

11月268 スポーツ大会

12月98 クリスマス

1月278 たこあげ大会

2月24日 のどじまん大会

4月28日～29日 わいわいトリップ

'95年7月tクま91J
らさ炉れた1

'96年4月bl•blヽト 1) ッ 1

数えきれない子どもたちと出会い、数えきれないふれあいを感じた。ポランティアの方

々にたくさんのことを教えられた。ポランティアの方々のパワーのす：：：：さを知った。摸災

を体験した子どもたちだから、と考えられる暇はない。それほどパワフルでハチャメチャ

なプログラムだ。だけどそこに必ずふれあいがある．今では、常連となった子どもたちが

やってきて、笑顔とパワーで大人たちをヘトヘ卜にさせてくれる。そんな最近になった。

今ここへきて、初めの約束の 1年がやってくる。プロジェクトは終ろうとなることにな

っている。この 1年で、他人だったポランティアが仲間になった。まったく知らなかった

震災体験をした子どもたちと友だちになった．このプロジェクトがおこした1つ 1つの出

会い。このプロジェクトを終了し、その後どうするかを考える．子どもたち、ポランティ

アと共に考えようと思う。引き続き行うのであれば、今後どうしょうかと改めて考えなく

てはならない。トレーニング、お金、組織といくつかのことを考えなければならない。し

かし今度は80人のポランティア、大勢の子どもたちと共に考える．阪神大震災から 1年ど

う変わって、どう変わってないのか、今何が必要なのか....
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描災された方々の思い

被災された方々の思い

大阪YWCA稔閤姪l9師年1月1日号より転載

シンボジウム「地域に生きるポランテイア」より他

'‘つも・茎g入しでしヽなさし‘
視覚障害者のための生け花講座生 盟田 消子

聞き菩き 涸手 (9子

私の家は文化住宅が倒れてきて東壁が全部くずれ落ちた. (11月に條復した）

今迄体験したこともない揺れを感じ一瞬ただごとではないと思った。家の中が変形して

いて白分がどっちを向いていいかわからない．冷叔厘の扉99開き一切が放り出ざれて床は

水浅し. 2日目．行政の炊き出しはまだなく、お隣からゆで991個を項く。手さぐりでコ

ードを辿，J受話器をみつけ、亙礫の山から本体を探し下重ねたらツーと音が出た。 「使え

る！！」そこへ友人の視党滓害者のKさんが激励の電話をくださった． Kさんを通じてYW

CAからはNさん他数人が救援に来てくださった。家のこと、行政手続きのことなどを手

伝ってくださり、心から感謝している。 fいつも喜んでいなさい。酎えていなさい」の聖

句1ま私を支え続けた。

この一年

会員立身宮子

この一年．震災で受けた係の大小は各自の匿かれた立場によると思われるが、私の湯合、

少し以前に家の大修理をして終の住処と思い．その上で死ぬ迄の生活設計を立てていたの

が、大きな9●手であったロ

地意のあと 1時間．朝の光の中に復l日の余地もない惨状が見えて来た時．どうしょう、

，，うしょうを連発しつつ．只々山のような堆積物の片付けに取り組むばかりであった。

それから家が取り壊される迄の 2ヵ月．内、外もない吹き磁しの寒い家の中を逍いず9J

まわった敗残の日々、道行く人が90世界の人に見えた。

考えもしなかった家を建てるために．歩き回り、見て回り、人に会い．餐闘努力の甲斐

もなく、未だ家は建たない。パプル崩壊の意味が身に沿みてわかったし、無聴の高年齢者

は雖かの保謹なしには家も借りられないのがよくわかった。

けれど家族全員無苺だったのは大きな恵みだったし．搭災を知った多くの方々に．色々

な方法で私共の足リない所をお支えいただき．平常の自分を省みて恐縮しつつも大変焙し

＜元気づけられた。

一年、あの人を憶い．この人を想う。被災されたすべての人の上に平常が戻リますよう

に切に祈る。
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碑災のめぐりあし、

ミャンマー習学生 エイ~テイン~ライン

「もう私は死ぬ」 7時間もの苦しみ， “死”が近づいている！ 1 2時20分命は助かっ

た。友人の死の悲しみ、苦しみ、喜び、その瞬閲の心からの感謝ば一生忘れることはない，

病院を転々と変り 4月末まで入浣、入拭とリハビリ、私は誰だろう？

ピルマで生まれたその人生は 1月17日の 12時30分から新しい私が生れた。

多くの人々が手紙や窟話を下さり、見舞ってFさった，その人々の大半が自らも展災の

被害者なのであなわかった半は人間のすばらしい心と優しさである。私はこれを“裳災

のめぐりあい’＇とよびたい。民族、文化は達っても、本当の家族といるという暖かさでけ

がの痛みに酎えることができた。日本で命を与えてfさった恩人、応援して下さった方々

の役に立つよう頑張＇）たいと思う。

表面的に見えている

ごとだけで；士わからない

会貝井土スミ子

被災して、避難のために私の大好きだった神戸の町を離れていました c 神戸の町に帰り

たくない、帰るのが怖いというのがいまだに引ぎず9 ている感情です，夜も実際よく眠れ

ないことが多いし、少しの物音にも過敏に反応している私です。神戸の町の子どもたちが

もうすっかり元気になったかのように思われているが、いま私の孫たちが通っている学校、

神戸市内ですが、その様子を間けば全然そうではないことがわかると思います，学校の勃

師から「あなたたちは生き残ったRだから」とことあるごとにいわれ．つい先日あった卒

業式も．そこにいる子どもたちのための卒業式ではなく、 「震災で亡くなられた子どもた

ちのため」だけと思われるような卒業式が行なわれています。 「生き残ったこと」がまる

で惑いことのように感じられる学校生活の中で、子どもたちの笑顔の裏にある悲しみやっ

らさをもっとわかって欲しいと思，います， （淡／神戸市束囃区で被災）

子どもたちの活動に寄り添って

会員所佳子

私が四宮市で隣長をしている小さな私寸幼稚図（くるみ幼稚園）を、裳災後に始まった

YWCAの子どもたちの活動のホームグラウンドとして使って頂きました。その活動を目

分自身も見守るように参加させてもらいながら、随分，勇気づけられ励まされました。毎

回の活勁に侠まってくるごどもたちが、ポランティアリーダーの行き屁いた関わりのなか

でどんどん癒されていくのを感しました，私自冴は宝塚にある自宅は幸い大きな被害がな

かったが幼稚園職員の中に自宅が全壕し仮設住宅に住む方がいます。その方にとっては今、
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幼稚閑にくることが一番の心のやすらぐ時だといわれます。被災地域の中に住んでいて、

大きな被害を受けた方々に自分だけではたいしたお手伝いができないことへのいらだちを

もつ人々も多いのです。でも私の場合、青年時代からずっと私自身ポランティアとして関

わってきたYWCAとのつながりの中で、幼稚園の提供から始まり、さまざまな震災支援

の活動に関わってこれたことが、結果として私自身のためにもなり、私がつながってきた

地域や人々のためにも何かしら役立つことがあったのではないかと思っています。 （淡）

子どもをピタミン I

プログラムに参加させて

門之図麻矢ちゃんの母

神戸市灘区で被災して、自宅が半攘しました" 3人の子どもがいますが4年生の娘のマ

ッチーが猿災後から徳島の親戚宅に疎開し、春にようや（神戸にもどった時もすぐには元

の学校に戻れず、追う学校に通いました。今は自宅も復旧し、なんとか家族みんなが一緒

に生活し、子どもも元の学校に通学できるようになりました。その間、親として子どもの

ことを思いながらも、家のことや生活のごとなどで充分にかまってやれないことを気にか

けていました。そんな時に子どもが自分でさがしてきたYWCAこうベキッズピタミン I

座の活動に参加するようにな＇）ました9,J ーダーのみなさんが本当しよくし．c< ださって~

娘は参加する日をいつもとても楽しみにしています＂娘の話によれば、ビタミンでは、リ

ーダーたちが自分のことをひとりの子どもとしてとても大切にしてくれるのだそうです。

実際、ビタミンの活動から帰ってきた時の娘は本当にいつも滴たされて幸せそうです。

子をもつ親として、本当に感謝しても感謝しきれません。 （談）

自分も細災し．

ポランティアとして四わってきて

租坦匡永

神戸の束11区で自宅が全壊しました．私は大阪の保育所に務めているので讃場を失うこ

とはなかっただけ幸せでした． 95年 3月のこうベキッズ・ビタミン・プログラムのリー

ダー募集に応募し J年余り活動をしてきました。私自身が神戸っ子で、神戸の町が本当に

好きだから、何かじっとしていることに酎えられなくって夢中でやってきました。毎回の

リーダー会の話し合いの中で少しづつ、自分の色々な思いを話すことができるようになっ

て、私自身は随分と楽になっていきました。私の友達の中にはそういう機会がなく．まだ

まだ色々な惑情を整理できずにしんどい思いをしている子がいます，私自身のため、私の

町のため．私の町の子どもたちのため、これからもビタミンで活動していくつもリです u

（談）
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神戸 YWCA救援センタ ー ニ ュー ス

◎神戸ywCA救援センタ ー

•9 、...f651神戸市中央区上高＃逍1-1-20''rt' TEL/078-231-6201 

が、
＇と<

♦ 

師 A m日；；；子／編纂人,.,.j豆利
◎ 
一崖Q: Vol.l 

松‘必j~ 1995年6月l日発行

＇ The Voie<: from KOBE 今月の街の声
The Voice from KOBE 

今月の蕊の声

ヽ

♦ 「仕事ではな、そこそこ頑張れる
んやIfど、おっちゃん、 ほ ん まは
心のなかでは頑張れへんのよj

(a宅含填・ 須澤区の．g．干さん宅に己嚢

- • S8峡）
♦ f大丈夫なわけないやろ」
（「咋8の情い風で.,.ントは大丈夫でした

かJ と If)問いに ・ チント生活•32炊）

♦ 「腹が立つのは婉章つけて眉で風
切ってやってくるポラ ンテ ィア。ひ

とりでなんも言わず公団のゴミをか

たづけ、名箭も言わず去っていくポ

ランティアもおるよ。それがほんと

のポランティア とち ゃうか．

心が伝わるんよJ
｛長8区・テントH住人）

♦ 「住みかを失った老人が住
める街にするのがワ シらの宅えの

基ゃJ
（漏区・喜沿だ均立・自i台会長．67裟）

♦ 「地震の後はなんで自分が死なな

かったかと、おちこんでなあ．で

も、みなさん若いかたたちが釆てく

れはって｀ ；；1からちゃん、水汲みL
てあげると言ってくれて。 水汲み

してもらっているう ちに、 だ

んだん元気になっ てきました

ゎ．私しでさることないかと思う

て、ひとり暮らしのお友遠を訪ね歩

いてます」

（中央区・目宅は鯖事・水汲みのお手伝い

から姶まって現在り訪間を縦汲中 •74.11!）

♦ 「この隣歩いてたら知らんうちに
ふっと気が遠くなってな．ちょうど

前のペピーカーにのっかかったんや

な。若いお母さんがとっさになかに

入って私も赤ちゃんもけがせえへん

かった。病院へも逗んでくれたんや

Itど、名隕紀いて b教えでくればら
へんかった．当たり繭のことしただ

けやゆうて。原因は過労と栄浸失潤

ゃて。 弁当あんまり 食ぺてへん

かったから。あれはでも毎日

食べれるもんと違 うわなぁJ
（中央区・テント在住 • 63 表・ 潅吝嘗手帳

2汲を持つ）

♦ 「神戸では辛いことばかりやったIt

ど、い，，んな人に、 rがんばれjゆうて
励まされて枇話になったから七郭勾置れ

たない気符ちですわん。けと＇、おじいさ

んも姓震でおかしくなってしもとう し、

これ以上ここにおるわけにもいかへんし

なあ。ほんま何にも悪いことしてへんの

にこの歳になってこんな辛い目

に遣うなんて思ってもみません

で したわJ
（中央区 ・111'.:i!霞所から全壌の目宅ア

パ-J-に戻り生祐．仮妓住宅に当たらず、捻

局6月9こ讚王の家に引迅することが決まる）

♦ 「うちの旦子（小6) ｀地震の前はこ

んなに太ってなかったんょ。救援物資で

チ 9::,レートや甘いもんが来ましたや

ろ。あれをよう食べとったからね子供

なりにストレスがたま ってるん

やるね」

（澱区・テント村 ・90霞男往 ：3人家協

♦ f大きな卜9ックがいつもこのテント
に突っ込んでくるか思って襄てられへ

ん。 こんな生活がもう半年やから

ね．精神的にまいってるんよ」

（頑区・主良：交量の多い這路の歩這にテ

ントを這てて生后）

♦ 「公園にテント張っとたら、峙々石

投げる人がおるねん。たぶん中で

人が生活しとると息てへんのやろな」

(lll区・女：テン ト生沼）

♦ 「地震がおきた匠後はね、 ーから

やり直そうとか言うて、みんな一緒

1こ頑張っとったのに、一人二人と家

に戻っていくとな又会っ ても、 も

うなんにもなかったようなふり

して、 （みんなで頑張ったことな

ど）忘れてしもうとるんや。悲しい

ことやけど、これがA/IOなんやなあ

と思うんよJ
（漑区・ テン""£>-.)

The Voiと fromKOBE 

今月の翁の声
♦ ［あんたら．今までなにしとったん

ゃ．なに一ついいふうになってへんや

ないか。仮設は不便なとこにしか建つ

てない．神戸市は変わってない．ポラ

ンティアなんかやめてまえ！」

(<?央区・元テント住人・昂性／不便な伐＆

9こしか出たらず、．嫌々 ながら入居を決浙）

♦ 「 8 月20日から、ほんまに行き場が
ないんやから不安で気もおかしくなっ

てね． 208近くなって胸に じ一つと手

を当てて考えてみても、私自身にや

ましいこと 、ひとつもないの。

なくすしの全邸なくしたからこわいこ

とないの。穫にも頼らずここでやり抜

いてみるわ．符被所へは行かんよJ
（中央区・中学校遍霞所 •最位の一岱帝1こ

なったおばさん／8月208、災害按助注打

，，切りのBlこ）

♦ 「 I 人閤取る か、法律を取る
んかjって言ってやったら、市の人
閏は黙って済っていさましたわj

ぼ 区・テント村・女性／公団からの退生を

求められて）

♦ 「8 月だけ、ここの会鯰使っていい
言われて、半年ぶりに畳のJ:座った

ら、 おばあちゃんが畳をなでて、うれ

しい、うれしい言うのよ．ほんま

に涙こばれたか 畳に座っただけで．

9月1Blこはまた外のテントに戻れ言

われてる。しごいなあ」

（中央区 ・テント村 ・女性／8月中だ99公翌

内の会怠に出入りを汗されたテント村住人）

♦宝くじに当たったみたいや。出して

みるもんやな．けどな喜ぺヘんの

ょ。周りのひとらのこと考えたら」

（中央区 ・テント杓・昂性／；；；倍!5だった名

街姓（中央区］のほa住宅に出辺）
♦ 「初盆でし栽なくした子が避璧所の
軟室1こいて、級香ひとつあげられな

い。この神戸の街中に行 くとこなく

した魂がさまよってますわJ
（中央区・遵蟷所・；；性／S；16亀；；味ll

にE災した市民追が1言った石公の祭i.11'.:!!で）

ヽ
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心のケアワークショップ

心のケアワークシ写ジプ

主催：朝日新聞大阪岸生文化挙業団

神戸YWCA.大阪YWCA

於：神戸YWCA(19'6年3月23日 13:30~17:00) 

1.講演「奥尻から阪神まで 心のケアを考える」 (13:30~15:00) 

藤森和美（聖マリアンナ医学研究所カウンセリング部長）

1993年7月に起こった北海道南西沖地震では、災害時に専門家がなすべき役割について

多くの問題を投げかけた．自分は精神衛生や臨床心理の再門家として地震にみまわれた奥

尻を体験した。その時自分を突き動かしたのは、 「こころのケアは人を瑶すJという気特

ちと「怒りJであった．目の前にあることをひとつずつやっていく中で気を付けていた点

ぱ結果として何かを出していくためには言い出したごとについては蛍任をもってやり抜

かないと単なる打ち上げ花火で終わってしまうということだった．

自分はポランティアとしては索人だが｀情報収集やカウンセリングではプロである，そ

の能力を活かして海外などから災害時に可能なあるいはすぺき活動についての情報を集め

た。そうして槃められた情報やアイディアを行政9こ働きかけたが、理解を得なかったので

自蓑出版・焦料配布に踏み切った。しかし、そのような活動をマスコミが取り上げたごと

によ＇）、行政（北海道庁）を動かすきっかけとなった．

自分は民間、全くの個人の立場で災害に対処してきた。その後、行政を勒かす為に、自

分の専門性を活かして10ヵ月後に初めて現状躙査を行った。そして、立ち退きや義9月金の

問題などを改めて明かにすることにより、災宮後109月経ってもなお大変な事煎に変わり

がないことを知らせ．行政に提言した。

結果的に、阪神で起こったことはすべて奥尻で起きていた．そして、奥尻での体験によ

り肖分達のするごとは見えていた。つまり、初期の段階では情報を発信することに蛍点を

おく活動に専念した．たとえば、学校の先生を支えるための冊子を作成、配布したり．心

のケアについての講演をしたり、又、全国にある育年会議所が（資金力、町作りやポラン

ティアなどの活勁経験あり）無料で被災児童をキャンプに招待した活助には現在も関って

いる。

ところで、こころのケアのポランディアの湯合、卓前に専門家のレクチャーを受けてい

るか受けていないかによって子どもへの対応に大きな差が見られた。レクチャーを受講し

ている人は子どもの言動から SOSをキャッチすることができたが、また、それ故に実際

の活動を通して、悩みや迷いの頻度も受講していない人に比べて高い。受講していない人

は何が起きているのか分からずこ子どもの反応を●に我儘として捕らえてしまう傾向があ

った。結果として子ども達が悩みを打ち明けているのは自分を見ていてくれている大人で

それはレクチャーを受けている人の方であった。

さて、譲災後1年を過ぎた現在、問題は質を変えて存在し続けている。虞尻の湯合、近

隣関係が濃い社会のために家族や近隣に様々な問題が起こっている。そのような問題を支

援するためにはコミュニティの中に外部の人が入っていく必要かある。また、央尻~阪神
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の双方で．被災後 1 年経つとネッ 1• ウークや社会資源のある人は自立していく一方、そこ

から取り残されていく人も現れている．時間とともにそれぞれの問題や思いは個別化され．

その上、そのように取り残されていく原因がその人の個人的な性格や属性に矮小化されが

ちになっているという新たな問題も出てきている。哭尻の経験からいうと． 2年過ぎると

個別化はもっと進行すると思われる．

さて．被災後 1年を過ぎるとポランティアのあり方や支援の方法も新しい展開を迎えふ

その中でこれからの活動を模索するためには、まず、今までやってきたことを反省し．評

価し、記録を残すことが不可欠である。ところが、自己評価のためには一定の客観性と技

浙が必要となってくる。そのために社会心理学者などの専門家の協力が必要となってくる

だろう。

ポランティアは熱意や愛や怒，）などを活勁源にして．自分が動けて、動きやすい所を見

つけて活動を完結させ、また次へと勤いていくものである．何をやるかは自分で開拓し．

失敗を重ねながらも自分自身の力でコトを成し遂げて行く これこそがポランティアの

醗醐味である．被災者が平常の生活に反っていく中、ポランティアは不要になっていくの

ではなく、そこで今度は何をするのかを新たに見つけて行けば良い。

最後に自分の個人的な経験からいくつかの事を述べたい。

まず、 「被災していないから分からない」と言われるが、それでも何か小さな事でも

「あなた」のためにしたいというのがポランティアのエネルギーになっている。例えば．

奥尻で写真が焼けて無くなってしまった人の写真を撮って送ることがあった。些細なこと

ではあるが、そのことがその人の歴史をもう一度作るお手伝いにもなる。また、 「心のケ

ア」ではなく． 「家や親が欲しい」と首われることもある．しかし、実際には家を再建す

る人の方がより高いストレスを持っているし．お金や物だけでは解決しきれない問題に取

り組む必要があるのではないか．

また、自分が災害・救援を通じて学んだごとは、①人に依存（依頼）できるようになっ

たこと．＠自尊心を保って「お願いします」と言えるようになったごと．R自分が支援さ

れた体験があったことで．支援するときの複帷な恩い（偽菩・紫疑．迷いなど）を克服で

きたことである．

ごれからの活動については、民涸ボランティアの立場で行政への提言をしていきたい．

また．自己検証をしながら結果を出していきたい．自分は今まで組織に属さずに個人で耽

いてきた。今後どうするかは検討中だが粗織に属するとやれる蛍は多くなるが、自分がや

リたいと思うことと組織に割くエネルギーの配分ができないと感じている。

'・シンポジウム「心のケアとボランティア」 115:00~l7:00) 

コーディネーター 岡田宅之（東京医科救科大／精神和医）

パネリスト 西澤哲（日本社会車業大学／隅床心理士）

益田悦子（朝日ポランティア基地 コーディネータ-)

金香百合（大阪YWぐ、A心のケア・ネットワーク ディレクタ-)

助言者 藤森和美
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＜1,各自の活動内容の報告》

益田 「お年寄りと話がしたい」というのは避難所などでひとりになりがちなお年寄，)

にポランティアがふれあいを出前する活動で主婦，学生・社会人あわせて計 200

人以上がこの活動に関った。毎日 3、4人のグ）eープ紺成で「）ストアップした避
翅所をまわる。この時初めての参加者に対して毎朝 1時間以上のオリエンテーシ

ョンを行った p ごれはいくつかの失敗を通して「自分達はあくまでも素人」心の

ケアやカウンセリングに捕らわれずカウンセラーや害門家にできないことをしよ

うという路線をとっていたので 参加者の中からそういう慨念を取り去ってもら

い，素人にできることの大切さに重点をおいてもらうためであった。自分自身の

活動を通して心のふれあいが人間として一番大切であるということに気付いた。

金 通常ポランデイアを募集する時、経験の有無を問わないのだが、心のケアの活動

については全く違うスタイルをとった。非常時であるが故に誰彼関わず送＇）こむ

ことは現地にとって迷惑になると判断し、ポランティアを「経験者Jと限定して

募集、 トレーニングの期間を経て現地に送り込むスタイルをとった。この活勤メ

ンパーは素人の集まりだったが、専門的コーディネーターをはじめ、ポランティ

アや被災者に相応しい憫り方でサポートして下さる専門家の方々に恵まれた。ポ

ランティアが活動前にトレーニングを受けることは、たとえ頭の中だけの理解で

も知識として知っていることで活•)をより効率的にするという点で必要である，

当初，ポラ‘ノティアを新たに"ーニンゲするこレに力を注げなかったため｀初

期から関っている人のみでの活動となり，人数は減少したが、 '95秋よ＇）新たに

被災地域でのポランティア養成講座を再開した，

西澤 自分は行政（凝の保健所， ＇95年1月～4月）と民問（大阪YWCA)の両方に

関って活動した。行政関係については①生活の基盤をやられるという変化に一般

の人々より弱い精神隙害を持った人々の援助（断薬状態の中での薬の補給も含む）

R避難所での人間関係，トラプルのケアなど、ソーシャルワーク，ケースワーク

の仕事，R仮設住宅に移った人々間の，又、地元の人々とのコミュニティーワー

クの仕事だった， （ただし、日本にはコミュニティワークの甚盤がまだない）民

閻での活動は大阪YWCAの「心のケアJでポランティアが体験したこと，聞い

てきた話に専門的な立湯から理解を促す，アイディアを与えるということだった，

全体偉を見ても、当時ポランティアの仕事と専門家の仕車と仕分けできない部分

が多かった，また、災害時に対応できる精神医療，心理の専門家は日本では育っ

ていない点から見ると、専門家もある意味では素人だった，

{2.質疑応答》

西澤 大阪YWCAI<組織化された半専門家的活動をし、益田氏は非専門家として活動

したが7 カウンセラーなどの専門家が沢山いたらポランデイアは不要なのか？

金 ポランティアとは本来行政がやるぺきところなのに出来ないところを補うもので

はない。行政もと互だからとポランヂィアに頼らずに必要な所にはちゃんと人を
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井田 昔板がなかったので苫労した苺実は多い，奢板は有効1こ働くが、寺門家でも本貿

が伴わなければ意味はない。

薩森 相手の看板をよく知っておくごと9」大切，

西澤 君板には金はないがコネはある。それを利用するのも，一つの手。

参加者 専門家と各人のプライハシ-Iこついて n

藤森 ボランティア組織の中で守秘装務の倫理規定を整理していく必要がある。

西澤 アメリカではクライエントの情報は当享者のサイン・了隊がないと専門家同士の

参加者

蘊森

問でも流せないが、日本では守秘薩務の曖昧さが情毅を特っている者に櫂力を与

え、惜報のリリースの手続ぎの暖味さが情報管理の混乱の原因となっている。

個人のポランティアに対するケアはないのだろうか？

たとえ間く人がいなくても話すことで発散するか、聞いてくれる人を身近で罐保

する。あるいはリラクゼーションの方法を自分で考える．個人は身軽ではあるが、

組織の良さ（分かちあいなど）もある，

金 一人でボランティア活動することは勒めない。たとえ小さなグループでも相互扶

助しながらの活勁を勧める，

参茄者 災害ストレスによる攻繋性はあるのか？

西澤 ①元々持っていた攻撃的な性格が心のパランスを崩したときに顕若に現れて~攻

撃性が甚まる湯合と、②「怒り」は伝播しやすく、自分の中でも容易に広がる c

被災者の中に「怒り」というのは強くある。それで攻堅性が高まる湯合がある。

参加者 ①「怒り」が今までの直接的なもの 1旗災~行政・マ 9 コミ~住吉など）から変

化している気がする。近隣の人の悪口など仮設住宅の中で「怒り」が増えてきた

気がするが、こういうことはありえるのか？R傾聰し過ぎて rフンフン」と頷い

ていたらあのポランティアがごう言ってたと攻竪がこちらに向かってきた。

西澤 ①について~「怒リ」が処理されなかった湯合下ドンドン伝播していくし、ま

た色んな中」のに向かっていく。 「怒りJの根底にあるのは「悲しみ」。カウンセ

リングとは「怒り」というのを徹底的に吐き出していっていち1まん底にある悲し

みに触れることである。それができない限1J 「怒り」というのは色んなところに

飛び火する。②について一~きりさせることが大り」， 「多な左！もそう

思うんですね」など。

参加者 奥尻では近隣関係~血緑関係が深い分、心の癒しは割合早いのでは？それともそ

の逆なのか？

藤森 比較した姿料はないが、いい面と悪い面とがある。いちばん人を傷つけるのはコ

ミュニティの白で生じる噂や中傷，被災地特有の轡函したものがあるので、都会

だから田舎だからということは一概には酋えない。

参加者 震災後「血を抜き取ってしまいたいJという衝動に駆られるのは心に傷を負った

ことで起こってくるのか？

西澤 全体像が掴めて初めてその言薬の意味が分かってくるので、一つの言葉~行勁だ

けで判断してはいけない。

藤森 その人の発した言葉の意味をよく聞いたら~過激な言葉の中に随れているものが
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見えてくるのではないか，

参祁者 ポランティアを継続させていく為にどういうところに心を配ったらいいのか？

益田 自分が無理をせずに惑受性を持ち続けられるような活動をするのがいちばんいい

のでは？

金 くポランティアのグループを練けていく為には ＞ 
まずそのグループが継続していく必要と意味があるのかを考える。必要がないと

判断した場合は，検討を讃えあってその活勒を終了させる，終了させることに罪

惑感を持つ必要1まない。必要があると判断した場合は、継続させる，その中で継

続していきにくい状況がある時、①サポートしていく人たちがグループワークに

ついて勉薙する，②グループが効果的な活動をするために節目節目にスキルアッ

プのプログラムを取り入れる、Rリラックスして楽しい時間をそのグループの中

で持つことが大切である。ここでも楽しむこと1こ罪悪感を持つ必要はない。

参加者 最後に各人から一言ずつ ・9,•• 

蔭森 やることは一杯あるので、身近なところからやれることをやっていくことが大切，

西謬 養護施設で仕宰をしているが，そこで付き合っている子どもたちは虐待などの経

験でポロポロになっていがそんな中で自分の専門性は“魂の旅の付添い人”。

また、今日のシンポジウムを通して一般の人たちにも分かって貰えて一緒にやっ

ていけるような専門性の必要を惑じた。

金 毎日自分を褒め讃えながら“楽天主蒜9ま哲学＇’を賀くこと，

益円 人間というのは字の如く人々の間でしか生きていけなし＼喜怒哀楽すべてのこと

をお互い分かち合ってお互いがかけがえのない存在なんだという気持ちを大切 9こ

持ち続けることが人であり、又、この気持ちはどこででも活かせる。
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「こころのケア」ポランテイア座絞舎

「こころのケア］ポランティア座奈会

支え合い、育て合う零感をもって

1SS6年2月14日に行われた淀II［十八条仮設

住宅でのイペントの後、数人のボランティア

に築まっていただいて． 「こころのケ7」活

動にかかわるポランティアとしての思いなど

を語り合っていただいた。

参加者大西恵万（おおにしえま）

岸岡孝昭（きしおかたかあき）

楠本節子（くすもとせつこ）

東 和（ひがしむつみ）

司会鹿野幸枝（しかのさちえ）

鹿野皆さん、今日はお疲れ様でした。

大西 今朝起きて見ると、窓の外は宮下とっ

ても寒くってどうなるかと思ったけど、

だんだん暗れてきて、ほんとによかっ

tc. 

東 2月の市民ボランティア羮両噴祁を受

けた人たちの実習の湯としてごのプロ

グラムを計画したんですが．秋の芙成

講座を終了して実際に仮設訪問をして

いる人たちも加わって、とてもいい会

になりました”

鹿野 プログラムは？

東 広場にテントを張って、器場さんの南

京玉すだれ、楠本さんたちのコーラス、

坂本さんのポカポカ健康体操、そして

煮込みうどんの炊き出しです．

鹿野皆さん役者ぞろいですね，

東 ここにはもともと「大阪友の会」の人た

ちが、仮設が出来た時から係わってい

て、 24日には友の会もプログラムを計

画していらしたんですが、私たちの申

し出を快く受け入れて「一緒9こやりま

しょう」といってくれはったんですコ

それに仏教系のポランティア団体「ア

ーユス」の人たちもテント設営、ブロ
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パンガス、大ナペを提供してくれはり

ました。

鹿野 煮込みうどんは大変だったでしょう。

東 ええ。 350食作りました。

楠本 おうどんは好評だったんだけど、なか

なかみんなと一緒に食ぺようという気

にはなれないらしくて＿お蝸をもって

きて、うちにもってかえって食べる人

が多いんですよ口外に出てきてプログ

ラムにも参加した人は、楽しんで帰ら

れるんだけど。

鹿野 ここの仮設もや9まり高齢者が多いんで

，，，か？

束 いえ、お年寄りばかりでなく．若い人

や赤ちゃんまで、普通の町のようにい

ろんなAがいます口中高年の単身世帯

がだいたい1/3くらいかな，弛域的に

は西宮、神戸｀芦屋，大阪の1頂です，

岸岡 住民票を移動した神戸住民もチラホラ

います。いま、兵庫県が応急仮殺住宅

入居調交をして現状を確認しています。

混野 ごの活動を始めた初期の頃1本、霙災の

すぐ後ということで、混乱していたし、

こころのケアをメインに非常に緊張し

てやっていましたが、今はどんなこと

が問題になっているんでしょう，

岸岡今ば年度末ということで， 3月末を

めどに過居が進んでいます。仕寧のこ

とや子どもの通学の問題などあって、

もとの所に帰られる人が多くなってい

る。そうすると，いろいろな峯情で帰

ることのできない人たちにばいろん

な葛藤があります，だから、これから

が19んとうに、私たちのようなポラン

ティアの働きが必要とされるときなの

ではないかと思いますね，



鹿野 問述は移ってきているけれども、その

時に応じたこころのケア、助け手が必

要なんですね。

ところで皆さんは、どんなきっかけ

でこの活動に入られたのでしょうかb

東 私と大西さんば ('g5年の）3月から

かかわりました。最終の駆け込みです．

こころのケア・ポランティアの最後の

，，築で 「今後はもう菩集しませんj

という時でした。芦屈西教会での第1

期の活勁が終わりに近づいていて、あ

る程度活勁の形が出来上がっていまし

芦説明会の会湯でスタッフの金さん

から、 「この2週間はあけておいてく

ださい口それができない人は~この湯

から立ち去ってください」 「断念する

のも勇気です。やめることもポランテ

ィアだと思って・・・ヽ・J （当時の金さん

の意気込みを思い出して、一同大笑い）

とポランティアの冗悟のほどを問わ

れて、逆1こ｀うん、これなら一緒にや

れるかな、と思ったわけです。

應野楠本さんは、規初からかかわってくだ

さっていますが｀もともと何か、そう

いう活勁をなさっていたのですか？

楠本他のポランティア活動をしていたのと

カウンセリングを勉強中でしたが會何

よりも神戸出身なので、何かしなくっ

ちゃという思いが強かった。それに土

地勘があるから何かの役にたつかなと

思って・・ ・ ・ ~ ・ 

鹿野 最初のボランティアの研修と説明会は、

地震のたった1週間後ということもあ

って、悲壮観があふれていましたね

楠本 そう。まだ、吉屋西教会という活勁の

拠点が決まってなくて、食べ物や水や

襄袋だけでなく｀テントもしよってい

かなくてはならない、もちろん歩く以

外に交通手段Iえないわけだから~ 「20
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はの莉物を担いで歩ける人」というの

がまず第一の閲門その場で実際に大

きなリュッタをかつがされたんですよ，

（笑い），これを見ただけで、 9希めて

帰った人もいましたな

それに「現地に泊り込んで2泊3日続

けて活動できる人」という第二の閤門

があって、実際にポランティアとして

活動に参加したのは，説明会に来た人

のうちの60％位じゃなかったでしょう

か。あの時点で辞退された方の中には，

惜しい方がいらしたと思う。

［注：当初は、被災地区のライフライ

ンはすべて切断され、外部から入るボ

ランティアには、食べることから9眈泄

の始末まで、高度の自立が要求された，

また、 「こころのケア」という活動の

内容から、じっくりかかわることが求

められた，］

楠本説明会で金さんが、上年間はこの活勁

を続けます、とおっしゃったのがよか

った，今はうまくできなくても 1年の

うちには何とかなるだろう、 1年あれ

ば自分もかかわれる、と思った。 ('95

年）4月に定点活勁が殆まってからポ

ランティア1司志の連帯が深まってお

互い顔のみえるOO係1こなったのよね，

鹿野岸岡さんは、その時の金さんの大演説

は聞いていない？

岸岡 ぽくは、直接芦屋西教会へ行って、西

原さんに会っていれてもらいましたロ

嚢災の翌日、姫路市の職貝として被災

地に水を運びました。途中，神戸「大

閲」駅の陥没を目にしたときは、この

世の地獄やと思いました。そこで休閑

してから須磨へ運んだんやけど、ぽ

くらは、弁当を持っていくのをすっか

り忘れていたんやね。ちょっと想像力

を働かせたら、弁当屋なんかないのオJ



かるんやけど、そこまで気がまわらん 続してかかわっていますこ

かった c. 緒局~県外から来ていた救扱 鹿野大西さんは、このほかにも？

隊に弁当を分けてもらった｀このとき 大西定点活動のときからかかわっている人

のかっこわるい経験が~後の活勅の原 が何人かいて、月に2回くらい訪ねま

点にあるような気がします． す」よう来たヤよう来たって、あげて

芦屋西教会でば男女の枠を超えてs くれはって．いろんなもの出してくれ

すんなりと台所に入ることができたよ はって．よばれて帰ってくるんです．

うに思うりこの活動にかかわってから~ 食べきれなかったものは~もらってか

年齢や性にとらわれなくなったっ える c

大酉 私も「3月1日から現地へ入れる人は 岸岡 待たれている｀というのがうれしいね．

別室へ」といわれて残った最終募集の 東 キャラクタ-•やね＂

ポランティアのひとりです．震災直後 大西可愛がってもらっています心

から何かしなくては、との思いは強か 岸岡 それが活動のエネルギーになるんやね。

ったけとや喩神戸で救出活勁を続けてい 大西今度いつ来れるかわからないけとへ必

た友達のアドバイスもあってし様子を ず来ます、と約束して帰るんです口

見ていたんです．とにかく喩じっく 1J 楠本彼女の気配り喩キャラクターがお年寄

かかわりたかったr もし喩最初から入 りに受け入れられているのよ．

っていたら、パーンアウトしてやめて 東 ことばがはっきり相手に届いている口

いたんじゃないか- 1;f1月遅らせたこ 楠本 ここまで続けて来られたというのは、

とによって長:{、線けてくることがで逹 結局、いい人材がいたんですよ 0

たんだと思います。 東 今も、森田さん. 9鴇寅さんといった若

三宮は大好きな町で、あの名はどうな い人たちが隙でひっぱってくれている．

ったやろう、あの茶店のおにいさんは それに喩坂本さんや、梅垣くん＂勿論呵

どうし1まったやろうと思うと居ても 小西先生勺四澤さん．岡田さんといっ

たってもいられない•あれだけ楽しか た、第滋で活躍されている専門家1こ

った神戸が、たった20秒でなくなって 直接指導していただいたということも

しまっ忍死がとても身近なものにな 大きなことですね。

って、もう怖いもiJ)はない喩少々 IJ)：：：：： 岸岡秋に神戸で実施した「市民ポランティ

とでは鷲かない。タブになったと屈い ア養成講座」がタイム「）ーでよかったロ

ます． 鹿野事務局としては．初めからこのように

岸岡見ていて涙が出たね． 計画していたわけではなくて、皆さん

衷 ごとばが出なかったですも1J)。 方先輩ポランティアの要諸に応えてや

鹿野 いくつかの避難所を集中して訪問する ったわけでして•…•••

定点活勁を6月に終えた後｀しばらく 楠本私たちの要求に応えて．すぐに酎面し

(])充霞期間を経た「こころのケア」活 てくださったことが婚しいんですよ。

動は、秋から仮設住宅訪問を行うごと YWCAの名前で活動できるごともい

になるんですね。 ぃ．

東 ぇぇ．瀦区の消羽喩寿下大和といった 應野 そう言っていただけるとiまっとします。

地域型仮設と淀川l区(J)m卜汎条仮猥に継 ごちらは、現湯での活動をいっさいポ
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ランティアに任せていて、ケアを何も

していないんじゃないかという後ろめ

たい気持ちが常にあるもんですから。

安 神戸での養成講庖を修―（してII月から

仮設住宅訪問をしてきた人たちが．今

日のプログラムでは、新たに養成溝座

を受けている人たちの3ヵ月の実践が

自信となって、動きが実にすばらしか

った。こちらが口に出して言わなくて

も、その湯の必要を察して勁いてくだ

ざる。

鹿野 夏の間の．活動を休んでいた間は、と

うなるかと心配したけれど｀結局、充

電期間として必要だったということで

しょうか。

楠本 休みがあったからこそ．秋から新たに

スタートできた，受け身ではなく、自

分たちでやろう、と。

東 YWCAは、私たちが立ち上がるのを

待ってはるんやないかと思い守した．

岸岡 あれから自立したな

楠本 自立したからこそ喜びも大きい，

岸岡 今．↓まんとうに「ボランティアの不思

臓な舷力にとりつかれている］とでも

首うんでしょうか。この活勁にかかわ

った初めからの記録を残しているけれ

ど、関べてみると多いときには週3回

も大阪に来ている。しかし、しんどか

ったことは一度もない。若い人からエ

ネルギーをたくさんもらってやってこ

れたんやな経験が仕事の上で活かさ

れることもある，ここで育てた気持ち

を地域で生かそう、地域に根づいた活

動をしようと思っています。

東 岸岡さんに1ま．いつも「よう来てくれ

はったね」とねぎらいの言葉をかけて

もらっています。そして、私が嬉しか

ったその言葉を、ひとにも言ってみる。

ポランティアがポランティアを上手に
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育ててくださったんですな

岸隅さんは、いつも二歩も三歩も前を

行ってらっしゃな

岸岡 そう言っていただくとうれしいコ

楠本皆さん誘い上手で、ことわれないよう

になっていな （笑い）

岸岡 仮設住宅には一人暮らしのお年寄りも

多く、結局．これからの日本の超高齢

社会の状況を先取りしていると言える

んやないかな。僕等がそれを実践させ

ていただいとおんやと思う。

・東 そうですね．弱いところがあぷりださ

れている．

岸岡 共生の時代や、共に生きるんや、と、

かっこいいことを言うてるけれど、ど

れだけ弱者が受け入れられているかと

いうと、ほんとう99受け入れられてな

いんやな結局は、 9畷除しようとして

いな子どもたちも学校で「仮設の子」

と言われているし。

東 もともと公園だったところに建てたの

で、いやがらせがあるらしい。あんた

らがいるから公國で遊ばれへん｀って．

楠本 梱の外の人と内の人という意識（たい

ていの仮設は柵に囲まれている、とい

うより、もともと111のあるところに建

てられた）がある。

岸岡地震のすぐあとは、仔生活権の要求

を声に出していたが、 1年たっであ

まり声が聞かれなくなった，蹄めの墳

地に入っている。だけど、あきらめさ

せていいんだろうか。ポランティアが

掘，)起こして、あきらめてはだめだ｀

あきらめたら9まんとうに切り捨てられ

てしまうんだよ、と言わなければなら

ないんじゃないかn

椅本 意欲をなくしてしまった人に「力」を

あげることかな．

岸岡 むつかしいことをする必要はない。



fあしたも生きよう」という勇気をも

ってもらうこと、大西さんが［また来

るね」といって帰る、その，明日への

繋ぎをつけるというごとが大挙やね，

東 やはり原点はここですね，こころのケ

ァ，ネットワークで始まった活●9なん

だから。一度行ったくらいで「悩みを

淋決できる」というのとは違うュ

大西そこにいくまでに一緒9ここたつに入

り、みかんを食べ，お茶をのみ、じっ

くり時を過ごすようになって、初めて

（悩みや問蕗が）ポロッとでて来る，

禰本それが何回か続いて、やっと見ただ

けで迎え入れてもらえるようになか

顔の表情が違ってくるんですよ，

東 向こうから声をかけてくださるように

なるのが娘しいですね。

岸岡 人間関係，信頼甜係ができて、初めて

悩みも打ち明けてくださる。

楠本仮設の方達の態度もずいぷん変わって

きましたね，殻初9ま、非常によそよそ

しくて， 「何するねん，ま、見てよか

な」という感じだったけどずいぶん

好意的になってきた"10月から行きは

じめてやっとですよ。

岸岡やは')・これからですね u

楠本顔がごろころ変わるより、ある程度同

じ顔がかかわるのが大切なんじゃない

かな。

鹿野広くではなく深く？

岸岡 小西先生や岡田さんのお陰で、兵應県

こころのケアセンターにもつなが，)が

できた。ポランティアが問題のあるケ

ースに出会ったときに、自分で抱えこ

んでしまわないで専門家に繋ぐことも

大切紀

東 そうな私たちは通過点でいいんだか

ら。

鹿野私たちのできることには限，）がありま
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すものな

楠本 ボランティア団体も、連携しあえると

ころは速擁してやればいい。

岸岡 それにしても、今切冥に思うことは、

峨場での理解が19 しい~ということで

す~ 「そんなバワー、どこにあるんや」

と皮肉ったり呵足をひっばったり。自

分は、ライフワークとしてこれを選ん

だんだからそれを理解して欲しいね n

大西 まだまだポランティアというものが没

透していないということも言えますね。

岸岡 目に見えるものを勁かさないとポラン

ティアだと思わない人がいる。

東 一つの使命は、もう終ってるだろう、

という考えもある。

岸岡 現状はまだまだ、こうなんだ．ここで、

ごんな活助をしていなという、等身

大の体験を訴えることが大切やね。こ

のことは、また、ポランティアにとっ

て一番の慰労になるんやないかな。

東 だんだん忘れ去られ、風化していって

いる今、知られていない部分を伝える

こと、情報を発信することもポランテ

ィアの大きな使命なんとちがうかな，

岸岡 全国のYWCAにむけて発信する必要

がありますな

楠本 それにしても、ここまで箱けて来られ

たのは家族の理解があってこそり

ー同 そのとおり、感謝してま～す口

大阪Yがポランティアを育て、ボランティ

アがポランティアを育て、この活勁が若実に

根をはり｀技を広げていっているのを実感で

きる座談会となりました。



これからにむけて

ニオしカヽらにむけて

こころのケア＊プロジェクト

プロジェクト長辻加代

時々刻々と変化していく被災地の状況に先ず聴きながら、 19 0 6年度も仮設訪問ポ

ランティアと子どものプログラムを継続していきます。その時その時に必要とされる活

勤を十分に把握しながら同時にポランティアが無理なく絨けられる様に辰関していきた

いと額っていますロポランティア実践講座で新しい力々を受け入れつつ會一方で経験者が

リフレッシュ出来る研條とミーテイングの機会を大切にしています。今年度も引き続きス

ーバーバイザーとして小西聖子・西澤哲両先生の全面的な協力を得て、安心して活動出来

る事を心から暖謝いたします。現在登録ポランティアは総勢170名です。これからも、

大阪YWCAの委員・会員共々に力を合わせて誠心誠意を尽くしていきたいと思います。

また、被災地のまっただ中にあって尽力している神戸YWCA と尚·→層協力し合って~連

携していきたいと園っています。

1 9 9 6年度は、次のような活動を予定しています。

近くから、遠くからお祈りとご支援をどうぞよろしくお頭いいたします。

1.ポランティア養成事業

(1) 初心者向け 市民ポランティア姜成実践講座 年3回

R仮設住宅訪問ポランティア養成く 3日間コース＞

②チャイルドケアポラン子ィア養成く2日閲コース） 共催：被災子ども支援の会

(2) 経験者向け 年3回

対象；講座終了後の登録ポランティア •YWCA会貝など

内容；ケーススタディ．個別テーマ、スーパーパイズなど

（3)震災ポランティア 無料研修生受入 4名

大阪YWCA専門学校の「人間関係・問題解決Jの授業を履修

(4) 外部団体経験者への啓発講演会 年2回

悶係者向け一部一般公開．活動報告やシンポジウムなど

2.仮設訪問活勁 （I)神戸市灘区（大和／高羽／寿）

(2)大阪市淀JII（十八条）

(3）西宮市（枝JIl町）

(4) ボランテイア養成讃座終了生の新規編成

(5) ポランティアミーテインダ

3.子どものプログラム

（l) こうベキッズ・ピタミン Iプログラム

(2) わいわい神戸っ子

4. 神戸YWCAとの協力と連携

5．事 務 局 （1) こころのケア・プロジェクト（点iンテ97、開1、YUCA99、スタり）

(2) 全体コーデイネート

(3)活動のための募金活動
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大販YWCA緊怠救祖活動

大阪 Y WC  A 緊急救援活動

く1995年1月18日～4月2日〉

1.被災者への戸別訪問と被災地滉査

2.救援物資及び救援金の受付 1/18~ 

1/18~1/20 3日間

3.救援物資の運搬 l/!9~2/18 延26日 車他延46回

4.救援物資荷物仕分け 1/23~2/13 延12日 延50人

5.アトビー医薬品関係配達28件（病院、保健所、保育所）

6.家屋崩攘者へのホームスティ及び住居の紹介 3件

7.家屋崩環後の荷物整理と運搬 3件 5人

8．国道 2号線での湯茶サーピス（芦屋西教会の協力による）

9.視覚障害者への支援（お風呂ツアー＆洗濯、室内補修他）

延22人

l/2l~2/15 

1/20~1/29 

1/25~2/3 

10.神戸 YWCA救援センター支援 1/24~2/18 26日間 延114人

（キッチンヘルパー派遣、何でもポランティア、看護婚派遺他）

11．炊き出し（西宮地域を中心に） 2/19~4/2 11日間 延69人

車延13台

延46名

延15名

12.被災相淡（留学生・一般外国人及び多くの方々より様々な相談及び依預を受けた）
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大阪 Y WC  A 阪神大震災

哉捐金っ救援金ウクリスマネ募金ご協力者

(1995年 1月19日～ 1996年4月30日）

<illl人＞
育山益江

飯沼剛

白烙正江

甜；恵美子

岩本静子

海野睛男

大沢昌子

大山哀澄

奥山博之

片山淳子

金且Iめぐみ

)91上悦子・

北畠美絡

木元宮士雄

倉戸静子

河野直子

小西幸雄

小森めぐみ

坂汁幹夫

笹森敏子

澤田田津子

宍戸由美

下平由美子

鈴木ひでお

瀬）91政人

平美捕

竹田純子

田中美智

ダニエゥ・オ-Wマ9

都木恵子

中）9l喜美子

中山美香

永原瑞子

西森暗彦

野間元漣子

服部まち子

原品子

平野弘美

頗田陽子

釦 ,1契子
松尾智利

三木祥子

殆家充子

赤澤浩一郎

池永カズヱ

市道

井ヒ万理子

岩本律己

遠薩恵美子

太田香代子

岡野泰行

尾碕敬子

片山芳子

樺島衣部子

J91渕等
北堀明子

金延林

栗田昭

河野奈々子

小西暢子

小山浩正

坂上侶子

佐藻明世

澤田ひとみ

四野宮美怠子

John BoyLe 

鈴木のぶみ

瀬高由美子

高山幸三

武中珠里

田中峰彦

辻加代

遠近三和子

中沢立子

永井桃子

南雲明子

根来放子

橋本佳三

濱登美江

原紀子

福咽亜紀子

藤原伸彦

前田真季

松下恭子

水口弘行

峯岸昭

赤澤都衰子

池煩育英

一本松妙

今井佐和子

魚木アサ

王哲文

大西映子

奥西峻介

尾崎瑞穂

加藤貴子

蒲田恭久

J91辺宣子
北村寿美子

久保房子

栗原利代子

河野武史

小林多美

後籐純子

桜井英子

佐藤桜子

沢田幸子

島千尋

杉野謙冶

叶ーリ・対ガ

芹田千香子

高山久美子

瀧本百合

谷佐代子

辻山ゆき子

徳永孝

中島和チ

長尾圭造
西美奈子

野口洋子

良谷J91澄夫
林陽子

原田くに子

福嶋洋子

藤原まゆみ

桝居伸子

松田静雄

水谷清子

峯岸文子
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朝井玲子

石井幸夫

伊藻箕代

岩井式子

宇野満美

大岩律子

大湯満恵

奥村恵美子

小野

加藤知世恵

河合官美子

川村忠

＊名噸彩子

牒野勝之

梨山美和

小島世津

小林真美子・

後藤美喜

左近節子

澤鞠子

汐崎貞子

烏原理子

祖原宮子

須磨未千秋

荘厳寺河野

高山保子

橘武子

谷川毅

蔦原初子

烏居聡

中嶋信代

長岡裕子

西田真智子

野田桃子

長谷部麻子

早野智代子

日南宮子

伏見友希

帆足文子

松井真理子

松田美代子

水間みどり

宮川真理子

(50音1● 敬称略）

有田文子

石川智洋子

稲葉三茎子

岩田佳以子

矮ぷ房子

大越志保

大森芳子

奥村知亜子

小野寺和彦

金沢和子

}ll内昌美

菊地周子

＊船共子

倉戸三郎

香西妙

児玉宮久実

小牧道子

斉藤ふぢ

佐々木小百合

澤田笹

宍戸美根子

下田美津子

杉本直子

限原昌子

蕎麦切朗子

竹内広実

田中9"子
谷口美弥子

壷井節子
中｝9|小フサ

中山寛子

長塩滋子

西森俊子

登阪桂子

服部悦子

早山馨

氷見有樹子

藤田敬一郎

星野恵子

松浦真知子

マ1；カこ・カ""
三田アケミ

武｝,,和代



松井美和子 村石孝

村山恭子 森由美子

森烏直子 安田けいご

山鹿文子 山形由紀他 1名

山口俊郎 山哨秋穂

山田由里 山田淡子

山本笑子 横山避子

若狭祐黄枝 若見獲子

く団体およびグループ〉

愛知アレルギーネットワーク

芦屋西教会

ゥータン森と生活を考える会

大阪女学院中学校・高等学校

大阪東十二教会

閤西リリーブブァンド

九州女学院中学校・利等学校

建誼広報協議会

甲府YWCA 寺烏l軌子

国際ロータリー 第 26 6 0地区

静岡YWCA

女子学院中学校・＂高等学校

スペース「ゆい j

Saga united Hethodist c 

泉北ニュータウン教会

地球の子供達

朝光テープ 胡倉照雄

つやま産業塾参加者有志

登中教会

西九条教会

日本キリスト教協議会教育部

E本チェルJプイリ連帯基金
ネットワーク堺

浜松YWCA

広島女学院同窓会大阪支部

北陸学院中学校・高等学校

松山束雰高等学校

村上加弥子 村川ゆかり 村田美也子

森圭子 森玲子 森井由利江

安田りほ 柳田允子 薮内美智佳

山上皓 山口安紀子 山口京子

山地和家子 山高万寿子• 山田愛子

山中浩子 山本雄彦

吉JII裕子 吉村栽IE
和田治子

朝日新聞大阪厚生文化事業団

石橋聖トマス教会

NTT H I01 水本郁俊

大阪聖アンデレ教会

山本佳津子•
依薩英樹

オリープジャパンアンジェラ・ヴォルペ

岸和田養護学校有志

京都生活共同組合

建設産業労働組合同盟

香里カトリック教会

桜ノ宮アートホー／レ

市民防災研究所

吹田いきいき市民ネットワーク

聖マタイ教会

泉北希望が丘教会

泉北ニュータウン教会教会学校

中高YWCA顧問祈修会

賃貸住宅ニュース社片岡他有志

東洋英和女学院中高部宗教委貝会

新潟YWCA

日本キリスト教協議会

日本建設疾栗聴貝労勁糾合協議会

沼津YWCA鈴木芳美

箱舟保育菌

広烏のぞみ教会

ブール学院中学校・裔等学校宗孜部

毎日新聞社会事業団

南大阪教会

山下パプテスト教会 ロックペイント

和歌山数会 和光通信工業

大阪YWCA留学生里親の会 大阪YWCA留学生里親の会奈良もより会

大阪YWCA専門学校日本語学科講師

大阪YWCA梅田センター ダンスパーティー参加者有志

大阪YWCA梅由センター クレオ企両プログラム参加者

大阪YWCA千里センター ケーキ焼ポランデイア

大阪YWCA千里センター わいわい神戸っ子

大阪YWCAこころのケアネットワーク参加者

以上の他に救援合箱に多数の方々よりご寄付いただきました。心より感謝申しあげます．

お名前の記載に関しましては万全を期したつもりですが、万が一、記戟洩れがあります湯合は、

●し訳ございませんが、大阪YWCAまでご連絡ください n
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神戸YWCA救援センジ一概要

開段の経

，
笛
＇

澤一期ll9妬IOl/r9~r,JSlo9/l5

神戸YWCA救援セノターは9え、地衷翌日の r月98日（水）に神戸市c公的迂●

所として登銹され、近●の被災者35名の方々の対難祈とじCその活動が始まりま

した。

と同時に大阪YWCA、点都YWCAで神戸ywCAの教援活動を支える動きが

始まり、 1月90日（金）には京都YWCAから初の教投物姿が届き、円4'WC

A 、大板YWCAのス9,9、ポ•)ンティアが団灌して、水や食料などを必娑とし

ていた地の人々にそれらの配給をする体制ができあがりました。

-遠間が過ぎた l月9SB （水）には企業沢遁のソニーの社員をポランティアと

して受け、他にも全因からのポランティアが築まってくるながで新しい展開がおこ

•9 てきましにこの時期、大きな公的氾鱚所ではある程度物沼がいきわたり始めて

いましたか、公●や●車垣、行宅の被災9にはr●●や物沼がたいへん不足している
ことが詞五の結果、わかってきたのです。神戸YWCA救投セン9ーでは独自d9ル

ットと県、市の協力を得ながら、公ご」Uヨ， l―報の不足している波災者の方んに救

援センターの存在を知らせ、本格的な救援活動を始めました，

また早い時期から情報0不足している被災外国人のための相決窓口を設け、婦困

の手伝いや祐届の付添い、物姿の配給 紆述の協力のそれぞれの国のコ：ュニチィ

ーの人々を共に行いました。

こうして 2月 95日まで会館での物沼の熊99紀給と9［の巡同をモたる活勁として

実施し、延29 3 0 0人の方々にセンターを利用していただきました。また各地か

ら駆けつけたポラ 9ティア数b‘ノニー採式会社の'"'人を含め、 80 0人にのIず

りました。

〔茶て期） l的5102199~l切5104107

大学の春休みが終了する頃、違方から集まデて宿泊しながら活動していたポラ 9

ティアのほとんどか俎ることになりました＇救援センターは今後も且 0長い活動を

9碑していくために、地元の 9市民ポランティ了」を募巣しまし9一。被災後、ずっ

｝＿活勁してい9：京阪袖，，ポラノティアに加え、新たに 50名糸りの市民が4刀 9日

にオりエン9 ハンを受り、ヒンターのポランナィ，・として蛍9忌しました。

虹後↓ヶ月、街もだいぶ逗ち蕊差を取り戻し、囲店も祖葉を再開し始めたころ

神戸YWCA救援センクーの無料物●配給の活勁は終了し、かわりに相淡ご9ーナー

を設け9した。 i9え荻ける情報を符理し、地域の人々にわかりやすく紹介できるよ

うにしたのです．孝1'り家がいるわけではないので、直接の桜決にはつなかりません

が、情報をまとめ、問い合わせ先むどを要望に合わせて紹介していきました。

また、広島疾白木町の商工会議所から寄贈された簡品風呂に人浴サーピスが高齢

者および家族を対象に始まりました¢

各地からの物資はまだ送り玩けられている状況の中、内容が1藷うと車に積んで、

市疇［こで当た仮穀住宅やテントに住んでいて買い物が困雑9ょ人々を訪悶し、配布

しました。 3月も中旬になると、センターまで自力で来る：，とができる人よりも、

避●先で思うように動けない人々の課●の方が垂要になり、自ずとセンター0Jポラ

ンティアもより街の中へ出てい（概会が99えました。ま1ふ仮設住屯の塔加に伴い

引坦しや荷物整理などのワークか従来からあったテントメンテ・9ノ人や足根の,-

卜張りの仕●に加えて、要望が強くなってきま Lた。

この時91、建築物の炉体工車が本格化し、了スペストや粉燦による大気汚染の問

廷が深刻化し始めました。センターでは他団体と出力し、企菜や●人に防●マスク

の寄付を依頼し、祈学期で通学が始まる,,浮生を対象に、マ人クを●区、中央区の

小学校を訪問して記布しました。また、社滋でマスクを配り●●キ rンペーンを

実施しましに。

［第三期） 99記104112ー9995IOOll4

新しく市民ボランティ fを迎え、日屈りを原則9しn常的活動が再スタートしまし
た。また、挙務局として有償ポランティアを 1名採用し、センターとしてさらなる

内容の充実をはかりました。

人手不足との閲いの中、街03巡固訪99や月1坦しなどのワークは過未9こ某中して行

うなどのエ」とをしました，地元には為齢者や陣吉者●先入居の仮設代宅が増え、ゴ

ールデノ＇，イークを利用して、地域の仮殷仕宅を訪問 L，戸別訪問や住居99改涵な

どを手がけました。長期間のテン 1、生活で●労9J度か●くなっている函齢者には、

波災後かずっと税99ている炊きだし→j ービ，,の品数を•やし、配逹をするなど,,,,

伏況の変化する地元の人々のニーズに即9じできる態衿づくりの必翌でした。

他体との協力によるプログサムも広がりをみせ、大阪YWCAと協力して、連

休にこどもの心の癒しを目的としたキ，ンプの実施し、今ほb定期的にこども文1淑

の祐勁を恥粒していくことも考えています。また、 9lじ大依YWCA'心ヽ りケア」

グループど協力し、テント村でのお茶会や〔以 "““' 
会」などのサ-n し9-o

逗
湿



百

［第四期） 1995/06/15~1995109／泌

長らく続けていた●萩コーナーを虔止センターまで相談9ご来られる人々の数は

減少し、かえって相談にも来れないような状況の中におかれている被災した人々の

中にこちらがらっと出向いていこうという決意、〉

マスコミの霊災呵係の二→ースが日を追ってば少する中、神戸の実情をひとりて

も多く 0人に伝え、またセンターの活勁を丁寧に報告する目的でヤンターニュース

「ポランビア通信」 0第l号を発行。 9 99 0 0人を述すボうンテ9ア経験者、救援

●吝やカンパの提供弄関浬団体に約25 0 0部を発送しました，．堵報の発信は今

氣届も亘要江センター袷動のひとつにな・,Tい(}思います。通信に加え、ポラ

ンティ了の描いた4コマ涅画「愛ちゃんのボランティ了神戸日記」が他団体も含も

ポラン9ィア仲間の中で共感を得英釜択や絃編が次々と培屈lされていきました。

救一切己の配布を投災後何ヶ月を経ても実施するには、いろいる｝細かな配意が

必要ですっしかし、季節ごとに必要なものは変化し、またテノトや仮殺件宅という

仮住まいの生活では、できるだけ節約し←いという気持ちも当然ですn 特哭な状況

0如ことの他必要なも0もあります◇夏には蚊帳、殺虫剤、中占の扇瓜機、蚊と

り線香、豆物衣料などが必要とされました3 あらためてセンター協力者に救燦物査

としてお願いしてフィリビンの「よるず屋」さんーナリサリ.ストアから名前をも

らい、車で物汽を冠して、仮殺住宅やテント村でノートを敷いて古空市の活勁を

始めました。活勁名は［サリサ'l」です，地元0人々との哀いコミニニケーツョン

〇垢でもあり、寄脳品ですから値段をつけるかわりにカンパをいただきました，途

中からは被災後から文●を統けてくださっている市品町から有機の新鮮な野菜を安

くわけていただき、買い物に不便を感じている仮設住宅の高齢者の方々に大変喜fi.

れましに。

梅雨の期間は大変な豪雨に見舞われ、しばしば大雨警報が発令され、気温も日を

逗って~f昇し、テ9 卜生活をしている人9よ逹気と 4 0° Cを超える箱さ 9こ滋まされ

ました，セ／ターでも仮設住宅へ〇引越しとナントの排水や日餘サシー；.を歪る作

業で東西走しているうちに夏を迎えることとなりました，

6月末9こ豆休みの熊拾を整えるために4日間センター字休み、 7月3日から夏休

みを利用してやって来る速隔地のポランティアとともに日頃したくてもできなかっ

た様々な活励を計両しました，しかし、期待にそわず、ずランティア｝数を特に学

牛を中心にその数加油びf苗み、お盆のせ-ク9時でも予想していた受入れ人数をはる

かに下回る25人という有り様でした。這常店勁を雄持してい（のがやっとの状担

でした¢そのような状況の中でも、仮設住宅の自治会作りを陸ながら支委するお茶

会や市扁町姐頭によるファミリーキャンプ、饂住宅の恥登などの特別な活勁を

実施しました。

更までには公国のナント生活の人々もそれぞれ仮設住宅で牛活しているだろうと

いう私たち、また人々の予想に反し、戸政と彼災した人々との要求がかみあわない

まま、破炎後8ヶ月を送ぎてもテン 9牢舌を余儀なくされている人々が存在Lてい

ます。それに9"え、神戸市は3月20口多くの西群者を残したまま災吾救助法3没目

用を打ち切，,ましたz 被災者の生活状況を無視し，"'神戸市のありりはもやは天災で

はな（人であるとの認識がヤンター9ご強くなって自ました。災云叔助ェの途用終

了後，表低の住后も確保されることな（、人々はただの公園の不法占拠名扱いにさ

れようとしていま土センターては弁護士の炎案を得て、塁災後の行政の対応を人

権悶迎として捉え直し、デン r生活の人々に人撫救済申し立てをする捉案をするこ

とが巡回訪問での人きな目的となりまい。計8組0人々か人控救済の申し立てを

近よ弁ょ：追合会人匹暇季且会に捉出しました。

またこの間に好評の；愛らゃんのぎ9J'ディア神戸日記」がアース出版ぶり出版

されることとなり苫店扱い50 0 0部、 YWCA扱い 30 0 0部磁l-80 0 og; 

が販売されました， 9月23日に作者のたけしまさよさんを迎えてセンター主催の

出●匂今ペーティーを問ぎ、 50人を絃す人々がお祝いにかけつけました。こ53バ

ーティーをもって夏休みの活動期間を終了し充 9、江

同時に神pYWCAO砕.甲逗での諸活動である炊きたし、入浴のサーピスが終

了しました。炊きだしポランティアのメンパーは、 9月23日の辻終の炊きだしを

翠理し、その後今後の活勁について活し合いを行い、炊きだしにかわり、彼災した

潟齢省への給食サービスの可能性について検討しました。また福易風呂は、須磨区

の下中烏公隣追姓所に、捏供者の白木町商ヱ会哉祈の方々の協力を得て移勁し、再

び活用していただくことになりました。

宝五期Jl995IOO/24~l995/）0虎l

l 0月から再度新体9』を経むため、救浚セ99ーを休みにし、同時にこの期間に

弁護土の熊野氏、神戸大学大学院の点井氏、大阪工菜大

居住と人権に開する国違ワ吉＿ゞGO、ハビタット・インターナシ Jナル コアリノ

ョンの課査団4名（オランダ、メキ；コ、イ 9ド、カナダ）を迎えました。""

村、避起所待双弄市街／遠隔地の仮設住宅、披災者目身で摺成された団体、被

災した個人、学名江茶呑、池方／中央行政など多角的に神戸の現状を祠杢し、その

報告を国速の何らかの期閤に提出してもりうねらいで丸 L0月9Bには、ハピ

タットのアジア地域の加盟団体ACHR-jaoanの協力も祖て、阪神淡路大哀災一

今、わたしたらの居住の裡利は守られているか9ーというタイ豆レの9ンず9ウム



戸

を開●しました。

年の来袖 9こよ •9 て、日木ではまだ市民権を得ていない人権の視点に兌った

国研峠Jそして9ミュニティー09望要性を再恋祖したのです，公●や迎雄所に

残る人々e粘り強く関係を保つことによって、いずれは起こるであろう仮設住宅か
らの移転問類も視野に入れ、行政により強く市民の芦を反映させるのが怠務である

と英惑したのです3

ポランティ了の活勤数も激滋する巾、近隣の都市からの応援に加え、神戸市民が

よる密に、深（、この規状に関わり、市民同吉でボランディアをする側、される側

という関係を越え岡じ神戸，阻主としてネットワークを作る時が来ています。

濱六期)1"5/10/0L-

.如石如」";内容を下記のように編成し直しました"

1)巡回訪臣：従来0テント村、在宅、仮設住宅に加え、避碓所、待概所に残2

ている人みも訪問を始めました。また寒さの中でより厳しい状況

におかれている路 l•エ·,-mふ且累冦も取り組むぺ（準栂中です。

2）給食サーピス クXきだしチームが引き粒き、配述炊きだしを拡張し、テン｝

や辱の主に馬齢者の方々に品いーピスを遇 l固始めますu

3）ワーク

り車務局

冬越えを支えるためにも、冬支度に必要な冬物資9必墳、収菜

配逹を始めるとともに、テントなどの隙間風予防やより●固な●

易小歴にするための協力をしてい芸すと

：ますます神戸の現状を伝える手段が泣っている中、神戸で起こ—,

ている宰実を伝えるために「ポランビア通信」 0発行を継詫する

とともに、他概閲からの情報や有益な奇料を培刷し、センターを

訪れる人々にi布しています。また、継翌してポランティアのコ

ーディネートや地域の方々から0要望に対応しています。

5）他団体と：ポランティア団体ではなく、被災者巨身で糾瑕された兵卑栗技炎

の這携 者速絡会を初め、農災を遥して必要性を感じた路上生活者の課穎

を中山手カトリック教会を中心とする「神戸の冬を支える会」、

地元NCO連絡会、および神戸の現状を人稀問蹂あるいは居住の

樅利の問●として窓洪している専門家やジャーナリスト、市呈と

の連携を深めようとしています。また、当ヤンターのポランチィ

TGG/OSで笞成される東京を屯にした各地09支接会や／也市Y

W99Aともより効果的につながれるよう他報交換をしています。

澤神還災疇這する組織屈＊ 1 ， 

日本YWCA

市YWCA

束 ,SYWCA，東京・支臣の全

名百虻YWCA・名古臣支度の会

人阪YWC,, こころのケ 7

ピタこン［プログラム

--

只 都YWC,,・ボランティア派遠、救袋物姿"3協Jj

；将39iii20視社

神戸ywCA 神戸YWCA復痰券金／救援セ9クー活動慕金

l神戸YWO学院存門学校兵追呉日本語学校留学生・就学生叉援の会

2~ ライフ＆ビースセンクー 名援プ□9ニダトチーム

＊セ,,ー活動り）中の主に給食寸ービスを担当

3令神戸YWC,Y救援セノクー 享務局 担当啜呉 前『［圭子

! 

有問ポランティア

ず・ノンティマ

＊誌局

＊巡互訪問

*r9-9 

神打限和"還4日9

［暉雌災麟吟
一 神戸0冬を支える会キリス遷認教菰協友会など

ー地元NGO迷格会ほかボランテ汀詞鴎

［兵雌甘邸「ほか市店

ソニー株式会社はか企業、労勅紐合関係
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1996年 1月7日発行

年越し臨峙増刊号

鬱韻書
この年末 ・年始、救援センターは心細い年越しを迎える神戸の人々に寄り添いたいと、神戸YW

CAの会館を無理に開けてもらい、無休の冬休み特別体制を取りました．その中で、この「今J

の神戸をできる限り、素早く伝えたいとボランティア活動のかたわら、この臨時増刊号の作成1こ

着手しました．今までの号よりも、 数多くのメンパーが関わり、新しい状況をどんどん折り込ん

でいます．短期間の作成で、ミスも多いでしょうが、1年目を迎えつつある神戸の人々に想いを

寄せていただければ幸いです．

救援センターの一年を振り返って
The Voice from KOBE 

今月0蒟の声 （特別編］

神戸YWCA救援センター賣任者 前田圭子

救援センターが始まって一年が経つ．四月の段階で「救援Jという言葉に

引っかかりがあった．気にはなったが、三カ月のr.，に地域の人々にやっと定
常した名前を無理に変える必要はないだろうと判断し、ここまで活動を続け

てきた．

この一年、私たちが被災直後に出会った人々の避難状況は、今もあまり変

わりない．ずっ と 「生き延びる」ための関いである．センターの活動は． Y

WCAのひとつのプログラムではなく、まさに 「救援Jそのものである．
次に何が起こるかわからない．即時の判断と適切な対処を要求される． 働

いても働いても改善されない状況1：：：、不毛感や絶望感を泡いた時もある．こ

れは本当にボランティアのやるぺき仕事なのか？ 責任は稚にある？ 原因

はどこにある？

センターで最も大切にしている巡回訪問で、地域の人々の生きざまに触

れ．多くを学んだ時、私たちの会括の中から f被災者」という言業が消え

た．伺じ市民として尊厳を取り戻し、生活再建のために、それぞれの場で共

に関う 「仲間Jになりたいと実感したからだ．何としても人が人として幸せ

に住める家と貨を私たちの手に取り戻したいのだ．

天災は終わった。しかし、人権侵害という替退的な人災が蔓廷する神戸の

街で、センターの役割は、避麗所 ・待攘所 ・仮設住宅・自宅に未だ 「避羅

中Jの市民と一緒に 家と街を取り戻す作業を淡々と統けていくことだと

思っている。私たちが出会った人々がひとりも欠けることなく．元の生活に

戻れた時、センターの役割は終わる．

目の前で起こっていることへの迅速な対応という短期的な視野と、社会変

革を伴うような長期的な視野の二本の柱を立て．センターが神戸で必要とさ

れなくなるまで活動し続けたい．

（日本YWCA機関誌1月IB号より転戟）
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救援センタ・ーのポランティアに'‘長
田のおばあちゃん”で親しまれている ，． 
森下炎智子さん（作号・玉砂）は70ン

オの美しくて、気丈夫な力です． 90オ

代のお母さんの介濃をしながらの母娘

二人暮し．今は全壌した長田の家から

移り、神戸西郊の仮設住宅で生活して

いらっしゃいます．新年を迎えるにあ

たり、簾災後1年の万感の想いを句に

詠まれました．
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ポランティア登録、研修などで

釦用した翠料のリネト

（タイト／しそのまま／一部夜粋／順不同）

1.ここるのケア ～災害のあとに～

2.災害を体験した子どもたち ーこころの理解とケアー

3.災害を体験した人々の心のケア

（大阪YWCA)

（葉森立男他）

（岡田幸之）

4.子どものプログラム姿料

5.心的外傷後ストレス障客の診断華準

6.キャンプの備品、用具、個人装灌リスト

7.兵庫南部地震救援ポランテ9ア受付カード

8.ポランティア誓約菩

9.現地の避難所地団＜芦悪市‘)

（岡田幸之）

（大阪YMCA)

（大阪YWCA)

10.ポランティアのためのもえつきないための8ヶ粂 （大阪YWCA)

（米国教会から）11.災害を体額した子供達の楼神面及び情緒面のケアマニュア）9

1 2．災害に遭った子どもたちへ 小学校教師のためのマニュアル

13.復興支援の活勁を実践していく前の準備マニュアル

（朝日厚生文化芋菜団）

（大坂YWCA)

14．人間関係トレーニング資料セット

15.問題解決トレーニング賓料セ・9ト

H.キャンブカウンセリング

17.北海道南西．地震を体験した子どもの堵神礎康

く参考図書＞

上．入門・ポランティア活動

2.ポランティアにおくる 14寇

3.ポランティアのためのカウンセリング入門

4.災害の襄う時

5.ポランティア元年

8．心のケアと災害心理学

7.実践！心のケア

8.災害救援

9.臨床・コミュニテイ心理学

10.心を蘇らせる

1 1．月間ポランティア

1 2．震災・活勁記録室

13.その他多数
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（金香百合）

（金香百合）

（大阪YMrA) 

（藤森和美他）

（岡本栄一苓／大阪ポランティア協会）

（小此木啓吾編苓／大阪ボランティア協会J

（白石大介著／大阪ポランティア協会）

(B.ラファエル著／みすず吾房）

（金香百合共落／朝日‘ノノラマ）

（薩森和美共著／芸文社）

（長谷川浩一編著／朝日新聞社）

（野田正彰老／岩波新吾）

（山本和郎編芸／ミネルヴァ菩房）

（河合隼夫／講慈社）

（大阪ポランティア協会）

（阪神大冥災地元NGO救援連絡協議会）



.~ ちょっと粘しこみ点せん訊
且卜1中恰叫

ニデ？二
玲

所
a
鳩

•プラノパシーは固く守り未,.

•相談は一切熙はです。

●R4芍閉●話I臨（こ応じています。
・這ピ―9レクース (089 259 4343 

•閲西いのちの霞99 (089 309-l l匂

•京言いのちの唱話 (0759 864-434S 

•奈良いのちの匹9 (07429 35-9003 

•ぷ呻4Hし巾ットライン大阪 (06) 941 -70SE 

●務后

大応YWCA

こころのケアネッぃヮーク

大阪市北区神山町1l-12 
―EL (06 36l -oaag 

FAX 906) 361 -2997 

災宮のあと、こ91まで体険したことかない

ような感泊が出てさて とまど)ていら9し
ゃい志せんか

イライラしたり~ドキドキしたり、不安で

ぼれなかったり

て．g9よう紅反9bは、災宮の後~あなただけ

でなく、多くの人が休験しています。つらい

位駿9さ ー内には受け入れられないものなの

で'〇
こころやからだの変調辿災宮を受けた

ショッタを徐々に受け入れようとする途中で

起こることなので出心記しないでください。

同度,,同しことが頭に浮かん9どり~要や、

悲しい亡とが起こ、9たあの時と同じ慮99にな

ったとしてもそれは正常なこと｝みのです。

畠呂巳
つらいその的の体験や璃99ていることをi
かに唸いてもら・3てくださいn

それを忘れようとか 消1」をろうとか努力
しないでいいのでか

時関がたつにつれてうすれて行さ~痛みも~

だんだん怪ぐ4っていを取す，

今は99じられなくても 本当に大丈夫です

から、どうぞ安心して下さい。

く医四）巨商医師会災宮匁苗本紐

FAX (D9B(39(-7550 

9999地で閲槃している病院内報

● (09B9 362-3」4ご

● (D7e(391 -4(（4 

く活津） 99宮(10淫

●〔〇ら9365-8833 

合 (C’’5924(-9752 

く大学9大学入試ヤンター9（ロー四話

ロ (03)3465E600 

⇔可祉9廂吝者支援センター

含 (09B9241 -3(（フ（知”J(て::-~’
な (C9B9241 ~93(88 頃料

FAX (0989 24(-3(59 

（外田人〉巨●●贄外国人相談コー~ナー

● (09B9 a7(-45 (5 

AMDA国際医祖

で (C89636-2338 

（住まい〉神戸市災苔対衷本部ー防伎用住宅保

t: （3789 382-988C 

芦屈I"住宅謀
" (07999 31 -2(2l 

．裂さ";あとには

どんな気拷ちになるのでしょうか？

一大切な人や愛する人が亡くなったり渇ついた悲しみ

災＃によって家巨や大事なものを失った悲

しみ

叫囁濯lI
同しよコ，，い海がずた起こるのではないか

という恐れ

家族がgrlばなれになってしまうのではな

いかという恐れ

I」II川Ih1111」IIll| 
なぜこんばめにあわなければならないのか

という怒r
ほかQ人から理恨してもら気ないことへの

イライラ

押’屯炉咀
将来と八したらいいのかわからない不安災

却湿威の前には、人問はなんと力のない

ものかという無力惑

| I I Il,I II II II’l l 
白分だけが無●だったことへの気莞93

四．七＿t［9j?冗rm
自分が他の人に助l9てもらわなけれlオなら

『言三二汀
一~・．．．↑がー...

これだけは知っておきたい

．．．．．．→ヽ

こころのケア
災害のあとに

・原みればよいこと

•軽9)運動をする

•いろんな人と接しよう

•ぜ来る限りスケジュー）し和）つも西 0 にする

•人と一絡に［奇閤を•c,

• a比
・とんなことを感じているか互いに話し合う

・阻れない帝）4日記を巴い）こり これまでd)

ことを記してみる

・十夕）な休忠をと,.

冑
"でべ'‘’~9b9A9し9bヽ -,屯も

こど七たち七災宮によ9て1舅ついています。

こどもたちは一時的に「災吝こっこ」花し

たり 災＃の絵をかいたりしまむこのよう

な朽勁を通して、災害を究lRし乗り越えよう
としているのです。禁止しないで こどもた

らを見守ってあげて下さい，



大屈YWCA：：：：：：ろのケア・ネントクーク

自治体磨負 ・教締固けの

災害を体験した
人々 の心のケア
．
 

vco 
セミナー

阪神大震災は、人々から家族や友人、家や学校など大切なものを奪いました．

特に子どもやお年寄リたちの心は深く傷つき．その苦しみや悲しみには、はかり

知れないものがあります．そのため、いつもとは違った感情や行動を示すことが

あ1)ますが、それをきちんと受けとめることが人々が立ち直る大きな助けとなり

ます．このセミナーでは｀被害者心理の専門家でいらっしゃる小西聖子（こには9こ）
さんを迎えて、被災した人々の心‘の傷に配慮した接し方を学びます．

現在、被災地の関辺都市にたくさんの被災者の方々が一時避難を含めて移り住

んでおられます．被災者の受入れなどを担当される行政関係者や学校関係者の皆

微も今、いのケアの必要」を切実に感じておられることと存じます．

日本では、心のケアの必要性がいわれだしたのは最近のことですが、この機会に

ぜひともご参加ください．

日 時・・・・・・1995年 2.F.Iユ4 日 （ジ<)PM2:00-5:00
場 所・・…•大阪YWCA （大阪市北区神山町11-l 2／梅田から徒歩l0分）

参加費・・・・・・1,000円 申込みはFAX（ら95知吋）または電話で！

講師ブロフィール＊／Jヽ た百茎旦ヨニ（こにしtに）さん
愛知県寅生まれ．東京大学教育学部．筑波大学医学専門学群卒、同大学院博士

課程終了．医師、医学博士．現在、東京医科歯科大学難治疾患研究所講師、犯罪

被害者相談室室長．新聞、韓誌などでも大活躍．

1994年1月．全米被害者援助機構 (NOVA)に於けるクライシス ・レス
ポンスチーム (CRT)のトレーニングコース凧芸．

（専門J 犯罪精神医学、被吝者学．・（箸書］ 『女性性の完理と変容』（共苓、
新興医学出版社）、 fおしゃペリ心哩学』 （朝日新聞社）
『メディアの淋しい肉体』

『クライシス・レスポンスチーム』

｛論文l
（「イマーゴJ)など．

く大阪YWCAこころのケア・ネットワーク＞

阪神大震災の被害を受けた方々の、心のケアをお手伝いすることを目的に発足．

1月28日よリ現地の避婁所を訪問させて頂いている．約100人の協力者がいる．

主催／（財):::k.復反 Y ▽ICA 

ーデ邸0大阪市北区神山町ll-1 2 806(3 6 1)083 8IFAX06(_3_5D2997 

大仮YWCA：：こるのケア・ネットワーク

膏少年団体閤係者 ・膏少年リーダーの

災害を休験した ／` 
子どもの心のケアセミナー▽
阪神大震災は、子どもたちから家族や友だち、家や学校など大切なものを奪いま

した．子どもたちの心は深く傷つき、その苦しみや悲しみには、はかリ知れない

ものがあります．そのような子どもたちは、いつもとは違った感惰や行勤を示す

ことがあります．

このセミナーでは、被災した子どもと一緒に活動する青少年')ーダーとこれから

の活動を計固中の青少年活動関係者を対象に、岡田幸之さん（祖神科医）を迎えて

子どもたちの心の編に配慮した接し方を学びます．

日本では、心のケアの必要性がいわれだしたのは最近のことですが、この擬会に

ぜひともご参加ください．

B 時・・・・・l9 9 5年 2 月 ユS 日（水 ）紐6:30~9:00
湯 所・・・・・・大阪YWCA（大阪市北区神山町11-l2／梅田から徒歩10分）
甲込み・・・・・・電話でご予約ください． TEL06(36l)0838 
参加費..,．．．烹科

謬師プロフィール

四国李之(tかtt対0 1966年、神奈川県茅ヶ埼市生まれ．将神科医．筑
波大学医学専門学群を卒業後、同大学大学院において社会拷神医学を学ぷ．研究

分野は可法精神医学~医療伯理学、被害者学など多岐にわたる．ポーイスカウト
などアウトドア・レクリエーシ墨ンの経験も多く｀大学院在学中には不登校児童

を対象とした日険キャンブにも主催者側として参加している．臨床では一般精神

科臨床に加え、大学病院においては小児心身症などの治療にあたっている．両親

が淡路島と神戸出身であり、親戚にも被災者がいることから、今国の盤災には個

人的にも関心を強く抱いている． r大阪YWCAここるのケア・ネットウーク」に
は発足準傭から関わり、学習会や現涵での活動に楼力的に協力している．

く大阪YWCAこころのケア ・ネットワーク＞

阪神大震災の被害を受けた方々の、心のケアをお手伝いすることを目的に発足．

1月288よリ現地の避難所を訪問させて頂いている．約lO 0人の協力者がいる．

主催／（財）ブ<pffi.Y~ マrc: A 
〒530大阪市北区神山町ll-l 2 ~06(3 61)0 8 3 8/FAX06(36!)2997 
後援／（財）関匹テレピ斉少年唸成事栗四
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ボランティア説明会
のお知 らせ

阪神大震災の被災者の「心のケアJに協力してくださるポランティアを荘集します．

＊活動内容

被災地の避難所などを 2~3人のチームで巡回して、被災者のお話を何う．

2泊 3日の泊込みを基本とする． （期間／1995年 3月18-3月318)

(1)被災地において対面方式で話を聴く

(2)被災者の「心のケア」に関するパンフレットや資料の配布

(3)子ども ・高齢者 ・ほ宅者 ・在日外国人のr心のケア」を支援する
(4)f心のケア」を助けるための物質的 ・人的援助を行う

(5)「心のケアJに閤わる人々への研修等の提供

(6)「心のケア」に関わる団体のネットワークの組織化

＊応募条件

(1)カウ ンセリングの基礎知識や経験がある

(2)電話相談教師．斉少年')ーダー．定期的なポランティア活動の経験がある

(3)心身ともに健康な人(l8歳以上の男女）

(4)期間中に 38間(2泊 38)以上活動できること

(5)衣食に関する一切の準備が自分でできる こと（哀袋、食料などの用意）

(6)毎週火曜日（夜）のミーティングに参加できること

大 説口月全（この日だけです）

時••• 3 月 1 日 （水）午後 6 時 3 0 分 ー

所•••大阪四CA ［梅田から徒歩10分］

主催 大阪YWCAこころのケア・ネットワーク

'f 530大阪市北区神山町11-12 岱06(361)0838/FA  X06(361)2997 

9諷ゞいc,^“つンテ 49.,.ギャンペーン～ビンタの＊ 3‘”ヂ—•フ江零ニ C-..: ;9 -～  

ボランティアシンポジウム
～阪ネ申ナ環屋災と ここ ろのケア ～

r翫神大冥災Jを契機に「心のケア」がたいへん注目されました．
大阪YWCAが震災後ただちに組鷹して始めたにころのケア・ネットワーク』の活動が
大変注gされ．たくさんのマスコミに取リ上げられもしました・
私たちの活動は、 8本での災害時メンクルヘルスのポランティア組磁としては初めて
のものという専門家の方々の注釈に耳を傾けている余裕すらありませんでした．

むしろ避鷺所の訪問．子どもたちのヒーリング（＊）キャンブと．求められていること．

私たちにできることを樗一杯にさせて頂いたというのが．この間の尖感です．

私たちの括動と共に支え、創，)出して下さったrたくさんの仲閤たちJと． このSヶ月の
の酒勁を裟り返り．祈たなる農望を錨いていさたいと額っています．

rたくさんの仲閲たち」ーポランティアをして下さった方、お金を送って下さった方．
物資を送って下さった方、国ましのお手紙をくださった方．祈っていてくださった方．

そしてなによリ．人間のすばらしさを名たちに教えてくださった被災者のみなさんと

この経験と分かち合いたいと瀕っています． ．ヒ ーリ ング・・…•心の還（内）し

東 京 会 場 大 阪 会 場

*8 時 7 月 8 日 （土） 7 月 J. S 日（土）
PM2:30-4:30 PM2:00~S:00 

＊湯 所 東京YWCA 大阪YWCA

JR/tf“御茶ノ水J釈メ徒歩5分 J如が繹Ill」玖お徒歩10分
＊定 只 80人 80人

＊入湯甲込方法 申込不憂 電話で大阪YWCA^ お申込ください
iii接会湯＾お埠しください t!06(36 l)6 l l4 

＊ブログラム l. ＂告 「活動の全吝J 1．怜告f猛動の全容J

大阪YWCA 大阪YWCA
こころのケアネットワーク ここるのケアネットワーク

2.シンポジウム 2.分科全
f心のケア」ポうンティア活励 〇高船者②子ども〇女住

今後に向けて cポランティアオーガナイズ

3.シンポジウム
r心のケ7Jポうンティア活覇
今後に向けて

*fll.告者 0ここるのケ7・ポランティア 0こころのケ7・ポランティア

＊パネリスト °‘Jヽ西g子(9糀四在註鼓） 0西原由記子（暉U~/-該）

(f,) 0西渇誓(i,,t刃ツ庄氏11'.2) ft 0岡田祖之(a捐紅パど鵠いれ＇） （也
*l -fヽi-9- O金香百合（点wa計／；こう紗？・1o1ぅム・fルり9-J
※上記のI豆項ストはここるのケア・云シトワークのスーパーバイザーとして

活肋と支え．辺いてくださった方々です．

主催／大阪YWCAここるのケア・ブロジェクト
〒530大阪市北区神山町11-12TEL06(361)6114/fAX06(361)2997 
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市民ボランティア実践講座
～地元のやる気を咲かせよっ ，～

”--“―"心Y WC  A 蕊災年興連寄ブログラム・……

市民ボランティア実践講座
～地元のやる気を咲かせよっ，～

「阪神大霊災Jを契機に（ポランティア活勁Jがたいへん注目されました．

神戸YWCAは拓夏センターを組識し．さまざまな；；ーズに応えるぺく多岐にわたる活動を殷開し
ています．また、大阪YWCAが震災後ただちに経織して始めたポランティア組戴「ここるのケア・

ネットワーク」の活動が大変注目され、たくさんのマスコミに取リ上げられもしました．

震災後10ヶ月を迎えて．ポランティアの中心は遠后地のポランテイアから地元のポランティアに
パトンタッチしてきています．

紀による被害が比餃的小さくて、心身共に落ち着きを取リ戻しつつある地元の人々のバワーは

今後の新しい街作リに活かしていくことが望まれます．

この講慮では．現場寒醤を含めて大変、実践的なポランティア研修をおこないます．

謬座修了後は．仮翌住宅訪問活動や子どものための活動に住頭していただくよう頴っています．

l．日 時 AJ-1(11月108-12月8日／金曜・2t5回）BJ-1(10月28B~11月268／土llll・lt3回）

2.揚 所 神戸YWCA （神戸市中央区／阪急「王子公園淑徒歩5分 •J Rr湿J駅徒歩6分）
3.対 彙 兵鼠累下に在住する市民（隣接地域の方も可）

謬座修了後にポランティア営動に参加 ・呑1!iする意欲のある人
4.定 員 Aコース ：仮設訪閃ポランティア so人

Bコース：f91が打・ポランティア 50人
5.多加費 1,000円6ぴ訳の一邸として）
6.申込み 大阪YWCAへ往復はがきでお申込下さい

偲り先）和30大阪市北区神山町11-12大阪YWCA内市民ポランティア笑践講庄係
（記戟事項）住所．氏名、住別、年鯖．電話驀令希望コースを記入のこと

A9-a（仮誼住宅訪問ポラン-rィア） B3ー入（チャイルドケアポランティア）
ll/lO(t) 拿ポランティアのための 10/28(t) ＊ポランアイアケアの基礎になる
1時～4時 「人閲理傾のトレーーング」 l0砕～4碍 人間翡・子ども遵解
11/1 7は） 拿ポラン..,.ィアのための （ゲームやグルーブワークを使って）
1時～4峙 （企直遁営のトレーニングJ 11/ l l仕） 拿ポランティア実践のために
ll/24(1) ●仮設住宅の現状と問題 l 0時～4昨 （企圏運営、 rt/がり7t99ーの実際）
1時～4時 事訪閂ポランティアの心構え （現為にいくたのの心構え,l!)
12/ 1 W 亭ポランティア現湯冥百と存価 1 1/23(t）ピ ＊現湯哭詈
10時～4時 グルーブ別での仮設住宅訪閃 11/25(J:） b （子どものための活勁に参画する）
i 2/ 8仕） •今後にむけての話し合いと交浚 ll/l6(i) > t日時・内容は数讚の中から選択し3↑
1碍～4時 19A<A・11-・1<-ティーを楽しみ必ら一

＊虞笥及びリーダーQue案内人）←-例
＊岡田寧之（精神科医／大阪YWCAここう切・スーパーパイザ-)

＊石阪隕子（キリスト教教育主事／は9・翡迂類災こども支汲の会）
＊腐陽子（キリスト教教育主事／狂輩屯被災こども支援の全）

＊前田圭子（神戸YWCA幹事／神戸YWCA敦扱センター交任令）

＊金香百合は叛YWCA幹事／大阪YWCぶ：拗7•1ci;ifIb99-）

1阪神大震災』を契提1こ「ポランティア搭勁Jがたいへん注gされました．
神戸~WCAll牧援センターを経淑し．さまざまなニーズに応えるぺく多岐にわたる活肋と艮悶し
ていまず．また．大阪YWCAが良災後ただちに組蹴して始めたポランティア組織fこころのケア・
ネットワークJ/JJ袷勁が大変注gされ、たくさんのマスコミに取，）上げられもしました．
年後1年を過ざて、ポランティアの中心は遠后地のポランティアからll!!元のポランティアに
パトンタッチしてきています．

塁災による被宅が比較的小さくて．心女共に落ち芍eを取リ戻しつつある地元の人々のバワーは
今後の新しい街作りに活かしていくことが望まれます．

この講座では．現場英習を含めて大変．笑践的なポランティア研焔をおこないます．

講虚修了後は．仮誼住宅訪悶活勁や子どものための活助1こな面していただくよう頌っています．
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A9-i(3月17・248／土曜・計2回）Bl-入(3月4・118／月曜・計2回）
AJべ：大阪YWCA 8J・l：戸民市女性センタ ー
兵県下に在住する市民（隣接地域の方も町）

埠左修了後にポランティア活動に谷加・参酉する宜欲のある人

Aコース：仮臼訪問ポランティア 30人
Bコース： ffiルドケ7・ポランティア 30人

烹科 ぽ料代として 1,000円）

A3-1は大阪YWCA B2-Aiヰ環市女性センターヘ電話でお甲込下さい
大阪YWCA 806(361)0838 

芦屋市女性センクー!!0797(38)2023

A3•i（仮設住宅訪r.'ポランティア） Bl-A（チャイルドケアポうンティア）
2/1 7(U ＊ポランティアのための 3/4 (n) •ポランティアケアの基唸になる
10時～4時 「人閲環解のトレーニングJ l o”~4時 鳩讀・子ども暉

拿ポランティアのための （ゲームやグルーブワークを使って）
大阪Y 「企l!I逼gのトレ～ニングJ 芦屋市女性

＊仮四住宅の現状と問題 センター
＊訪問ポランティアの心構え

2/24(.t) ＊ポランティア呪湯尖習 3/1 1 (n) •裟災にあった子どものケ7
10時～4峙 グループ別での仮臼住宅窃問 10時 4時 子どもの背炊． 子どもの問廷

・評価検討と今後に向けて 子どもの問題と取坦み
迂研仮＄住宅 今後にむけての話し合いと交流 う駐“切,_ 拿体的ワークシ•ープ

・埠関及び＇）ーダー（道先案内人）←→例

＊岡田幸之（窃笞科医／大阪YWCAここう約7・スーパーパイザ-)

＊石原頃子（キリスト教敦百主事／狂・“ばればこども支召の合）
＊溺絡子（キリスト教教百主事／窮・点ぱ這災こども支汲の会）

＊丸谷亮子（大阪YWCA揖田t99・女性のたのの生涅改n研究全）
※講窟修ア後にポランティア活動を希望する方には大阪にある仮設住宅訪門活勁などと紹介できます．

主催／神戸YWCA紐 99-．神戸YWCA註109ェクト・大阪YWCAここぶ〉r”'”
•一→ • i.~・梨畑ことも支扱雑

亭癌m／大卒YWCA 〒530大阪市北区神山町11-12 m.CS(3 6 l)e i l 4 /mxq6(3 6 l) 2 9 9 7 
企繭運営／神戸YWCA ・大霰YWCA均•り9紐9-9. ＂“玉云五こども支棧必
r.9い合わ亡‘／大阪YWCA ..S30江紅”“"ー19TE L.. 3 S 2)Sよ l4/mxos(3 C 9)2 9 9 7 
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